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予
測
通
り
降
水
量
等
の
環
境
要
因
の
地
域
間
差
が
生
じ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
た
。乾

燥
の

厳
し

い
V
o
i

や
K
a
s
i
g
a
u
検
定
林
(
図

1
)
で
は
、
既
に
成
長
が
頭
打
ち
に
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
 

②
 
地
域
風
の
厳
し
い

V
o
i
や

K
a
s
i
g
a
u
で
は
、
検
定
林
内
の
多
く
の
植
栽
個
体
が
強
風
に
よ
り
曲
が
っ

て
い
る
。
今
後
ケ
ニ
ア
国
内
の
検
定
林
調
査
で
は
、
樹
高
や
直
径
等
の
成
長
に
関
す
る
調
査
だ
け
で

な
く
、
幹
の
曲
が
り
度
等
の
形
質
評
価
も
取
り
入
れ
て
い
く
意
向
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

③
 
K
i
t
u
i
や

K
a
s
i
g
a
u
の
検
定
林
で
は
、
実
生
か
ら
養
苗
し
植
栽
後

3
年
を
経
過
し
た
一
部
の
個
体
で

既
に
果
実
が
実
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
 

 22
--
22
..
  
KK
ii
tt
uu
ii
((
TT
ii
vv
aa
))
,,
  
KK
ii
bb
ww
ee
zz
ii
採採

種種
園園

のの
現現

状状
把把

握握
  

K
a
r
i
u
k
i
氏
と
と
も
に
、
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
に
設
定
さ
れ
た

K
i
t
u
i
(
T
i
v
a
)
お
よ
び

K
i
b
w
e
z
i

の
採
種
園
(
図

3
)
の
現
状
を
確
認
し
た
。
2
0
1
3
年
に
各
採
種
園
が
設
定
さ
れ
て
以
降
、
2
0
1
5
年
に
初

め
て

開
花

・
種

子
生

産
が

ス
タ

ー
ト

し
、

2
0
1
6
年

に
は

年
間

3
回

の
採

種
が

な
さ

れ
て

き
て

い
る

。

2
0
1
7
年
春
に
は
約

3
0
0
0
本
弱
/
採
種
園
の
ほ
ぼ
全
て
の
母
樹
で
旺
盛
な
開
花
・
結

実
が
認
め
ら
れ
た

と
の

K
a
r
i
u
k
i
氏
の
報
告
で
あ
る
。
 

我
々
が
現
地
確
認
し
た
際
、
過
去

3
ヵ
年
の
渡
航
時
に
は
見
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
果
実
生
産
が

な
さ
れ
て
い
る
な
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
非
常
に
旺
盛
な
樹
勢
を
示
す
母
樹
で
は
、
た
わ
わ
に
実

っ
た
果
実
で
枝
が
垂
れ
下
が
る
程
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
接
ぎ
木
し
た
上
部
の

樹
勢
の
強
さ
ゆ
え
か
、
”
台
負
け
”
(
接
ぎ
木
し
た
上
部
に
比
べ
て
、
下
部
で
あ
る
台
木
の
樹
勢
が
劣

る
現

象
)
も

多
く

認
め

ら
れ

、
こ

の
よ

う
な

個
体

で
は

菌
へ

の
感

染
も

多
い

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

た
。 

 

22
--
33
..
  
KK
ii
tt
uu
ii
地地

域域
セセ

ンン
タタ

ーー
内内

にに
おお

けけ
るる

施施
設設

内内
交交

配配
ブブ

ーー
スス

のの
検検

討討
  

K
E
F
R
I
の
支
所
に
あ
た
る

K
i
t
u
i
地
域
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、
施
設
内
交
配
ブ
ー
ス
を
用
い
た

Me
li
a
交
配
研
究
に
つ
い
て

K
a
r
i
u
k
i
氏
と
現
地
検
討
を
実
施
し
た
。
K
i
t
u
i
地
域
セ
ン
タ
ー
内
の

苗
畑
で
は
、
接
ぎ
木
さ
れ
た

4
0
～
1
0
0
c
m
程
度
の

Me
li
a
苗
木
複
数
個
体
で
、
果
実
が
実
っ
て
い
る

の
を
確
認
し
た
(
図

4)
。
K
i
t
u
i
地
域
セ
ン
タ
ー
内
に
は

2
つ
の
温
室
が
あ
る
。
複
数
の

Me
li
a
ク

ロ
ー
ン
の
接
ぎ
木
苗
を
、
花
が
咲
く
時
期
に
こ
れ
ら
施
設
内
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
人
工

交
配
（
人
手
に
よ
る
直
接
的
な
花
粉
散
布
）
に
よ
ら
な
い
屋
内
交
配
に
よ
る

Me
li
a
次
世
代
の
作
出

が
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

Me
li
a
交
配
研
究
に
つ
い
て
、
2
0
1
8
年
よ
り
開
始
す
る
意

向
で
あ
る
こ
と
を

K
a
r
i
u
k
i
氏
よ
り
確
認
し
た
。
 

  22
--
44
..
  
KK
ii
tt
uu
ii
((
TT
ii
vv
aa
))
採採

種種
園園

でで
のの

MMee
llii

aa
人人

工工
交交

配配
のの
たた

めめ
のの

現現
地地
検検

討討
おお

よよ
びび
処処

理理
実実

施施
  

K
a
r
i
u
k
i
氏
、
高
野

J
I
C
A
長
期
専
門
家
、
花
岡
、
松
下
と
で
、
Me
li
a 
vo
lk
en
si
i 
の
た
め
の
人

工
交
配
技
術
確
立
の
た
め
の
研
究
手
法
を
検
討
・
試
行
す
る
た
め
、
K
i
t
u
i
 
(
T
i
v
a
)
採
種
園
に
て
現

地
活
動
を
実
施
し
た
。
過
去
、
同
時
期
に
渡
航
し
た
経
験
か
ら
、
1
2
月
上
旬
は
ケ
ニ
ア
に
お
い
て

M.
 

vo
lk
en
si
i
の
開
花
時
期
に
当
た
る
と
予
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
渡
航
で
は
、
例
年
に
比

べ
て
雨
季
が
ず
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た

Me
li
a
の
開
花
-
結
実
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
が
例
年
よ
り
早
ま

A
pp

en
di

x 
5-

3-
1 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
人人

工工
交交

配配
））

 

 １１
..  
行行

程程
  

 22..
  出出

張張
のの

概概
要要

  

22
--
11
..
  
KK
ii
tt
uu
ii
((
TT
ii
vv
aa
))
,,
  
KK
ii
bb
ww
ee
zz
ii
,,
  
KK
aa
ss
ii
gg
aa
uu
,,
  
VV
oo
ii
のの

検検
定定

林林
のの

現現
状状

把把
握握

  

①
 
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に
設
定
さ
れ
た

8
ヵ
所
の
検
定
林
[
注
:
K
i
t
u
i
(
T
i
v
a
)
採
種
園
・
Ki
b
w
e
z
i

採
種
園
お
よ
び
原
木
等
か
ら
採
取
し
た
種
子
・
実
生
に
よ
る
]
の
う
ち
、
4
ヵ
所
の
検
定
林
の
生
育
状

況
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
各
種
測
定
方
法
の
再
確
認
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
検
定
林
で
は
、
植
栽
後

3
年
（
2
0
1
4
年
植
栽
）
も
し
く
は

2
年
が
経
過
（
2
0
15

年
植
栽
）
し
て
い
る
が
、
生
存
率
・
成
長
量

と
も
良
好
で
、
最
も
生
育
の
良
好
な

K
i
t
u
i
検
定
林
(
図

2
)
の
個
体
で
は
幹
直
径

1
0
c
m
、
樹
高

7m
近

く
に
成
長
し
て
い
た
。
し
か
し
、
地
域
間
で
生
育
状
況
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
認
め
ら
れ
、
当
初
の

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
人
工
交
配

 
花
岡
 
創

 
20

17
.1

2.
6～

12
.1

5 

人
工
交
配

 
松
下
 
通
也

 
20

17
.1

2.
6～

12
.1

5 

月
　

日
宿

泊
地

業
務

1
2
.
0
6
(
水

)
国

内
移

動

1
2
.
0
7
(
木

)
機

内
泊

出
国

入
国

キ
ブ

ウ
ェ

ジ
ケ

ニ
ア

国
内

移
動

1
2
.
0
8
(
金

)
キ

ツ
イ

キ
ブ

ウ
ェ

ジ
,
カ

シ
ガ

ウ
,
ヴ

ォ
イ

の
採

種
園

/
検

定
林

調
査

1
2
.
0
9
(
土

)
キ

ツ
イ

K
E
F
R
I
地

域
セ

ン
タ

ー
で

交
配

様
式

の
研

究
を

検
討

1
2
.
1
0
(
日

)
キ

ツ
イ

K
E
F
R
I
地

域
セ

ン
タ

ー
で

交
配

様
式

の
研

究
を

検
討

1
2
.
1
1
(
月

)
ナ

イ
ロ

ビ
キ

ツ
イ

採
種

園
/
検

定
林

に
て

現
地

検
討

1
2
.
1
2
(
火

)
ナ

イ
ロ

ビ
資

料
整

理
・

デ
ー

タ
解

析

1
2
.
1
3
(
水

)
ナ

イ
ロ

ビ
K
E
F
R
I
 
H
Q
に

て
講

義
及

び
打

合
せ

1
2
.
1
4
(
木

)
J
I
C
A
 
K
e
n
y
a
事

務
所

打
合

せ

空
港

滞
在

出
国

1
2
.
1
5
(
金

)
入

国

ナ
イ

ロ
ビ

 
J
I
C
A
事

務
所

1
6
:
3
5
　

　
　

　
 
2
2
:
5
5

ナ
イ

ロ
ビ

　
→

　
ド

バ
イ

（
E
K
7
2
0
）

0
2
:
5
5
　

　
　

 
1
7
:
2
0

ド
バ

イ
　

→
　

成
田

空
港

（
E
K
3
1
8
）

ナ
イ

ロ
ビ

 
K
E
F
R
I移
動

・
滞

在
地

0
0
:
3
0
　

 
 
 
 
 
　

0
7
:
2
0

羽
田

空
港

　
→

　
ド

バ
イ

（
E
K
3
1
3
）

1
0
:
3
5
 
 
 
 
 
 
 
1
4
:
4
5

ド
バ

イ
　

→
　

ナ
イ

ロ
ビ

（
E
K
7
1
9
）

キ
ブ

ウ
ェ

ジ
→

採
種

園
/
検

定
林

→
キ

ツ
イ

キ
ツ

イ

ナ
イ

ロ
ビ

キ
ツ

イ

キ
ツ

イ
→

採
種

園
/
検

定
林

→
ナ

イ
ロ

ビ

ナ
イ

ロ
ビ

 
→

 
キ

ブ
ウ

ェ
ジ
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③
 採

種
園
で
と
ら
れ
た
実
生
か
ら
構
成
さ
れ
る
検
定
林
に
お
い
て
、
優
れ
た
性
能
を
示
し
た
後
代

の
選
抜
を
行
う
と
と
も
に
、

Me
li
a 
vo
lk
en
si
i
の
基
礎
的
な
交
配
様
式
の
解
明
や
採
種
園
内

の
繁
殖
効
率
を
促
進
す
る
た
め
の
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 
合
意
事
項
:
 
 

上
記
の
①
・
②
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
出
張
で
も
試
験
を
担
当
し
た

K
a
r
i
u
k
i
氏
を
中
心
に

2
0
1
8

年
の
次
期
の
開
花
期
よ
り
順
次
開
始
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。
検
定
林
で
の
成
長
が
優
良

な
系
統
を
交
配
親
候
補
と
す
る
方
針
。
 

ま
た
③
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
定
林
調
査
で
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
幹
の
通
直
性
等
の
成

長
以
外
の
形
質
評
価
も

2
0
1
8
年
度

1
月
の
調
査
よ
り
進
め
て
い
き
、
よ
り
多
く
の
形
質
情
報
を

も
と
に
優
れ
た
後
代
個
体
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
ま
た
採
種
園
産
種
子
、
あ
る
い
は
検
定
林

個
体
の

D
N
A
解
析
を
通
し
て
、
交
配
様
式
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
方
針
で
合
意
し
た
。
 

 33
..
  
今今

後後
のの

課課
題題

やや
展展

望望
なな
どど

  

交
配
研
究
等
：
 

 
 
人
工
交
配
を
実
施
で
き
る
時
期
は
限
定
さ
れ
、
適
切
な
時
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
な
ど
も
迅
速
に
と
る
べ
き
で
あ
り
、
日
本
側
と
ケ
ニ
ア
側
、

ま
た
、
長
期
専
門
家
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
測
る
必
要
が
あ
る
 

 デ
ー
タ
や
情
報
の
共
有
・
課
題
間
の
連
携
：
 

 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
間
の
連
携
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
育
種
部
門
の

K
E
F
R
I
側
統
括
で
あ
る

M
u
t
u
r
i
氏
よ
り
懸
念
が
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
育
種
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
内
で
も
、
採
種
園
や
検
定
林
か
ら
随
時
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
の
情
報
共
有
が
不
十
分
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。
 

 ケ
ニ
ア
に
お
け
る
具
体
的
な
育
種
戦
略
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
 

 
松
下
よ
り
、
個
々
の
技
術
強
化
(
例
え
ば
、
自
身
の
担
当
す
る
交
配
研
究
な
ど
)
だ
け
で
は
、
ケ
ニ
ア
の

育
種
は
中
長
期
的
に
効
果
的
に
進
ま
な
い
懸
念
が
あ
る
こ
と
を

K
E
F
R
I
側
に
示
し
た
。
交
配
を
進
め
て

い
く
際
に
は
、
次
世
代
に
お
い
て
ど
の
形
質
（
例
：
成
長
な
の
か
・
曲
が
り
な
の
か
）
の
向
上
を
優
先

す
る
の
か
？
と
い
っ
た
戦
略
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
Me

li
a
の
育
種
戦

略
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
に
し
、
ど
う
い
っ
た
調
査
を
優
先
的
に
行
い
、
逆
に
省
略
で
き
る
項
目
は

何
か
を
整
理
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
理
解
が
得
ら
れ
た
。
 

 統
計
解
析
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
ッ
プ
 

 
現

在
、

計
算

や
統

計
解

析
、

作
図

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
幅

広
い

大
規

模

デ
ー
タ
解
析
を
全
て
無
料
で
実
施
で
き
る
解
析
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
R
」
が
世
界
中
の
研
究
者
に
愛
用
さ

っ
て
お
り
、
採
種
園
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
母
樹
個
体
に
お
い
て
花
の
時
期
を
終
え
成
熟
途
中
の
果
実
が

た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
T
i
v
a
採
種
園
内
の
約

3
0
0
0
本
弱
の
母
樹
を
踏
査
し
観
察

し
た
が
、
訪
問
時
に
花
を
つ
け
て
い
る
個
体
は
一
個
体
の
み
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
一
個
体
に
対
し
て
、
M.
 v
ol
ke
ns
ii

が
自
殖
（
自
身
の
花
粉
に
よ
る
受
粉
）
に
よ
っ
て
果
実
・

種
子
を
実
ら
せ
る
能
力
を
持
つ
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
た
(
図

5
,
6
)
。
花
序
内

の
既
に
開
い
て
い
る
花
を
除
去
し
、
蕾
を
残
し
て
交
配
袋
掛
け
を
実
施
す
る
等
の
人
工
交
配
の
た
め

の
基
礎
的
な
技
術
手
法
を

K
a
r
i
u
k
i
氏
に
指
導
し
た
。
今
後
、
2
0
1
8
年

1
～
2
月
の
開
花
期
に
は
、

よ
り
多
く
の
系
統
・
個
体
に
対
し
て
人
工
交
配
試
験
を
実
施
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

 22
--
55
..
  
MMee

llii
aa
次次

世世
代代

作作
出出
技技

術術
研研

究究
のの
たた

めめ
のの

講講
義義
実実

施施
おお

よよ
びび
ミミ

ーー
テテ

イイ
ンン
ググ

  

日日
時時

：：
2
0
1
7
年

12
月

1
3
日
（
水
）
9
:
0
0
～
1
2
:
0
0
 

場場
所所

：：
KE

RR
I
本
部
(
Na

ir
ob
i
) 

参参
加加

者者
::
  
Mu

tu
ri

氏
, 

Ka
ri
u
ki

氏
, 

Om
on
d
i
氏
,
 P
au
l
氏
 
、
松
下
(F
T
BC

) 

検検
討討

事事
項項
：：
優
良
な

Me
li
a
次
世
代
作
出
の
た
め
の
交
配
研
究
の
方
針
・
方
法
に
つ
い
て
 

打打
合合

せせ
内内
容容
：：

  

 
 
松
下
よ
り
、
次
世
代
作
出
の
た
め
の

M.
 v
ol
ke
ns
ii

の
交
配
研
究
と
し
て
、
大
ま
か
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
の
説
明
と
利
点
・
不
利
点
等
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ

ー
で

議
論

を
実

施
し

た
(
図

8
)
。
 

要
約
と
し
て
、
今
後
の
研
究
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
①
 
交
配
袋
等
を
用
い
つ
つ
異
な
る
系

統
の
花
粉
を
雌
蕊
に
掛
け
合
わ
せ
る
人
工
交
配
手
法
の
研
究
、
②
 
既
に
あ
る
温
室
等
を
活
用
し
た
施

設
内
交
配
の
研
究
、
③
 
検
定
林
の
成
長
等
の
調
査
に
も
と
づ
く
系
統
及
び
後
代
個
体
の
遺
伝
的
性
能

評
価
と
、
D
N
A
分
析
に
よ
る
交
配
様
式
の
研
究
 
な
ど
を
次
世
代
作
出
の
た
め
に
と
り
得
る
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
説
明
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
①
～
③
の
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
成
果
は
以
下
の
と
お
り
：
 

①
 
最
も
シ
ン
プ
ル
で
基
礎
と
な
る
人
工
交
配
の
技
術
が

K
E
F
R
I
側
研
究
者
に
移
転
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
マ
ホ
ガ
ニ
ー
な
ど
有
用
な
熱
帯
産
広
葉
樹
で
は
開
発
・
普
及
で
き
て
い
な
か
っ
た
、
狙
っ

た
形
質
を
持
つ
親
同
士
（
例
え
ば
、
親

A:
◎
成
長
 
×
 親

B
:
 
◎
通
直
性
）
の
人
工
交
配
に
よ

る
次
世
代
作
出
技
術
が
で
き
る
こ
と
で
、
今
後

Me
li
a
以
外
の
ほ
か
の
郷
土
樹
種
の
育
種
に
も

資
す
る
能
力
強
化
が
な
さ
れ
る
。
 

②
 
セ
ン
ダ
ン
属
の

M.
 v
ol
ke
ns
ii

 
の
花
は
非
常
に
小
さ
く
・
ま
た
花
び
ら
が
広
く
開
か
な
い
花

の
構
造
の
た
め
、
ケ
ニ
ア
人
で
は
多
数
の
①
の
人
工
交
配
処
理
を
こ
な
す
の
が
困
難
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
さ
な
つ
ぎ
木
増
殖
一
年
以
内

の
鉢
植
え
個
体
で
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
着
花
す
る
と
い
う

Me
li
a
の
特
性
か
ら
、
狙
っ
た
形
質
を

持
つ
親
を
ク
ロ
ー
ン
増
殖
し
た
苗
木
を
温
室
内
で
開
花
誘
導
し
、
人
の
手
作
業
に
よ
る
花
粉
を

か
け
る
直
接
的
作
業
を
省
略
し
て
次
世
代
作
出
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
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カ
シ

ガ
ウ

メ
リ

ア
検

定
林

 

キ
ツ

イ
メ

リ
ア

検
定

林
 

キ
ブ

エ
ジ

メ
リ

ア
採

種
園

 

写
真
 

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

の
よ

う
な

便
利

な
ツ

ー
ル

が
ケ

ニ
ア

ふ
く

め
ア

フ
リ

カ
諸

国
で

は
十

分
に

普

及
し
て
お
ら
ず
、
K
E
F
R
I
で
は
一
部
の
研
究
者
だ
け
が
ラ
イ
セ
ン
ス
料
が
高
額
な
統
計
解
析
ソ
フ
ト
等
を

利
用

し
て

デ
ー

タ
解

析
を

実
施

し
て

い
る

と
い

う
現

状
が

あ
る

。
発

展
途

上
国

で
は

、
無

料
で

安
価

に

使
用

で
き

る
統

計
解

析
手

法
の

普
及

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
り

組

み
の
一
つ
と
し
て
、
松
下
、
花
岡
ら
が
中
心
と
な
っ
て

R
の
基
本
的
な
使
い
方
お
よ
び
統
計
解
析
手
法

に
つ
い
て
の
教
科
書
を
作
成
し
、
K
E
F
R
I
他
で
普
及
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

て
い
る
こ
と
を

K
E
F
R
I
側
に
提
示
し
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
K
E
F
R
I
側
よ
り
非
常
に
好
評
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
。
2
0
1
8
年
よ
り
初
級
・
中
級
・
育
種
統
計
コ
ー
ス
の
よ
う
に
グ
レ
ー
ド
に
応
じ
て
少
し
ず

つ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

進
め

る
計

画
で

あ
る

。
こ

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

を
通

じ
て

、
ケ

ニ
ア

国
内

の
育

種

分
野

の
み

な
ら

ず
東

ア
フ

リ
カ

の
森

林
分

野
の

研
究

能
力

向
上

に
寄

与
で

き
る

、
と

大
き

な
期

待
を

も

た
れ
て
い
る
。
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Ki
tu
i (
Ti
va
)採

種
園

に
お

け
る

人
工

交
配

の
た

め
の

袋
掛

け
処

理
の

様
子

 

デ
ー

タ
を

互
い

に
確

認
し

試
験

計
画

を
議

論
 

   

 
  Ki

tu
i (
Ti
va
)採

種
園

に
お

け
る

人
工

交
配

の
た

め
の

袋
掛

け
処

理
の

様
子

 

 K
itu

i地
域

セ
ン

タ
ー

内
の

苗
畑

で
養

苗
中

の
接

ぎ
木

苗
。
 着

果
が

認
め

ら
れ

る
。

お
よ

び
施

設
内

交
配

試
験

の
た

め
の

温
室
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３
．
２
 
現
地
調
査
 

 
 
キ

ブ
エ

ジ
の
メ

リ
ア

採
種
園

、
検

定
林
及

び
ア

カ
シ
ア

採
種

林
、
キ

ブ
エ

ジ
の
メ

リ
ア

採
種
園

の
調

査
、

視
察
を
行
っ
た
。
 

 
〇
メ
リ
ア
採
種
園
（
写
真
３
）
 

 
 
 

草
刈

を
終
了

し
た

と
こ
ろ

で
あ

り
、
ち

ょ
う

ど
今
週

よ
り

雨
期
が

終
了

し
た
と

の
こ

と
で
タ

イ
ミ

ン
グ

と
し

て
は

ベ
ス

ト
で

あ
る
と

思
わ
れ

る
。

新
し
い

芽
は

す
で
に

木
化

が
始
ま

っ
て

お
り
、

4
月

に
行
っ
た

さ
し
木
試
験
は
適
期
に
実
施
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
〇
メ
リ
ア
検
定
林
（
写
真
４
）
 

 
 
 
2
01
5
年
植
栽
検
定
林
で
は
、
雨
期
で
の
雨
量
が
多
か
っ
た
た
め
か
上
長
成
長
が
旺
盛
で
あ
り
、
樹
冠
も

健
全
で
あ
る
。
 

 
〇
ア
カ
シ
ア
採
種
林
（
写
真
５
～
８
）
 

一
部

の
個

体
で

開
花
ら

し
き

痕
跡
が

確
認

さ
れ
た

。
系

統
に
よ

る
差

が
あ
る

の
か

は
確
認

で
き

な
か
っ

た
が
、
7
月
期
の
調
査
で
種
子
に
つ
い
て
も
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
樹
高
及
び
樹
形
に

つ
い
て
も
系
統
に
よ
り
差
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

 

３
．
３
 
民
間
セ
ク
タ
ー
（
K
o
m
a
z
a
）
メ
リ
ア
植
林
状
況
調
査
 


 

概
要
 

高
野
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
、
キ
リ
フ
ィ
県
に
あ
る

K
o
m
a
z
a
と
い
う
民
間
セ
ク
タ
ー
が
農
民
へ
の
メ

リ
ア

植
林
を
民

間
フ

ァ
ン
ド

か
ら

の
投
資

に
よ

り
推
進

し
て

お
り
、

メ
リ

ア
植
林

は
今
後
も
拡

大
が

見
込

ま

れ
る

こ
と
か
ら

自
分

た
ち
で

種
子

生
産
を

行
い

た
い
と

い
う

意
向
を

持
っ

て
い
る

と
の
情
報
が

あ
り

、
メ

リ

ア
造
林
の
状
況
及
び
メ
リ
ア
の
地
域
採
種
園
造
成
の
可
否
等
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

K
E
F
R
I
及
び

K
F
S

関
係
者
と
と
も
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
 

 
 
K
o
m
a
z
a
は
ア
メ
リ
カ
人
が

C
E
O
を
勤
め
、
民
間
お
よ
び
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
を
集
め
地
元
農
民
へ
の
植
林
に

投
資
を
す
る
と
い
う
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
K
o
m
a
z
a
は
設
立

1
0
年
程
度
の
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
C
E
O

が
そ
れ
以
前
ケ
ニ
ア
で
医
療
関
係
の

N
G
O
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ケ
ニ
ア
で
の
実
績
は
長
い
。
利
益

だ
け
を
考
慮
す
れ
ば
苗
木
生
産
・
販
売
に
特
化
す
る
方
が
有
利
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
K
o
m
a
z
a
で
は
ケ
ニ

ア
に

お
け

る
農

民
植
林

を
主

体
と
し

た
「

M
ic
ro

-F
or
e
st
ry

」
の

拡
大

を
目
指

し
て

い
る

。
な
お

、
日
本

人

ス
タ
ッ
フ

1
名
（
6
月
よ
り
も
う
１
名
日
本
人
増
員
予
定
）
が
昨
年
か
ら
常
駐
し
て
お
り
今
回
の
調
査
に
つ

い
て
も
調
整
を
お
願
い
し
て
い
る
。
 

K
o
m
a
z
a
で
は
こ
れ
ま
で
に

1
4
,
0
0
0
の
農
家
に

3
,
8
0
0
h
a
の
植
林
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
植
林
樹
種

は
、
ユ
ー
カ
リ
（
Eu

ca
ly

pt
us

. 
ca

ma
ld

ul
en

si
s
と
 E
. 
gr
an
di
s
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
地
元
で
は
ユ
ー
カ

リ
CG

と
呼
ば
れ
て
い
る
）
が

6
0
％
、
メ
リ
ア
が

4
0
％
で
あ
る
。
メ
リ
ア
に
つ
い
て
は
年
々
需
要
が
高
ま
っ

て
お
り
、
今
年
は

1
4
万
本
の
苗
木
を
植
林
し
た
が
得
苗
率
が

5
0
％
以
下
と
低
く
、
苗
畑
管
理
の
改
善
を
模

索
し

て
い
る
と

の
こ

と
で
あ

る
。

現
在
メ

リ
ア

の
種
子

は
メ

リ
ア
篤

林
家

か
ら
購

入
し
て
い
る

が
、

今
後

メ

リ
ア
種
子
を

4
0
0
k
g
以
上
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
と
試
算
し
て
お
り
独
自
の
種
子
源
造
成
を
検
討
し
て
い
る
。

メ
リ

ア
植
林
に

つ
い

て
は
、

キ
リ

フ
ィ
県

の
土

壌
図
を

入
手

し
メ
リ

ア
植

林
の
適

地
を
決
め
て

お
り

、
応

募

の
あ
っ
た
農
家
の
位
置
情
報
か
ら
も
選
定
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
年

1
5
,
0
0
0
の
応
募
が
あ
っ
た
が
最
終

的
に
植
林
が
で
き
た
の
は

5
,
0
0
0
農
家
に
な
っ
て
い
る
。
植
林
に
つ
い
て
は
農
家
と
の
契
約
に
よ
り
実
施
さ

れ
、
苗
木
を

K
o
m
a
z
a
g
a
 
が
無
料
で
配
布
し
農
民
が
自
分
の
土
地
で
植
付
、
管
理
を
自
ら
行
う
も
の
で
、
最

終
的
に
伐
採
し
た
木
材
を

K
o
m
a
z
a
g
a
 
が
買
い
取
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
 


 

現
地
調
査
（
写
真
９
～
１
６
）
 

2
0
1
3
年

11
月
に
植
林
し
た
メ
リ
ア
植
栽
地

2
ヶ
所
を
調
査
し
た
。
1
ヶ
所
は

D
B
H
:
6
～
1
2
c
m
、
H
:
3
～
6
ｍ

ほ
ど
と
そ
れ
ほ
ど
成
長
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
も
う

1
ヶ
所
で
は

D
B
H
:
1
0
～
1
6
c
m
、
H
:
7
～
1
0
ｍ
ほ
ど
で
良

好
な
成
長
を
見
せ
て
い
る
。
ス
ペ
ー
シ
ン
グ
は

5
×
5
ｍ
、
隣
接
し
て
ユ
ー
カ
リ
の
植
林
も
行
っ
て
い
る
。
な

A
pp

en
di

x 
5-

3-
2 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
人人

工工
交交

配配
・・

作作
業業

監監
理理

））
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

5
月

1
3
日

（
日

）
 
 

移
動
（
日
立
→
羽
田
）
 

 

 
 
 
1
4
日
（
月
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
ド
バ
イ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
1
5
日
（
火
）
 
 

キ
ブ
エ
ジ
移
動
、
キ
ブ
エ
ジ
採
種
園
等
調
査
 

ボ
イ
へ
移
動
 

ボ
イ
 

1
6
日

（
水

）
 
 

メ
リ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
出
席
 

キ
リ
フ
ィ
へ
移
動
 

キ
リ
フ
ィ
 

 
 
 
1
7
日
（
木
）
 
 

K
o
m
a
z
a
に
よ
る
キ
リ
フ
ィ
地
区
農
民
植
林
地
、
苗
畑
等
視

察
及
び
メ
リ
ア
地
方
採
種
園
造
成
等
打
合
せ
 

キ
リ
フ
ィ
 

1
8
日

（
金

）
 
 

専
門
家
打
合
せ
、
ナ
イ
ロ
ビ
空
港
へ
移
動
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
バ
イ
）
 

 

 
 
 
1
9
日
（
土
）
 
 

移
動
（
ド
バ
イ
→
羽
田
）
 

東
京
 

 
 
 
2
0
日
（
日
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
日
立
）
 

 

 ２
．
出
張
の
目
的
 

ケ
ニ

ア
国

持
続

的
森

林
管
理

能
力
強

化
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
お
け

る
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
２
（

森
林

普
及
）
に

お
け

る
パ
イ
ロ

ッ
ト

事
業
の

一
つ

で
あ
る

メ
リ

ア
プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

セ
ミ

ナ
ー
に

参
加
す
る
と

と
も

に
、

コ

ン
ポ

ー
ネ
ン
ト

４
（

林
木
育

種
）

と
し
て

技
術

支
援
を

行
う

こ
と
と

な
っ

て
い
る

メ
リ
ア
の
地

域
採

種
園

造

成
に
関
し
調
査
を
行
う
。
 

 ３
．
出
張
の
概
要
 

３
．
１
 
メ
リ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
写
真
１
、
２
）
 

 
 
メ
リ
ア
植
林
の
促
進
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
４
（
森
林
普
及
）
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
カ
ウ
ン
テ
ィ
（
エ

ン
ブ

及
び
タ
イ

タ
タ

ベ
タ
県

）
で

の
普
及

活
動

の
一
つ

と
し

て
ボ
イ

（
タ

イ
タ
タ

ベ
タ
県
）
で

セ
ミ

ナ
ー

が

開
催
さ
れ
た
。
 

 
 
参
加
者
は
タ
イ
タ
タ
ベ
タ
及
び
キ
リ
フ
ィ
県
の
農
民
、
民
間
セ
ク
タ
ー
（
K
o
m
a
z
a
,
 
Ga
t
s
b
y
 
A
f
r
i
c
a
）、

N
GO
（
Wi
ld
li
f
e 

of
 
A
fr
ic
a
）
、
タ
イ
タ
タ
ベ
タ
県
担
当
職
員
、
K
F
S
職
員
等
約

3
0
名
で
、
K
E
F
R
I
か
ら

は

林
木
育
種
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

D
r
.
M
u
t
u
r
i
、
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所
長

D
r
.
N
d
u
f
a
及
び
苗
畑

担
当

M
r
.
K
y
a
l
o
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。
 

 
 

セ
ミ

ナ
ー

で
は
、

高
野

チ
ー
フ

か
ら

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
活

動
概

要
、
D
r.

Mu
t
ur
i
か

ら
メ
リ

ア
の
育

種
研

究
及
び
育
種
種
苗
の
優
位
性
、
D
r
.
N
d
u
f
a
か
ら
ケ
ニ
ア
の
木
材
需
要
の
概
要
、
M
r
.
K
y
a
l
o
か
ら
メ
リ
ア
の
育

苗
手
法
、
K
F
S
の

M
r
.
N
j
i
g
o
y
a
か
ら
メ
リ
ア
植
林
に
よ
る
コ
ス
ト
と
利
益
等
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
メ
リ

ア
育

種
種

苗
の

生
産
量

や
入

手
方
法

に
つ

い
て
も

質
問

が
出
さ

れ
た

。
NG

O
か
ら

は
学
校

で
の

小
規
模
苗
畑

造
成
に
よ
る
メ
リ
ア
植
林
の
普
及
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
提
言
が
あ
っ
た
。
 

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
人
工
交
配

 
松
下
 
通
也

 
20

18
.5

.1
3～

5.
20

 
作
業
監
理

 
上
澤
上
 
静
雄

 
20

18
.5

.1
3～

5.
20
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６
．
主
な
面
談
者
 

 
  
 M
r.
 T
ev
i
s 
Ho
wa
rd
, 
C
EO
, 
Ko
ma
za
, 

 
  
 M
r.
 D
an
 
Mc
go
ve
rn
, 
F
ie
ld
 O
pe
ra
t
io
ns
, 
Ko
ma
z
a 

 
  
 M
r.
 C
ha
r
le
s 
Gi
ta
hi
,
 N
ur
se
ry
, 
K
om
az
a 

 
 
 
 
M
r
.
 
T
o
m
o
n
o
b
u
 
K
u
m
a
h
i
r
a
（
ク
マ
ヒ
ラ
 
ト
モ
ノ
ブ
）
,
 
F
i
n
a
n
c
e
,
 
K
o
m
a
z
a
 

 ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
次
長
 
D
r
.
 
M
u
t
u
r
i
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所
長
 

D
r
.
 
N
d
u
f
a
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
苗
畑
担
当

M
r
.
 
K
y
a
l
o
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
公
社
（
K
F
S
）
 
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
２
マ
ネ
ジ
ャ
ー
 
M
r
.
 
N
d
u
a
t
i
 

 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
高
野
憲
一
氏
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
リ
ジ
ェ
ク
ト
森
林
普
及
 
松
江
尚
美
氏
 

 
 
 

 
 
 
 

 

お
農

民
へ
の
植

林
・

管
理
方

法
に

つ
い
て

も
講

習
会
を

開
催

し
て
指

導
を

行
う
と

と
も
に
、
植

林
地

管
理

者

は
ス

マ
ー
ト
ホ

ン
で

位
置
、

成
長

状
況
等

を
全

て
管
理

し
、

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
化
に

よ
り
植
林
地

の
状

況
を

常

に
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 
直

営
の

苗
畑
で

は
、

現
在
ユ

ー
カ

リ
の
マ

イ
ク

ロ
カ
ッ

テ
ィ

ン
グ
（

苗
木

か
ら
小

さ
な

さ
し
穂

を
採

取
し

さ
し

木
を
行
う

も
の

で
、
採

穂
木

の
造
成

が
不

要
）
を

行
っ

て
お
り

、
技

術
的
に

は
確
立
さ
れ

て
い

る
よ

う

で
あ

る
。
ユ
ー

カ
リ

は
建
設

足
場

及
び
電

柱
用

の
ポ
ー

ル
と

し
て
需

要
が

高
く
、

乾
燥
地
、
荒

れ
地

に
も

強

い
こ

と
か
ら
各

地
で

植
林
さ

れ
て

い
る
。

特
に

電
柱
用

に
防

腐
加
工

し
た

ユ
ー
カ

リ
は
高
値
で

販
売

で
き

る

こ
と
か
ら
、
直
径
の
太
い
ユ
ー
カ
リ
生
産
を
推
奨
し
て
い
る
。
 


 

検
討
事
項
 

 
 
松

下
主

任
研
究

員
か

ら
、
こ

れ
ま

で
の
メ

リ
ア

検
定
林

調
査

に
よ
る

成
長

解
析
お

よ
び

採
種
園

で
の

種
子

採
取
実
績
の
調
査
結
果
等
を
用
い
て
、
育
種
種
苗
の
特
徴
、
優
位
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
 

 
K
om
az
a

か
ら

は
、

メ
リ

ア
の

育
苗

方
法

、
メ

リ
ア

育
種

種
苗

の
購

入
等

に
つ

い
て

質
問

が
出

さ
れ

、

M
r.

Nd
ua

ti
（
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
２
(
森

林
普

及
)
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
、

KF
S
）

か
ら
メ

リ
ア

の
育
苗

、
植

付
、
管

理
方
法
が
記
載
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
D
r
.
N
d
u
f
a
か
ら
販
売
量
は
限
定
さ
れ
る
が

メ
リ
ア
育
種
種
苗
を

K
o
m
a
z
a
が
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
優
良
品
種
を
用
い
た
メ
リ
ア

採
種

園
造
成
に

つ
い

て
は
、

土
地

は
こ
れ

か
ら

確
保
す

る
こ

と
と
な

る
が

、
ど
の

程
度
の
面
積

が
必

要
で

ど

の
程
度
の
種
子
生
産
が
で
き
る
の
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
最
初
に
ど
の
よ
う
な
特
性
（
成
長
量
、
着
果
量
、

耐
乾

燥
性
等
）

及
び

多
様
性

を
必

要
と
す

る
か

を
検
討

す
る

必
要
が

あ
り

、
そ
の

優
先
度
に
あ

わ
せ

ク
ロ

ー

ン
の
選
定
、
面
積
の
調
整
を
す
る
こ
と
と
な
る
旨
説
明
し
た
。
ま
た
、
K
o
m
a
z
a
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
品
種

に
よ

る
採
種
園

を
造

成
す
る

場
合

は
、
そ

の
提

供
、
技

術
的

な
協
力

等
に

つ
い
て

は
、
育
種
種

苗
の

ト
レ

ー

サ
ー
ビ
リ
テ
ィ
確
保
を
担
保
す
る
た
め
、
K
E
F
R
I
あ
る
い
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
覚
書
が
必
要
と

K
E
F
R
I
よ

り
説
明
し

K
o
m
a
z
a
の
了
解
を
得
た
。
 

 
 
今
後

K
o
m
a
z
a
よ
り

K
E
F
R
I
へ
直
接
連
絡
し
調
整
す
る
こ
と
と
し
、
高
野
チ
ー
フ
か
ら
は

C
E
O
に
対
し
キ
ブ

エ
ジ
の
メ
リ
ア
採
種
園
を
視
察
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
 

 ４
．
今
後
の
課
題
等
 

 
〇
K
o
m
a
z
a
と

の
連

携
 

 
 
 

当
初

予
想
し

て
い

た
よ
り

も
堅

実
な
植

林
活

動
を
実

施
し

て
お
り

、
ケ

ニ
ア
人

を
含

め
ス
タ

ッ
フ

の
能

力
も

高
く

着
実

な
運
営

を
行

っ
て
い

る
と

い
う
印

象
で

あ
る
。

今
後

森
林
・

林
業

を
専

門
と
す

る
ス
タ
ッ

フ
を
雇
用
し
さ
ら
に
植
林
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 
 

地
域

採
種
園

は
、

今
後
メ

リ
ア

育
種
種

苗
を

ケ
ニ
ア

各
地

に
普
及

し
て

行
く
上

で
重

要
で
あ

る
が

、
民

間
セ

ク
タ

ー
に

よ
る
造

成
は

、
育
種

種
苗

の
ト
レ

ー
サ

ビ
リ
テ

ィ
ー

を
確
保

で
き

る
か

が
課
題

で
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
特
定
増
殖
事
業
者
の
よ
う
に
育
種
種
苗
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

K
E
F
R
I
が
主
体
と
な
り
管

理
す

る
こ

と
が

極
め
て

重
要

で
あ
る

。
今

後
造
成

が
実

施
さ
れ

る
場

合
は
覚

書
等

の
締

結
が
必

要
と
な
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
指
導
を
行
い
た
い
。
 

〇
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 
 
 

 
 
 
現
在

6
月

2
6
日
に
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
担
当
者
を
集
め
、
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
間
の
連
携
を
強
化
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
推
進

す
る
た

め
の

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
を

開
催

す
る
予

定
で

、
育

種
セ
ン

タ
ー
か
ら

も
短
期
専
門
家
を
派
遣
し
て
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
今
後
の
活
動
等
を

C
P
と
と
も
に
発
表
、
討
議
す
る
予
定

で
あ
る
。
 

 
 
〇
合
同
調
整
委
員
会
（
J
C
C
）
の
開
催
 

 
 
 
現
在

J
CC

を
7
月

1
9
日
に
開
催
す
る
と
の
こ
と
で
、
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
短
期
専
門
家
（
作
業
監

理
）
２
名
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
J
I
C
A
地
球
環
境
部
か
ら
担
当
課
長
、
技
術
審
議
役
、
さ
ら

に
後
任
の
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
森
林
普
及
担
当
長
期
専
門
家
も
出
席
を
予
定
し
て
い
る
。
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写
真
１
０
 
メ
リ
ア
農
家
植
林
地
１
 

（
2
0
1
3
年

1
1
月

植
栽
、
キ
リ
フ
ィ
）
 

写
真
９
 
メ
リ
ア
農
家
植
林
地
１
 

（
2
0
1
3
年

1
1
月

植
栽
、
キ
リ
フ
ィ
）
 

写
真
７
 
ア
カ
シ
ア
の
花
（
複
葉
に
あ
る
白
い
花
？
）
 

（
2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽
、
キ
ブ
エ
ジ
）
 

写
真
１
１
 
メ
リ
ア
農
家
植
林
地
２
 

（
2
0
1
3
年

1
1
月

植
栽
、
キ
リ
フ
ィ
）
 

写
真
１
２
 
メ
リ
ア
農
家
植
林
地
２
 

（
2
0
1
3
年

1
1
月

植
栽
、
右
側
奥
は
ユ
ー
カ
リ
の
造
林
地

で
樹
高
は
メ
リ
ア
よ
り

2
m
ほ
ど

高
い
、
キ
リ
フ
ィ
）
 

写
真
８
 
ア
カ
シ
ア
の
花
（
複
葉
に
あ
る
白
い
花
？
）
 

（
2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽
、
キ
ブ
エ
ジ
）
 

   

 

 
  

写
真
１
 
メ
リ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
 

 
 
 
（
高
野
チ
ー
フ

C
A
D
E
P
概
要
説
明
）
 

写
真
３
 
メ
リ
ア
採
種
園
 

 
 
 
（
キ
ブ
エ
ジ
）
 

写
真
４
 
メ
リ
ア
検
定
林
 

 
 
 
（
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
、

キ
ブ
エ
ジ
）
 

写
真
 

写
真
２
 
メ
リ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
 

 
 
（
D
r
.
M
u
t
u
r
i
 
メ
リ
ア
育
種
研
究
等
説
明
）
 

写
真
５
 
ア
カ
シ
ア
採
種
林
 

 
 
（
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
、
キ
ブ
エ
ジ
）
 

写
真
６
 
ア
カ
シ
ア
採
種
林
 

 
 
（
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
、
キ
ブ
エ
ジ
）
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A
pp

en
di

x 
5-

3-
3 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
人人

工工
交交

配配
・・

作作
業業

監監
理理

））
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

6
月

2
3
日

（
土

）
 
 

移
動
（
日
立
→
羽
田
）
 

 

 
 
 
2
4
日
（
日
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
ド
ー
ハ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
2
5
日
（
月
）
 
 

K
EF
RI
 C
P
打
合

せ
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
資
料
作
成
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

2
6
日

（
火

）
 
 

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
出
席
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
2
7
日
（
水
）
 
 

キ
ツ
イ
へ
移
動
 

メ
リ
ア
人
工
交
配
試
験
指
導
等
（
テ
ィ
バ
メ
リ
ア
採
種
園
）
 
キ
ツ
イ
 

2
8
日

（
木

）
 
 

B
e
t
t
e
r
 
Gl
o
b
e
 
F
o
r
e
s
t
r
y
 
に
よ
る
植
林
地
、
苗
畑
等
視

察
、
ナ
イ
ロ
ビ
へ
移
動
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
2
9
日
（
金
）
 
 

専
門
家
打
合
せ
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

 

 
 
 
3
0
日
（
土
）
 
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
羽
田
→
日
立
）
 

 

 ２
．
出
張
の
目
的
 

ケ
ニ

ア
国

持
続

的
森

林
管
理

能
力
強

化
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
お
け

る
各

コ
ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
間

の
連

携
を
推
進

す
る

た
め
の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

参
加
す

る
と

と
も
に

、
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
４
（

林
木
育
種
）

と
し

て
技

術

支
援
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
メ
リ
ア
の
地
域
採
種
園
造
成
に
関
し
調
査
を
行
う
。
 

 ３
．
出
張
の
概
要
 

３
．
１
 
C
A
D
E
P
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
写
真
１
、
２
）
 

 
 
C
A
D
E
P
を
構
成
す
る

5
つ
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
間
の
連
携
を
深
め
、
効
果
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

6
月

2
6
日
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
、
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
か
ら
短
期
専
門
家
を
派
遣
し
、
育
種
研
究
の
成
果
発
表
を
行
っ
た
。
 

 
 
最

初
に

各
コ
ン

ポ
ー

ネ
ン
ト

の
こ

れ
ま
で

の
活

動
に
つ

い
て

照
会
が

あ
り

、
コ
ン

ポ
ー

ネ
ン
ト

４
に

つ
い

て
は
担
当

C
P
の

M
r
.
 K
a
r
i
u
k
i
が
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
成
果
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
メ
リ
ア
及
び
ア
カ

シ
ア
の
育
種
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
松
下
主
任
研
究
員
か
ら
メ
リ
ア
検
定
林
の

2
年
次
調
査
デ

ー
タ
に
つ
い
て
、
成
長
及
び
種
子
生
産
等
を
基
に
し
た
解
析
結
果
の
報
告
を
行
っ
た
。
 

 
 
そ
の
後
全
出
席
者
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
①
ケ
ニ
ア
の
森
林
面
積

1
0
％
達
成
に
向
け
た
各
コ
ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
の
貢

献
及

び
ギ
ャ

ッ
プ

に
つ
い

て
、

②
各
コ

ン
ポ

ー
ネ
ン

ト
の

シ
ナ
ジ

ー
効
果
へ
の

取
組

に
つ

い

て
、
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
。
 

 
 
コ

ン
ポ

ー
ネ
ン

ト
４

に
つ
い

て
①

の
テ
ー

マ
で

は
、
林

木
育

種
が
理

解
さ

れ
高
品

質
で

乾
燥
地

に
も

適
応

す
る

苗
木
供
給

が
可

能
と
な

る
が

供
給
量

は
ま

だ
不
十

分
で

あ
り
、

樹
種

が
限
ら

れ
て
い
る
こ

と
か

ら
病

虫

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
人
工
交
配

 
松
下
 
通
也

 
20

18
.6

.2
3～

6.
30

 
作
業
監
理

 
上
澤
上
 
静
雄

 
20

18
.6

.2
3～

6.
30

 

    

写
真
１
３
 
K
o
m
a
z
a
直
営
苗
畑
（
ユ
ー
カ
リ
）
 

（
マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
(
M
C
)
採
穂
）
 

写
真
１
４
 
K
o
m
a
z
a
直
営
苗
畑
（
ユ
ー
カ
リ
）
 

（
M
C
さ
し
木
に
よ
る
苗
木
生
産
）
 

写
真
１
５
 
K
o
m
a
z
a
直
営
苗
畑
（
メ
リ
ア
用
播
種
箱
）
 

（
メ
リ
ア
種
子
播
種
の
デ
モ
、
砂
を
入
れ
消
毒
後
播
種
）
 

写
真
１
６
 
K
o
m
a
z
a
直
営
苗
畑
（
メ
リ
ア
残
苗
）
 

（
ほ
と
ん
ど
の
メ
リ
ア
苗
木
は
出
荷
済
み
）
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さ
れ

た
。
ま
た

、
メ

リ
ア
の

優
良

ク
ロ
ー

ン
に

よ
る
種

苗
生

産
に
も

興
味

を
持
っ

て
い
る
よ
う

で
あ

っ
た

。

な
お
、
生
産
さ
れ
た
種
子
は

K
o
m
a
z
a
に
も
販
売
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
民
間
セ
ク
タ
ー
間
で
の
メ
リ
ア

種
苗
の
販
売
も
活
発
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
メ
リ
ア
の
苗
木
生
産
量
は
年
間

1
2
0
万
本
で
、
苗
畑
で
は
球

果
か
ら
の
採
種
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
 

 


 

検
討
事
項
 

 
 
1
0
年
以
上
経
過
し
た
メ
リ
ア
造
林
地
を
視
察
し
た
が
、
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
推
奨
し
て
き
た
初
期
の

芽
か

き
作
業
を

行
わ

ず
、
枝

打
ち

に
よ
り

下
枝

高
を
調

整
し

て
い
る

こ
と

か
ら
大

き
な
節
が
目

立
ち

、
樹

冠

の
大

き
さ
も
差

が
大

き
い
。

さ
ら

に
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

検
定

林
に
較

べ
、

全
体
的

に
樹
幹
の
曲

が
り

が
目

立

つ
こ
と
か
ら
、
最
初
の
母
樹
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 
昨
年
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
か
ら

B
G
F
に
メ
リ
ア
育
種
種
子
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し
た
販
売
を
希
望
し

て
い
る
。
今
後

B
G
F
が
独
自
に
採
種
園
造
成
を
計
画
す
る
場
合
は
、
K
o
m
a
z
a
と
同
様
に
育
種
種
苗
の
ト
レ
ー

サ
ビ

リ
テ
ィ
ー

の
確

保
を
目

的
と

し
た
種

苗
生

産
の
管

理
等

が
必
要

で
あ

り
、
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
２

の
専

門

家
、
C
P
及
び

K
E
F
R
I
担
当
者
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
 

 ４
．
今
後
の
課
題
等
 

 
 
〇
合
同
調
整
委
員
会
（
J
C
C
）
の
開
催
 

 
 
 
現
在

J
CC

を
7
月

1
9
日
に
開
催
す
る
と
の
こ
と
で
、
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
短
期
専
門
家
（
作
業
監

理
）
２
名
を
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
J
I
C
A
地
球
環
境
部
か
ら
担
当
課
長
、
技
術
審
議
役
も
出
席

を
予
定
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
今
後
派
遣
さ
れ
る
日
本
人
専
門
家
（
チ

ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
森
林
普
及
）
を
含
め
議
論
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

 
 
〇
K
E
F
R
I
所
長
の
選
任
 

 
 

 
K
EF

RI
所

長
の
選
任

に
つ
い

て
は

現
在
応

募
者

の
面
接

が
環

境
森
林

省
で

実
施
さ

れ
て

お
り
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

K
E
F
R
I
次
長

D
r
.
M
u
t
u
r
i
及
び
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所
長
の
 
D
r
.
N
d
u
f
a
の
面
接

が
終
了
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
K
E
F
R
I
か
ら
は
さ
ら
に

2
名
が
応
募
し
て
い
る
が
、
他
機
関
か
ら
の
応

募
者

数
等

は
公

開
さ
れ

て
い

な
い
た

め
応

募
者
の

合
計

は
不
明

で
、

面
接
終

了
後

３
名

が
最
終

選
考
さ
れ

そ
の
中
か
ら
所
長
が
任
命
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

 ６
．
主
な
面
談
者
 

 
  
 M
r.
 J
an
 
Va
nd
en
ab
ee
l
e,
 E
xe
cu
ti
v
e 
Di
re
ct
or
,
 B
et
te
r 
Gl
o
be
 F
or
es
tr
y 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
次
長
 
D
r
.
 
M
u
t
u
r
i
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所
長
 

D
r
.
 
N
d
u
f
a
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
育

種
担
当
 
M
r
.
 
K
a
r
i
u
k
i
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
公
社
（
K
F
S
）
 
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
２
マ
ネ
ジ
ャ
ー
 
M
r
.
 
N
d
u
a
t
i
 

 
 
J
I
C
A
ケ
ニ
ア
事
務
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
 
小
此
木
陽
子
氏
 

 
 
海
外
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
 
専
務
理
事
 
加
藤
和
久
氏
 

 
 
パ
ス
コ
 
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
部
環
境
森
林
課
 
石
塚
伸
太
朗
氏
 

 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
高
野
憲
一
氏
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
リ
ジ
ェ
ク
ト
森
林
普
及
 
松
江
尚
美
氏
 

 
 
C
A
D
E
P
プ
リ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
力
/
業
務
調
整
 
本
庄
由
紀
氏
 

 
 
 
 

 

害
へ

の
対
策
も

必
要

と
の
意

見
が

だ
さ
れ

た
。

②
の
テ

ー
マ

で
は
、

コ
ン

ポ
ー
ネ

ン
ト
２
と
４

の
情

報
共

有

が
重

要
で
あ
り

、
メ

リ
ア
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

の
よ

う
な
印

刷
物

利
用
が

有
効

で
あ
る

、
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
５

で

行
っ
て
い
る

K
E
F
R
I
の

W
e
b
サ
イ
ト
で
の
情
報
公
開
に
は
、
特
に
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
１
，
２
及
び
４
の
成
果

も
照

会
す
る
必

要
が

あ
る
、

地
方

に
お
け

る
採

種
園
や

苗
畑

を
設
定

す
る

た
め
の

戦
略
に
つ
い

て
コ

ン
ポ

ー

ネ
ン
ト
１
が
２
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
 

 ３
．
２
 
メ
リ
ア
人
工
交
配
試
験
（
写
真
３
～
７
）
 

 
 
テ
ィ
バ
に
あ
る
メ
リ
ア
採
種
園
に
お
い
て
人
工
交
配
の
試
験
を

M
r
.
K
a
r
i
u
k
i
と
と
も
に
行
っ
た
。
 

 
 
メ

リ
ア

の
花
序

か
ら

花
粉
を

採
取

、
シ
リ

カ
ゲ

ル
の
入

っ
た

ビ
ン
に

保
管

し
、
除

雄
を

行
っ
た

メ
リ

ア
の

雌
し

べ
に
採
取

し
た

花
粉
を

刷
毛

に
よ
り

接
種

す
る
と

い
う

果
樹
等

で
用

い
ら
れ

て
い
る
汎
用

手
法

を
用

い

て
人
工
交
配
試
験
の
技
術
指
導
を
実
施
し
た
。
今
後
、
人
工
交
配
の
処
理
経
過
を

C
P
が
観
察
す
る
こ
と
と
し

た
。
 

 
 
 

３
．
３
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
（
写
真
８
）
 

 
 

4
月

下
旬

に
実

施
し
た

メ
リ

ア
さ

し
木

試
験

の
確

認
を

行
っ

た
。

事
前

に
発

根
し

て
い

な
い

と
い

う
連

絡

を
受

け
て
い
た

が
、

実
際
に

さ
し

穂
を
取

り
出

し
切
り

口
の

確
認
を

行
っ

た
。
残

念
な
が
ら
カ

ル
ス

形
成

も

見
ら

れ
ず
そ
の

ま
ま

枯
死
し

た
よ

う
で
あ

る
。

担
当
者

に
よ

れ
ば
、

今
年

は
雨
期

が
長
引
き
気

温
も

上
が

ら

な
か

っ
た
こ
と

が
原

因
で
は

な
い

か
と
分

析
し

て
い
た

が
、

適
期
に

行
っ

た
今
回

の
試
験
に
お

い
て

も
カ

ル

ス
形

成
、
発
根

と
も

全
く
確

認
で

き
な
か

っ
た

こ
と
か

ら
、

メ
リ
ア

の
さ

し
木
は

当
初
の
予
想

以
上

に
条

件

が
厳

し
い
こ
と

が
確

認
さ
れ

、
穂

木
選
定

、
培

地
に
つ

い
て

、
育
種

セ
ン

タ
ー
で

実
施
し
た
セ

ン
ダ

ン
で

の

成
功
例
と
比
較
し
見
直
す
こ
と
と
し
た
。
 

 ３
．
３
 
民
間
セ
ク
タ
ー
（
B
e
t
t
e
r
 
G
l
o
b
e
 
F
o
r
e
s
t
r
y
）
メ
リ
ア
造
林
地
調
査
（
写
真
９
～
１
４
）
 


 

概
要
 

B
e
t
t
e
r
 
Gl
o
b
e
 
F
o
r
e
s
t
r
y
（
以
下

B
G
F
）
は

2
0
0
7
年
か
ら
メ
リ
ア
植
林
を
開
始
し
、
民
間
セ
ク
タ
ー
で

は
最

も
早
く
メ

リ
ア

の
植
林

活
動

を
始
め

た
組

織
で
あ

る
。

主
に
ケ

ニ
ア

と
ウ
ガ

ン
ダ
で
植
林

、
マ

イ
ク

ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
K
o
m
a
z
a
と
同
様
に
世
界
各
国
か
ら
フ
ァ
ン
ド
を
集
め

事
業

を
展
開
し

て
い

る
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
系
企

業
で

、
今
回

の
視

察
対
応

者
は

ベ
ル
ギ

ー
人
で
あ
る

。
メ

リ
ア

の

育
種

に
つ
い
て

非
常

に
興
味

が
あ

る
と
い

う
情

報
提
供

が
高

野
チ
ー

フ
ア

ド
バ
イ

ザ
ー
よ
り
あ

っ
た

こ
と

か

ら
、
担
当

C
P
の

M
r
.
 
K
a
r
i
u
k
i
と
と
も
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
 

 
 
B
G
F
は

20
0
7
年
よ
り

K
i
a
m
b
e
r
e
ダ
ム
湖
の
キ
ツ
イ
県
側
（
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
よ
り
車
で
約

2
時
間
）
に

ニ
ー
ム
（
Az
ad
ir
ac
ht
a 

in
di
ca

,
イ
ン
ド
セ
ン
ダ
ン
）
植
林
を
開
始
し
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め

、

よ
り
環
境
に
適
応
し
た
メ
リ
ア
植
林
に
切
り
替
え
数
百

h
a
の
大
規
模
造
林
を
行
っ
て
い
る
。
視
察
し
た
造
林

地
は

2
0
0
7
年
植
栽
の
最
も
古
い
造
林
地
か
ら

2
0
1
4
年
植
栽
の
新
し
い
造
林
地
ま
で
３
個
所
で
、
最
も
成
長

の
良
い
と
さ
れ
る

2
0
0
9
年
植
栽
の
造
林
地
で
は
、
胸

高
直

径
1
6
－
2
2
c
m
、
樹

高
1
2
－
1
4
ｍ

と
な

っ
て
い

る
。

植
栽
間
隔
は
全
て

4
×
4
ｍ
で
、
径

4
0
～
5
0
c
m
の

5
～
6
ｍ
材
の
採
材
を
目
指
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
今
後

枯
渇

が
予
想
さ

れ
る

マ
ホ
ガ

ニ
ー

の
代
替

材
と

し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
家

具
メ
ー

カ
ー
に
輸
出

、
販

売
す

る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
現
在

2
5
0
0
戸
の
農
家
と
契
約
を
結
ん
で
メ
リ
ア
の
植
林
を
進
め
て
お
り
、
製
材

工
場
も
建
設
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 
ま
た
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
ケ
ニ
ア
よ
り
降
水
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
セ
ン
ダ
ン
（

Me
li

a 
az
ed
ar

ac
h、

日
本

の
セ
ン
ダ
ン
と
同
種
）
の
造
林
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
 

 
 
苗

木
生

産
に
つ

い
て

は
、
造

林
木

の
中
か

ら
素

性
の
良

い
も

の
を
採

種
木

と
し
て

選
定

し
て
球

果
を

採
取

し
種

子
調
達
を

行
っ

て
お
り

、
松

下
主
任

研
究

員
か
ら

ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

で
の
発

表
資
料
を
説

明
し

た
と

こ

ろ
、

自
社
で
も

採
種

園
を
造

成
し

て
さ
ら

に
品

質
の
よ

り
メ

リ
ア
の

植
林

を
推
進

し
た
い
と
い

う
要

望
が

出
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写
真
１
０
 
B
G
F
メ
リ
ア
造
林
地
 

（
2
0
0
9
年
植
栽
、
最
も
成
長
良
好
な
造
林
地
）
 

写
真
９
 
B
G
F
メ
リ
ア
造
林
地
 

（
2
0
1
4
年
植
栽
）
 

写
真
７
 
メ
リ
ア
人
工
交
配
試
験
（
袋
か
け
）
 

 

写
真
１
１
 
メ
リ
ア
農
家
植
林
地
２
 

（
2
0
1
3
年

1
1
月

植
栽
、
キ
リ
フ
ィ
）
 

写
真
１
２
 
B
G
F
メ
リ
ア
造
林
地
 

（
2
0
0
7
年
植
栽
、
樹
下
で
苗
木
を
生
産
）
 

 

写
真
８
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
 

（
2
0
1
8
年

4
月

実
施

、
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
苗
畑
）
 

写
真
１
１
 
B
G
F
造
林
地
、
風
倒
木
伐
採
小
口
面
 

（
直
径

2
2
c
m
程
度
、
心
材
部
分
が
多
い
、
2
0
0
7
年

植
栽
地
）
 

  

  

 

 
  

  

 

写
真
１
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

 
 
 
（
M
r
.
 
K
a
r
i
u
k
i
の
説
明
）
 

写
真
３
 
メ
リ
ア
花
序
か
ら
の
花
粉
採
取
 

 
 
 
（
メ
リ
ア
採
種
園
、
テ
ィ
バ
）
 

写
真
４
 
採
取
し
た
花
粉
の
保
存
ビ
ン
 

 
 
 
 

写
真
 

写
真
２
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
討
議
 

 
 
（
３
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
討
議
）
 

写
真
５
 
メ
リ
ア
花
粉
採
取
の
指
導
 

 
 
 

写
真
６
 
メ
リ
ア
人
工
交
配
試
験
（
花
粉
塗
布
）
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写
真
１
４
 
B
G
F
直
営
苗
畑
 

（
メ
リ
ア
ナ
ッ
ツ
殻
か
ら
の
種
子
採
取
、
一
つ
の
ナ

ッ
ツ
か
ら

1
～
2
個
の
種
子
が
採
取
で
き
る
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
採
種
園
産
は

3
～
5
個

採
取
可
能
）
 

写
真
１
３
 
採
取
し
た
球
果
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
種
園
産
の
球
果
よ
り
小
ぶ
り
）
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た
。

20
16

年
に

は
年

間
3

回
の

採
種

が
な

さ
れ

る
状

況
で

あ
り

、
20

17
年

に
は

ほ
ぼ

全
て

の
母

樹
で

旺
盛

な
開

花
・
結

実
が

認
め

ら
れ

た
。

20
18

年
に

つ
い

て
も

採
種

園
か

ら
の

種
子

生
産

は
増

加
傾

向

と
の

こ
と

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
母

樹
の

”台
負

け
”(

接
ぎ

木
し

た
上

部
に

比
べ

て
、

下
部

で
あ

る
台

木
の

樹
勢

が
劣

る
現

象
)や

、
一

部
の

母
樹

に
つ

い
て

は
菌

に
よ

る
と

考
え

ら
れ

る
腐

朽
も

認
め

ら
れ

た

（
断

幹
・
整

枝
剪

定
施

業
を

実
施

し
た

母
樹

で
樹

勢
が

弱
っ

て
い

る
印

象
を

受
け

た
）
（
図

4）
。

こ
れ

に

対
し

て
、

今
後

の
採

種
園

の
更

新
・
次

世
代

化
に

つ
い

て
、

ケ
ニ

ア
に

お
け

る
育

種
の

進
め

方
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

と
合

わ
せ

て
今

後
さ

ら
に

検
討

し
て

い
く

べ
き

と
K

ar
iu

ki
氏

と
議

論
し

た
。

具
体

的
に

は
、

現

行
の

採
種

量
水

準
を

大
き

く
減

じ
な

い
よ

う
配

慮
し

つ
つ

、
6

ブ
ロ

ッ
ク

あ
る

採
種

園
区

画
の

う
ち

の
一

部
を

段
階

的
に

優
良

系
統

に
更

新
し

て
い

く
採

種
園

改
良

の
方

針
等

を
改

め
て

提
案

し
た

。
 

ア
カ

シ
ア

(A
ca

ci
a 

to
rt

ili
s)

に
つ

い
て

(図
5)

は
、

系
統

番
号

A
56

の
家

系
な

ど
は

成
長

も
良

く
、

樹
形

も
通

直
性

が
高

い
傾

向
が

観
察

さ
れ

（
図

6）
、

形
質

の
良

し
悪

し
の

家
系

間
差

も
育

種
的

評
価

可
能

な
段

階
が

近
づ

い
て

お
り

、
M

el
ia

に
引

き
続

い
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

た
。

 
 

3-
3.

 M
el
ia

人人
工工

交交
配配

及及
びび

交交
配配

様様
式式

のの
研研

究究
のの

たた
めめ

のの
実実

施施
状状

況況
のの

確確
認認

 
M

el
ia

 vo
lk

en
si

i 
の

た
め

の
人

工
交

配
技

術
確

立
の

た
め

の
研

究
の

た
め

、
K

itu
i (

Ti
va

)採
種

園

に
て

現
地

活
動

を
実

施
し

た
。

20
17

年
か

ら
の

専
門

家
渡

航
に

よ
る

技
術

移
転

の
成

果
と

し
て

、
花

粉
収

集
、

精
選

、
人

工
交

配
処

理
そ

の
も

の
は

ケ
ニ

ア
人

C
/P

に
よ

っ
て

あ
る

程
度

の
水

準
で

実
施

で
き

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
20

18
年

の
10

～
11

月
の

開
花

期
に

実
施

さ
れ

た
人

工
交

配
試

験
の

途
中

経
過

を
観

察
し

た
と

こ
ろ

、
交

配
処

理
し

た
母

樹
に

未
熟

な
果

実
が

発
達

し
つ

つ
あ

る
こ

と
を

確

認
で

き
た

（
図

7-
9）

。
い

ま
だ

人
工

交
配

試
験

に
よ

る
結

果
率

（
処

理
あ

た
り

果
実

が
成

熟
す

る
割

合
）

は
高

く
な

い
も

の
の

、
人

工
交

配
の

実
例

が
世

界
的

に
も

ほ
と

ん
ど

な
い

マ
ホ

ガ
ニ

ー
(高

級
材

)の
仲

間
で

あ
る

M
el

ia
に

お
い

て
、

人
工

交
配

の
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

試
験

結
果

は
、

熱
帯

・
亜

熱
帯

樹
木

の
育

種
技

術
の

発
展

に
お

い
て

意
義

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
遺

伝
子

解
析

も
併

せ
て

、
人

工
交

配
処

理
の

成
否

を
確

認
す

る
予

定
で

あ
る

。
D

N
A

マ
ー

カ
ー

を
用

い
た

交
配

様
式

の

推
定

に
つ

い
て

は
、

前
年

度
に

採
取

し
た

種
子

の
発

芽
率

が
低

く
、

解
析

に
供

試
す

る
十

分
な

量
の

実
生

を
得

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
そ

れ
ゆ

え
、

C
/P

で
あ

る
O

m
on

di
氏

と
議

論

し
、

引
き

続
き

解
析

用
試

料
を

増
や

す
た

め
の

作
業

を
進

め
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

 
 3-

4.
 育育

種種
評評

価価
にに

向向
けけ

たた
統統

計計
解解

析析
用用

ププ
ロロ

ググ
ララ

ミミ
ンン

ググ
のの

セセ
ミミ

ナナ
ーー

 (
講講

習習
及及

びび
実実

技技
指指

導導
) 

日日
時時

：：
20

18
年

12
月

12
日

（
水

）
9:

00
～

18
:0

0、
12

月
13

日
（
木

）9
:0

0～
16

:0
0 

参参
加加

者者
: 

ケケ
ニニ

アア
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
C

A
D

EP
にに

参参
画画

すす
るる

K
EF

R
I 

研研
究究

者者
らら

 8
名名

（（
別

紙
）

 
実実

施施
背背

景景
：：

 
  

 
現

在
、

育
種

分
野

を
含

む
統

計
解

析
・
作

図
・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

な
ど

幅
広

い
大

規
模

デ
ー

タ
解

析
を

全
て

無
料

で
実

施
で

き
る

解
析

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

「
R

」
が

、
世

界
中

の
研

究
者

に
愛

用
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

の
よ

う
な

研
究

開
発

の
為

の
ツ

ー
ル

が
ケ

ニ
ア

含
む

ア
フ

リ
カ

諸
国

で
は

十
分

に
普

及
し

て
お

ら
ず

、
K

EF
R

I
で

は
一

部
の

研
究

者
が

高
額

な
別

の
統

計
解

析
ソ

フ
ト
を

購
入

A
pp

en
di

x 
5-

3-
4 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
人人

工工
交交

配配
/第第

2
世世

代代
））

 

 １１
..  
行行

程程
  日

 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

1
2
月

0
9
日（

日
） 

 
国
内
移
動
（
→
 
羽
田
空
港
）
 

 

 
 

 
1
0
日
（

月
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
ド
ー
ハ
 
→
 
ナ
イ
ロ
ビ
→
キ
ツ
イ
）
 

キ
ツ
イ
 

 
 

 
1
1
日
（

火
）
 
 

採
種
園
・
検
定
林
の
現
状
把
握
、
人
工
交
配
 

キ
ツ
イ
 

1
2
日
（

水
）
 
 

統
計
解
析
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
 

キ
ツ
イ
 

 
 

 
1
3
日
（

木
）
 
 

同
上
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ナ
イ
ロ
ビ
へ
移
動
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

1
4
日
（

金
）
 
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
期
専
門
家
と
打
合
せ
、
 

空
港
へ
移
動
→
空
路
移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

 

 
 

 
1
5
日
（

土
）
 
 

移
動
（
ド
ー
ハ
 
→
 
成
田
 
→
 
各
自
国
内
移
動
）
 

※
東
京
 

 
 

 
1
6
日
（

日
）
 
 

国
内
移
動
（
羽
田
空
港
 
→
 
北
海
道
）
 

 

※
花
岡
主
任
研
究
員
は
、
翌
日
の
フ
ラ
イ
ト
の
た
め
東
京
に
宿
泊

 
２２

..  
出出

張張
のの

主主
たた

るる
目目

的的
：：

  
ケケ

ニニ
アア

国国
にに

おお
けけ

るる
育育

種種
にに

係係
るる

研研
究究

開開
発発

能能
力力

のの
強強

化化
  

①
 検

定
林

調
査

手
法

お
よ

び
デ

ー
タ

管
理

手
法

の
高

度
化

 
②

 メ
リ

ア
次

世
代

作
出

の
た

め
の

人
工

交
配

・
交

配
様

式
の

研
究

能
力

の
強

化
 

③
 次

代
選

抜
に

必
須

で
あ

る
検

定
林

デ
ー

タ
解

析
の

能
力

強
化

の
た

め
育

種
統

計
セ

ミ
ナ

ー
実

施
 

 ３３
. 

出出
張張

のの
概概

要要
 

3-
1.

 K
itu

i(T
iv

a)
検検

定定
林林

のの
現現

状状
把把

握握
 

  
20

17
年

渡
航

時
に

松
下

・
花

岡
ら

よ
り

ケ
ニ

ア
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

(C
/P

)に
調

査
手

法
を

説
明

し
た

幹
の

曲
が

り
度

合
い

の
形

質
測

定
に

つ
い

て
、

20
18

年
の

検
定

林
の

定
期

調
査

に
お

い
て

既
に

実

施
済

み
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
（
図

1-
2）

。
ま

た
K

itu
iの

検
定

林
で

は
、

実
生

か
ら

養
苗

し
植

栽
後

3
年

経
過

し
た

後
代

個
体

で
既

に
果

実
が

実
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

、
着

果
指

数
の

評
価

に
つ

い

て
も

既
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
以

上
よ

り
、

ケ
ニ

ア
国

内
に

お
い

て
日

本
の

検
定

林
調

査
と

同
様

の
評

価
手

法
が

技
術

移
転

に
よ

り
着

実
に

定
着

し
つ

つ
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

 3-
2.

 K
itu

i(T
iv

a)
採採

種種
園園

のの
現現

状状
把把

握握
 

K
ar

iu
ki

氏
と

と
も

に
K

itu
i(T

iv
a)

の
M

el
ia

採
種

園
の

現
状

を
確

認
し

た
(図

3)
。

20
13

年
に

母
樹

30
00

本
規

模
の

採
種

園
が

設
定

さ
れ

て
以

降
、

20
15

年
に

初
め

て
開

花
・
種

子
生

産
が

ス
タ

ー
ト
し

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
人
工
交
配

/第
2
世
代

 
松
下
道
也

 
20

18
.1

2.
9～

12
.1

6 

人
工
交
配

/第
2
世
代

 
花
岡
 
創

 
20

18
.1

2.
9～

12
.1

6 
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し
か

し
、

C
/P

の
ス

キ
ル

定
着

状
況

を
見

極
め

つ
つ

フ
ォ

ロ
ー

を
す

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

次
回

の
渡

航

時
に

は
、

上
級

コ
ー

ス
の

講
義

・
実

習
を

通
じ

て
、

よ
り

実
践

的
な

R
EM

L
推

定
等

の
育

種
統

計
解

析
の

手
法

と
育

種
の

概
念

に
つ

い
て

、
ケ

ニ
ア

側
に

技
術

移
転

す
る

予
定

で
あ

る
 

 ケ
ニ

ア
に

お
け

る
育

種
能

力
強

化
の

展
望

 
 

 
検

定
林

に
お

け
る

調
査

実
施

お
よ

び
デ

ー
タ

管
理

能
力

は
向

上
し

つ
つ

あ
る

。
検

定
林

で
は

、
 M

el
ia

の
樹

高
成

長
は

頭
打

ち
し

つ
つ

あ
り

、
今

後
は

肥
大

成
長

の
追

跡
調

査
お

よ
び

幹
曲

が
り

・
材

質
調

査
に

よ
る

デ
ー

タ
も

蓄
積

さ
れ

る
見

通
し

で
あ

る
。

20
14

・2
01

5
年

に
設

定
し

た
検

定
林

で
は

、
20

19
・

20
20

年

に
植

栽
後

5
年

次
を

迎
え

る
こ

と
に

な
る

。
M

el
ia

の
標

準
伐

期
が

15
年

程
度

で
あ

る
こ

と
も

考
慮

す
る

と
、

こ
こ

が
育

種
的

な
次

世
代

選
抜

の
た

め
の

評
価

年
次

の
候

補
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

20
19

年
度

に

は
、

育
種

統
計

に
基

づ
く

系
統

評
価

手
法

に
つ

い
て

も
ケ

ニ
ア

C
/P

の
能

力
が

強
化

さ
れ

る
見

通
し

で
あ

る
。

こ
れ

ま
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
取

組
ま

れ
て

き
た

第
一

世
代

M
el

ia
の

探
索

収
集

、
採

種
園

設

定
、

採
種

園
産

実
生

に
よ

る
検

定
林

の
設

定
お

よ
び

調
査

を
経

て
、

今
後

20
19

～
20

20
年

頃
に

育
種

統
計

に
よ

る
評

価
に

も
と

づ
く

次
世

代
選

抜
を

実
際

に
ケ

ニ
ア

側
C

/P
が

実
施

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
一

連

の
育

種
サ

イ
ク

ル
の

道
筋

を
ケ

ニ
ア

側
に

技
術

移
転

し
、

研
究

開
発

能
力

が
強

化
さ

れ
る

展
望

で
あ

る
。

 
 ５５

．．
今今

回回
のの

出出
張張

のの
主主

たた
るる

面面
談談

者者
（（
※

 ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト
実実

務務
担担

当当
のの

C
/P

をを
除除

くく
））

 
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

K
EF

R
I）

次
長

 G
. M

ut
ur

i氏
 

 
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
K

EF
R

I）
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

所
長

 
A

. L
uv

an
da

氏
 

 
 

C
A

D
EP

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 
高

畑
啓

一
氏

 
  

 C
A

D
EP

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
業

務
調

整
 

本
庄

由
紀

氏
 

 
 

し
て

デ
ー

タ
解

析
を

実
施

し
て

い
る

と
い

う
現

状
で

あ
る

。
発

展
途

上
国

で
は

、
無

料
で

汎
用

的
に

利

用
で

き
る

統
計

解
析

手
法

の
普

及
が

、
育

種
分

野
を

含
む

研
究

開
発

の
能

力
強

化
の

た
め

に
不

可

欠
で

あ
る

と
考

え
、

松
下

・
花

岡
ら

が
中

心
と

な
っ

て
R

の
基

本
的

な
使

い
方

お
よ

び
統

計
解

析
手

法

に
つ

い
て

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
K

EF
R

I他
で

普
及

す
る

た
め

の
講

習
会

開
催

を
K

EF
R

I側
に

提
示

し
た

（
20

17
年

）
。

こ
の

提
案

に
基

づ
い

て
、

講
義

お
よ

び
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

を
実

際
に

イ
ン

ス
ト
ー

ル

し
て

操
作

す
る

と
い

う
実

技
指

導
を

、
今

回
二

日
日

間
に

わ
た

っ
て

実
施

し
た

（
図

10
-1

6）
。

 
 実実

施施
内内

容容
：：
（（
別別

紙紙
資資

料料
参参

照照
））

 
今

回
の

出
張

に
お

け
る

講
義

・
実

習
レ

ベ
ル

を
初

級
～

中
級

コ
ー

ス
と

位
置

づ
け

、
「
統

計
解

析
の

た
め

の
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

で
あ

る
R

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

、
そ

れ
を

用
い

て
実

施
可

能
な

こ
と

を
理

解
す

る
。

R
の

基
本

的
な

操
作

方
法

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

デ
ー

タ
の

管
理

の
適

切
な

仕
方

を
理

解
す

る
。

」
こ

と
を

目
的

と
し

て
講

義
・
実

習
を

実
施

し
た

。
 

初
日

は
、

ま
ず

イ
ン

ス
ト
ー

ル
方

法
と

基
礎

的
な

操
作

を

説
明

し
、

引
き

続
い

て
幅

広
い

研
究

支
援

で
の

活
用

が
期

待
さ

れ
る

デ
ー

タ
集

計
及

び
作

図
方

法
等

を
説

明
し

、
実

際
に

C
/P

達
が

操
作

で
き

る
よ

う
実

技
指

導
を

し
た

。
 

二
日

目
の

講
義

・
実

習
で

は
、

実
際

の
ケ

ニ
ア

国
内

の
検

定
林

で
調

査
整

理
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

よ
り

実
践

的
な

内
容

を
指

導
し

た
。

具
体

的
に

は
、

検
定

林
や

採
種

園
な

ど
で

調
査

さ
れ

る
デ

ー
タ

の
適

切
な

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

に

つ
い

て
改

善
前

・
改

善
後

を
比

較
し

つ
つ

解
説

し
、

今
後

の
検

定
林

デ
ー

タ
管

理
技

能
力

の
高

度
化

を
図

っ
た

。
ま

た
C

A
D

EP
合

同
セ

ミ
ナ

ー
(2

01
8

年
6

月
開

催
)に

て
松

下
が

発
表

し
た

育
種

成
果

を

ま
と

め
た

統
計

解
析

お
よ

び
図

の
作

成
等

に
つ

い
て

、
C

/P
自

ら
実

際
に

取
り

組
む

と
い

う
実

践
形

式

の
実

技
指

導
を

実
施

し
た

。
今

回
の

講
習

に
は

、
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

K
EF

R
I）

の
主

た
る

研
究

者

８
名

が
参

加
し

、
K

EF
R

I
幹

部
D

r. 
M

ut
ur

i
自

ら
実

習
を

受
講

す
る

な
ど

、
ケ

ニ
ア

側
の

熱
心

な
取

り

組
み

が
印

象
的

で
あ

っ
た

。
次

回
渡

航
時

に
は

、
よ

り
実

践
的

な
R

EM
L

推
定

等
の

育
種

統
計

解
析

の
手

法
と

育
種

の
概

念
に

つ
い

て
も

、
ケ

ニ
ア

側
に

技
術

移
転

す
る

予
定

で
あ

る
。

 
 ４４

. 
今今

後後
のの

課課
題題

やや
展展

望望
なな

どど
 

人
工

交
配

・
交

配
様

式
研

究
：

 
 

  
途

中
経

過
段

階
と

は
い

え
、

人
工

交
配

処
理

し
た

枝
で

幼
果

の
発

達
が

観
察

さ
れ

た
結

果
は

、
M

el
ia

の
人

工
交

配
技

術
確

立
に

と
っ

て
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
第

一
歩

と
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

、
人

工
交

配
を

実
施

で

き
る

開
花

時
期

は
限

定
さ

れ
、

適
切

な
時

期
を

逃
さ

な
い

よ
う

に
注

意
を

払
う

必
要

が
あ

る
。

交
配

様
式

研

究
に

つ
い

て
は

、
交

配
様

式
を

推
定

す
る

た
め

の
解

析
試

料
の

作
成

を
引

き
続

き
行

う
必

要
が

あ
る

。

20
19

年
2

月
以

降
に

、
着

果
規

模
の

大
き

い
10

母
樹

以
上

か
ら

可
能

な
限

り
多

く
の

種
子

を
採

取
し

、

そ
れ

ら
を

発
芽

さ
せ

て
解

析
用

の
実

生
を

得
る

予
定

で
あ

る
。

１
母

樹
あ

た
り

30
個

体
以

上
の

実
生

を
得

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

D
N

A
分

析
に

着
手

す
る

予
定

と
し

た
の

で
、

進
捗

等
に

つ
い

て
丁

寧
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

 
育

種
の

た
め

の
統

計
解

析
等

の
能

力
強

化
 

 
今

回
の

出
張

で
は

初
級

～
中

級
レ

ベ
ル

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

ケ
ニ

ア
側

に
技

術
移

転
を

実
施

し
た

。
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A
pp

en
di

x 
5-

3-
5 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
人人

工工
交交

配配
））

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

8
月

1
8
日

（
日

）
 
 

移
動
（
→
羽
田
）
 

 

 
 
 
1
9
日
（
月
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
ド
ー
ハ
→
ナ
イ
ロ
ビ
→
キ
ツ
イ
）
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
0
日
（
火
）
 
 

統
計
解
析
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
 

キ
ツ
イ
 

2
1
日

（
水

）
 
 

統
計
解
析
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
2
日
（
木
）
 
 

交
配
様
式
研
究
・
人
工
交
配
及
び
第
二
世
代
選
抜
の
打
合
せ
 

K
i
t
u
i
採
種
園
・
検
定
林
の
現
状
把
握
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
3
日
（
金
）
 
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
期
専
門
家
と
打
合
せ
 

空
港
へ
移
動
→
空
路
移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

 

 
 
2
4
日

（
土
）

 
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
成
田
→
各
自
国
内
移
動
）
 

※
東
京
 

 
 
 
2
5
日
（
日
）
 
 

国
内
移
動
（
羽
田
空
港
→
北
海
道
）
 

 

 ２
．
出
張
の
目
的
：：

  
ケケ

ニニ
アア

国国
にに

おお
けけ

るる
育育

種種
にに

係係
るる

研研
究究

開開
発発

能能
力力

のの
強強

化化
  

①
 検

定
林

調
査

手
法

お
よ

び
デ

ー
タ

管
理

手
法

の
高

度
化

 
②

 メ
リ

ア
次

世
代

作
出

の
た

め
の

人
工

交
配

・
交

配
様

式
の

研
究

能
力

の
強

化
 

③
 次

代
選

抜
に

必
須

で
あ

る
検

定
林

デ
ー

タ
解

析
の

能
力

強
化

の
た

め
育

種
統

計
セ

ミ
ナ

ー
実

施
 

 ３
．
出
張
の
概
要
 

 
3-

1.
 K

itu
i(T

iv
a)
検検

定定
林林

のの
現現

状状
把把

握握
 

K
EF

R
I育

種
担

当
の

K
ar

iu
ki
氏

に
、
検

定
林

で
の
調

査
実

施
状

況
（
経

過
）
に
つ

い
て
確

認
し
た
。
樹

高
お

よ
び

直
径

の
測

定
に
加

え
、
幹

の
曲

が
り
度

合
い
、
着

花
・
結

実
の
程

度
に
つ

い
て
も
指

数
評

価
が

着
実

に
実

施
さ
れ
て
い
る
旨

の
説

明
を
受

け
た
。
ま
た
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
測

定
ミ
ス
に
細

心
の
注

意
を

払
い
人

選
に
留

意
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
調

査
の
集

中
力

を
保

つ
た
め
暑

い
日

中
を
避

け
て
早

朝
～

午
前

お
よ
び

夕
方

に
測

定
を
実

施
す

る
よ
う
心

掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
継

続
的

な
調

査
体

制
維

持
の

た
め
低

コ
ス
ト
・
省

労
力

・
高

効
率

化
に
留

意
し
改

善
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿

勢
が
確

認
で
き
、
ケ
ニ
ア
国

内
に

お
い
て
日

本
の
検

定
林

調
査

と
同

様
の
評

価
手

法
が
技

術
移

転
に
よ
り
定

着
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
確

認
し

た
。

 
 

3-
2.

 K
itu

i採採
種種

園園
のの
現現

状状
把把

握握
 

K
ar

iu
ki

氏
と
と
も
に

K
itu

i
の

M
el
ia

採
種

園
の
現

状
を
確

認
し
た
。

20
13

年
に

10
0
系

統
・
母

樹

3,
00

0
本

規
模

の
採

種
園

が
設

定
さ
れ
、

20
15

年
に
初

め
て
開

花
・
種

子
生

産
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

20
16

年

よ
り
年

3
回

の
採

種
が
な
さ
れ
る
状

況
で
あ
り
、

20
17

年
に
は
ほ
ぼ
全

て
の
母

樹
で
開

花
・
結

実
が
認

め
ら

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
人
工
交
配

 
松
下
 
通
也

 
20

19
.8

.1
8～

8.
25

 
人
工
交
配

 
花
岡
 
創

 
20

19
.8

.1
8～

8.
25
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考
え

る
。

次
回

渡
航

時
に

は
、

実
際

に
M
el
ia

第
二

世
代

を
選

抜
す

る
育

種
ス

キ
ー

ム
お

よ
び

育
種

統
計

解
析

手
法

に
つ

い
て

、
ケ

ニ
ア

側
に

技
術

移
転

す
る

予
定

で
あ

る
。

 
 

3-
5.

 M
el
ia

第第
二二

世世
代代

選選
抜抜

のの
たた

めめ
のの

講講
義義

実実
施施

おお
よよ

びび
打打

合合
せせ

 
 

 
 

  
20

19
年

度
に

設
定

後
5

ヵ
年

次
を

迎
え

る
M
el
ia

検
定

林
に

お
い

て
、

順
調

に
成

長
・
着

花
性

の
デ

ー
タ

が
蓄

積
さ

れ
て

き
た

現
状

か
ら

、
20

19
年

12
月

~2
02

0
年

2
月

に
か

け
て
M
el
ia

第
二

世
代

の
選

抜
を

進
め

る
こ

と
に

つ
い

て
K

ar
iu

ki
氏

と
合

意
し

た
。

今
回

、
日

本
に

お
け

る
林

木
育

種
の

概
要

に
つ

い

て
、

主
に

検
定

林
の

運
用

方
法

 [
1

年
あ

た
り

新
規

設
定

個
所

数
、
1

つ
の

検
定

林
あ

た
り

植
栽

規
模

（家

系
数
/検

定
苗

数
）、

年
間

の
調

査
労

力
、

選
抜

年
次

の
検

討
の

仕
方

、
多

様
性

と
選

抜
強

度
の

検
討

の

仕
方

な
ど

] 
を

説
明

し
た

（
別

紙
資

料
3

参
照

）
。

そ
れ

を
踏

ま
え

て
、

第
二

世
代

選
抜

の
実

施
要

領
や

検

定
林

運
用

指
針

に
つ

い
て

、
今

後
K

ar
iu

ki
氏

を
中

心
に

K
EF

R
I側

で
検

討
し

、
文

書
案

を
作

成
し

て
い

く
見

通
し

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

 ４
．

今
後

の
課

題
や

展
望

な
ど

 
人

工
交

配
・
交

配
様

式
研

究
：

 
 

 
 

交
配

様
式

研
究

に
つ

い
て

は
、

種
子

を
発

芽
さ

せ
、

実
生

の
葉

試
料

か
ら

D
N

A
を

抽
出

し
、

D
N

A
マ

ー

カ
ー

を
用

い
た

解
析

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

で
進

捗
等

に
つ

い
て

丁
寧

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

 
 

育
種

の
た

め
の

統
計

解
析

等
の

能
力

強
化

 
 

前
回

～
今

回
の

２
回

の
統

計
講

習
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

ケ
ニ

ア
側

に
技

術
移

転
を

実
施

し
た

。
し

か
し

、

C
/P

の
ス

キ
ル

定
着

状
況

を
見

極
め

つ
つ

今
後

も
フ

ォ
ロ

ー
を

す
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。
次

回
の

渡
航

時
に

は
、

上
級

コ
ー

ス
の

講
義

・
実

習
を

通
じ

て
、

よ
り

実
践

的
な

育
種

業
務

に
資

す
る

統
計

解
析

手
法

と
育

種
の

概
念

に
つ

い
て

ケ
ニ

ア
側

に
技

術
移

転
す

る
予

定
で

あ
る

 
 

ケ
ニ

ア
に

お
け

る
育

種
種

苗
生

産
体

制
の

強
化

の
見

通
し

お
よ

び
普

及
の

た
め

の
取

り
組

み
 

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

優
良

種
苗

普
及

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
を

担
当

す
る

長
期

専
門

家
 齋

藤
克

郎
氏

と
打

ち
合

わ
せ

を
実

施
し

た
。

齋
藤

氏
と

K
EF

R
I側

と
の

打
合

せ
を

通
じ

て
、

以
下

①
～

③
の

情
報

が
提

供
さ

れ
た

。

①
育

種
M
el
ia

種
子

の
需

要
と

供
給

の
バ

ラ
ン

ス
の

状
況

か
ら

、
 K

itu
i・

K
ib

w
ez

iの
二

ヵ
所

の
採

種
園

に

続
い

て
、

新
た

な
採

種
園

の
必

要
性

に
つ

い
て

K
EF

R
I内

及
び

PJ
の

長
期

専
門

家
ら

の
間

で
協

議
さ

れ
て

い
る

。
②

カ
ウ

ン
テ

ィ
(県

)に
よ

る
採

種
園

運
営

は
難

し
い

状
況

で
あ

り
、

む
し

ろ
優

良
な

民
間

セ
ク

タ
ー

を
認

定
し

活
用

す
る

こ
と

で
需

要
の

高
ま

り
に

対
し

て
種

子
生

産
能

力
を

強
化

す
る

方
向

性
で

あ
る

。
③

農
民

の
間

で
育

種
M
el
ia

へ
の

期
待

が
ま

す
ま

す
高

ま
っ

て
い

る
一

方
、

在
来

種
苗

と
比

較
し

て
育

種
改

良
効

果
が

ど

の
程

度
か

曖
昧

な
点

が
普

及
説

明
の

際
に

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 ③

の
課

題
に

対
し

て
は

、
検

定
林

解
析

を

通
じ

て
の

育
種

効
果

が
定

量
化

出
来

次
第

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

形
で

育
種

の
知

見
を

幅
広

く
橋

渡
し

す
る

意
向

で
あ

る
と

説
明

し
た

。
 

 
ケ

ニ
ア

に
お

け
る

育
種

能
力

強
化

の
展

望
 

 
 

 
ケ

ニ
ア

に
お

け
る

、
検

定
林

調
査

実
施

能
力

お
よ

び
デ

ー
タ

管
理

能
力

は
向

上
し

つ
つ

あ
る

。
20

19
年

に

設
定

後
5

年
生

を
迎

え
る

検
定

林
で

は
M
el
ia

の
樹

高
成

長
速

度
は

鈍
化

し
つ

つ
あ

り
、
M
el
ia

の
標

準
伐

期
が

15
年

程
度

で
あ

る
こ

と
も

考
慮

す
る

と
、

こ
こ

が
育

種
的

な
次

世
代

選
抜

の
た

め
の

評
価

年
次

の
候

補

と
考

え
ら

れ
る

。
20

19
年

度
内

に
、

育
種

統
計

に
基

づ
く

第
二

世
代

選
抜

を
通

じ
て

系
統

評
価

手
法

に
つ

い

て
ケ

ニ
ア

C
/P

の
能

力
強

化
を

実
施

す
る

見
通

し
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

通
じ

て
、

第
一

世
代

M
el
ia

の
探

索
収

集
、

採
種

園
設

定
、

採
種

園
産

実
生

に
よ

る
検

定
林

の
設

定
お

よ
び

調
査

が
着

実
に

実
施

れ
た

。
今

回
20

19
年

8
月

に
お

い
て

は
、

か
つ

て
な

い
ほ

ど
に

採
種

園
全

体
で

満
開

の
開

花
が

認
め

ら
れ

た
(写

真
)。

農
民

や
民

間
セ

ク
タ

ー
の

植
林

意
欲

の
高

ま
り

を
受

け
、

M
el

ia
優

良
種

苗
の

需
要

が
ま

す
ま

す
高

ま
る

中
、

K
itu

iお
よ

び
K

ib
w

ez
iに

設
定

さ
れ

た
K

EF
R

I管
理

の
２

つ
の

採
種

園
が

、
東

ア
フ

リ
カ

の

持
続

的
森

林
管

理
に

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

今
後

の
採

種
園

の
管

理
・
次

世
代

化
に

つ
い

て
、

育
種

の
進

め
方

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
と

合
わ

せ
て

検
討

す
べ

き
と

K
ar

iu
ki

氏
と

議
論

し
た

。
K

EF
R

I管
理

の
大

規
模

採
種

園
（

K
itu

i・
K

ib
w

ez
i）

だ
け

で
は

、
高

ま

る
種

子
需

要
を

ま
か

な
え

な
い

た
め

、
民

間
セ

ク
タ

ー
で

あ
る

B
et

te
r 

G
ro

be
や

K
om

za
と

、
K

EF
R

Iと
で

協
定

を
結

び
、

民
間

活
用

に
よ

る
種

子
生

産
能

力
強

化
の

方
向

性
と

の
こ

と
で

あ
る

。
FT

B
C

か
ら

、
K

itu
i・

K
ib

w
ez

iほ
ど

大
規

模
で

な
く

と
も

、
小

~中
規

模
採

種
園

を
各

地
に

設
定

・
管

理
す

る
の

を
指

導
す

る
役

割

と
遺

伝
資

源
管

理
を

K
EF

R
Iが

主
に

担
う

の
が

良
い

の
で

は
と

助
言

し
た

。
 

 3-
3.

 M
el
ia

人人
工工

交交
配配

及及
びび

交交
配配

様様
式式

のの
研研

究究
のの

たた
めめ

のの
実実

施施
状状

況況
のの

確確
認認

 
M

el
ia

 v
ol

ke
ns

ii 
で

は
、

自
殖

率
(自

分
の

花
粉

で
種

子
結

実
す

る
割

合
)が

ど
の

程
度

か
？

ま
た

近
交

弱
勢

( 近
縁

な
も

の
同

士
の

交
配

に
よ

っ
て

生
じ

た
種

子
・実

生
の

性
能

が
、

劣
勢

と
な

る
こ

と
) 

が
生

じ
得

る
の

か
？

は
未

知
で

あ
る

。
自

殖
や

近
交

弱
性

の
悪

影
響

が
大

き
い

場
合

、
採

種
園

産
の

種
苗

の
性

能
を

最
大

限
に

発
揮

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
D

N
A

マ
ー

カ
ー

を
用

い
た

M
el

ia
の

交
配

様
式

の
推

定
を

進
め

て
い

る
。

O
m

on
di

氏
が

K
itu

i
の

種
子

管
理

担
当

者
ら

と
協

議
し

、
種

子
サ

ン
プ

ル
取

得
の

目

処
が

立
っ

た
と

の
話

で
あ

る
。

発
芽

率
や

実
生

の
成

長
状

況
に

も
よ

る
が

、
20

19
年

12
月

頃
よ

り
D

N
A

抽

出
を

開
始

す
る

段
取

り
で

あ
り

、
20

20
年

6
月

頃
に

は
D

N
A

実
験

を
終

え
て

交
配

様
式

推
定

の
解

析
に

入
る

目
標

を
立

て
た

。
FT

B
C

側
か

ら
は

、
解

析
に

用
い

る
家

系
数

や
サ

ン
プ

ル
数

等
の

実
験

デ
ザ

イ
ン

を

改
め

て
指

導
す

る
と

と
も

に
、

今
回

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

な
っ

た
解

析
ツ

ー
ル

「
R

」
を

用
い

た
遺

伝
子

解
析

技
術

を
紹

介
す

る
こ

と
な

ど
も

行
な

っ
た

。
 

 
3-

4.
 育育

種種
評評

価価
にに

向向
けけ

たた
統統

計計
解解

析析
用用

ププ
ロロ

ググ
ララ

ミミ
ンン

ググ
のの

セセ
ミミ

ナナ
ーー

 (
講講

習習
及及

びび
実実

技技
指指

導導
) 

参参
加加

者者
: 

ケケ
ニニ

アア
ププ

ロロ
ジジ

ェェ
クク

トト
C

A
D

EP
にに

参参
画画

すす
るる

K
EF

R
I 

研研
究究

者者
らら

 （（
別

紙
写

真
）

 
背背

景景
：：

  
現

在
、

育
種

分
野

を
含

む
統

計
解

析
・
作

図
・
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
な

ど
幅

広
い

大
規

模
デ

ー
タ

解
析

を
無

料
で

実
施

で
き

る
解

析
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

「
R

」
が

、
世

界
中

の
研

究
者

に
愛

用
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

の

よ
う

な
研

究
開

発
の

為
の

ツ
ー

ル
が

、
ケ

ニ
ア

含
む

ア
フ

リ
カ

諸
国

で
は

十
分

に
普

及
し

て
お

ら
ず

、
K

EF
R

I
で

は
一

部
の

研
究

者
が

高
額

な
有

料
統

計
解

析
ソ

フ
ト
を

購
入

し
て

デ
ー

タ
解

析
を

し
て

い
る

現
状

で
あ

る
。

発
展

途
上

国
で

は
、

無
料

で
汎

用
的

に
利

用
で

き
る

統
計

解
析

手
法

の
普

及
が

、
育

種
分

野
を

含
む

研
究

開
発

の
能

力
強

化
の

た
め

に
不

可
欠

で
あ

る
。

そ
こ

で
松

下
・
花

岡
ら

が
中

心
と

な
り

、
R

の
基

本
的

な

使
い

方
お

よ
び

統
計

解
析

手
法

に
つ

い
て

、
講

義
お

よ
び

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

操
作

の
実

技
指

導
を

、
前

回
20

18
年

に
引

き
続

き
、

今
回

２
日

日
間

に
わ

た
っ

て
実

施
し

た
（
写

真
）
。

 
実実

施施
内内

容容
：：
（（
別別

紙紙
資資

料料
1,

2
参参

照照
））

 
今

回
の

出
張

に
お

け
る

講
義

・
実

習
レ

ベ
ル

を
中

級
コ

ー
ス

と
位

置
づ

け
、

「
林

木
育

種
・
森

林
管

理
部

門
・
森

林
経

営
部

門
な

ど
、

森
林

学
の

学
問

領
域

で
使

う
で

あ
ろ

う
デ

ー
タ

集
計

技
術

や
統

計
解

析
手

法
、

作
図

能
力

の
強

化
」
を

目
的

と
し

て
講

義
・
実

習
を

実
施

し
た

。
 

初
日

は
、

ま
ず

前
回

渡
航

時
の

講
義

内

容
を

復
習

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

い
て

幅
広

い
研

究
支

援
で

活
用

が
期

待
さ

れ
る

基
礎

的
な

作
図

手
法

お
よ

び
統

計
手

法
等

を
説

明
し

、
実

際
に

C
/P

達
が

操
作

で
き

る
よ

う
実

技
指

導
を

し
た

。
二

日
目

の
講

義
・
実

習
で

は
、

よ
り

高
度

な
作

図
手

法
や

統
計

手
法

に
つ

い
て

講
義

す
る

と
と

も
に

、
C

/P
自

ら
実

際
に

プ

ロ
グ

ラ
ム

操
作

に
取

組
む

と
い

う
実

践
形

式
の

実
技

指
導

を
実

施
し

た
。

 
今

回
の

講
習

に
は

、
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

K
EF

R
I）

の
主

た
る

研
究

者
ら

が
参

加
し

、
K

EF
R

I幹
部

D
r. 

M
ut

ur
i

自
ら

実
習

を
受

講
す

る
な

ど
、

ケ
ニ

ア
側

の
熱

心
な

取
り

組
み

が
印

象
的

で
あ

っ
た

。
今

回
ま

で
で

、

基
礎

～
中

級
レ

ベ
ル

の
デ

ー
タ

整
理

・
作

図
・
統

計
解

析
に

つ
い

て
、

一
連

の
能

力
強

化
が

実
施

で
き

た
と

172



   

  

 

  

        

 

写
真
 

さ
れ
て
き
た
。

20
19

年
～

20
20

年
に
、
M
el
ia

第
二

世
代

の
選

抜
を
実

際
に
ケ
ニ
ア

C
/P

が
実

施
す

る
こ
と

で
、
一

連
の
育

種
サ
イ
ク
ル
の
道

筋
を
ケ
ニ
ア
側

に
技

術
移

転
し
、
研

究
開

発
能

力
が
強

化
さ
れ
る
展

望
で
あ

る
。

 
 ５

．
主
な
面
談
者
 

 
 
 
ケ

ニ
ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

次
長
 
D
r
.
 
M
u
t
u
r
i
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
育
種
担
当
 

M
r
.
 
K
a
r
i
u
k
i
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
D
r
.
O
m
o
n
d
i
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
森
林
普
及
 
齋
藤
克
郎
氏
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A
pp

en
di

x 
5-

3-
6 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
人人

工工
交交

配配
））

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

1
2
月

7
日

（
土

）
 
 

移
動
（
→
成
田
空
港
）
 

 

 
 
 
 
8
日
（
日
）
 
 

移
動
（
成
田
→
ド
ー
ハ
→
ナ
イ
ロ
ビ
→
キ
ツ
イ
）
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
 
9
日
（
月
）
 
 

検
定
林
デ
ー
タ
を
用
い
た
優
良
次
代

Me
li
a
選
抜
の
講
義
 

キ
ツ
イ
 

1
0
日

（
火

）
 
 

検
定
林
デ
ー
タ
を
用
い
た
優
良
次
代

Me
li
a
選
抜
の
講
義
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
1
1
日
（
水
）
 
 

Ki
tu
i
検
定
林
で
、
選
抜
し
た
優
良

Me
li
a
の
確
認
及
び
マ
ー
ク
 

ナ
イ
ロ
ビ
市
内
オ
フ
ィ
ス
で
、
C
A
D
E
P
長
期
専
門
家
打
合
せ
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
1
2
日
（
木
）
 
 

デ
ー
タ
整
理
 

空
港
へ
移
動
→
空
路
移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

 

 
 
1
3
日

（
金
）

 
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
成
田
→
国
内
移
動
）
 

 

 ２
．
出
張
の
目
的
：：

  
ケ

ニ
ア

国
に

お
け

る
育

種
に

係
る

研
究

開
発

能
力

の
強

化
 

①
 検

定
林

調
査

手
法

お
よ

び
デ

ー
タ

管
理

手
法

の
高

度
化

 
②

 メ
リ

ア
次

世
代

作
出

の
た

め
の

人
工

交
配

・
交

配
様

式
の

研
究

能
力

の
強

化
 

③
 次

代
選

抜
に

必
須

で
あ

る
検

定
林

デ
ー

タ
解

析
の

能
力

強
化

の
た

め
育

種
統

計
セ

ミ
ナ

ー
実

施
 

 ３
．
出
張
の
概
要
 

3
-
1
.
 
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
検
定
林
調
査
の
現
状
把
握
 
 

K
E
F
R
I
 
育
種
担
当
の
 
K
a
r
i
u
k
i
 
氏
に
、
検
定
林
で
の
調
査
実
施
状
況
（
経
過
）
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

樹
高
お
よ
び
直
径
の
測
定
に
加
え
、
幹
の
曲
が
り
度
合
い
の
指
数
評
価
、
着
花
・
結
実
の
程
度
に
つ
い
て
も

指
数
評
価
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
M
e
l
i
a
 
v
o
l
k
e
n
s
i
i
で
は
樹
幹
部
の

樹
病
が
、
採
種
園
及
び
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
樹
勢
の
程
度
に

つ
い
て
も
段
階
別
の
評
価
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
測
定
ミ
ス
に
細
心
の

注
意
を
払
い
人
選
に
留
意
し
て
お
り
、
ま
た
調
査
の
集
中
力
を
保
つ
た
め
暑
い
日
中
を
避
け
て
早
朝
～
午
前

お
よ
び
夕
方
に
測
定
を
実
施
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 
調
査
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

紙
野
帳
の
記
録
を
一
元
保
管
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
複
数
名
 
の
プ
ロ
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
体
制
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
継
続
的
な
調
査
体
制
維
持
の
た
め
 
低
コ
ス
ト
・
省
労
力
・
高
効
率

化
に
留
意
し
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
確
認
で
き
、
ケ
ニ
ア
国
内
に
お
い
て
日
本
の
検
定
林
調
査
と

同
様
の
評
価
手
法
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 
 

 3
-
2
.
 
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
採
種
園
の
現
状
把
握
 
 

K
a
r
i
u
k
i
 
氏
と
と
も
に
 
K
i
t
u
i
 
の
 
M
e
l
i
a
 
採
種
園
の
現
状
を
確
認
し
た
。
2
0
1
3
 
年
に
 
1
0
0
 
系
統
・
母

樹
 
3
,
0
0
0
 
本
規
模
の
採
種
園
が
設
定
さ
れ
、
2
0
1
5
 
年
に
初
め
て
開
花
・
種
子
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
 

2
0
1
6
 
年
よ
り
年
 
3
 
回
の
採
種
が
な
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
2
0
1
7
 
年
に
は
ほ
ぼ
全
て
の
母
樹
で
開
花
・
結
 

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
人
工
交
配

 
松
下
 
通
也

 
20

19
.1

2.
7～

12
.1

3 
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③
 後

方
選
抜
 (
Ba
ck
wa
rd

 s
el
ec
ti
on
) 
に
よ
る
第
一
世
代
（
母
親
世
代
）
の
評
価
 

 
 
 
後
代
(
検
定
林
に
植
栽
さ
れ
た
子
供
)
の
成
長
性
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
第
一
世
代
(
母
親
世
代
)
の
育
種
価
が

推
定
さ
れ
、
こ
の
情
報
を
も
と
に
現
行
の
 
K
i
t
u
i
・
K
i
b
w
e
z
i
 
の
大
規
模
再
主
演
に
 
入
っ
て
い
る
母
樹
の

な
か
で
も
特
に
種
子
生
産
性
や
苗
木
の
成
長
や
通
直
性
の
良
い
”
グ
レ
ー
ト
マ
ザ
ー
”
が
推
定
可
能
と
な

っ
た
。
こ
の
評
価
情
報
を
も
と
に
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
採
種
園
 
(
生
産
集
団
)
造
成
の
際
に
特
段
お
す
す
め

で
き
る
母
樹
系
統
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
 
 

  ④
 前

方
選
抜
 (
Fo
rw
ar
d 

se
le
ct
io
n)
 に

よ
る
次
世
代
（
検
定
林
に
植
栽
さ
れ
た
子
世
代
）
の
評
価
 

 
 
植
栽
さ
れ
た
検
定
林
の
中
で
も
場
所
に
よ
り
け
り
成
長
の
良
い
と
こ
ろ
や
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
空
間
的
な
環
境
影
響
を
統
計
的
に
適
切
に
補
正
し
た
う
え
で
、
植
栽
さ
れ
て
い
る
後
代
個
体
の
性

能
を
評
価
し
た
（
育
種
価
の
推
定
）
。
  

  ⑤
 推

定
さ
れ
た
育
種
価
に
も
と
づ
い
て
、
複
数
形
質
の
改
良
を
視
野
に
い
れ
た
机
上
選
抜
実
施
 

 
 
 
上
記
④
の
ス
テ
ッ
プ
で
推
定
さ
れ
た
各
形
質
の
育
種
価
(
育
種
的
性
能
)
を
も
と
に
、
複
数
形
質
の
同
時
的

な
改
良
を
視
野
に
入
れ
た
選
抜
を
以
下
の
よ
う
な
配
慮
の
も
と
実
施
し
た
。
ま
ず
、
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
 

M
e
l
i
a
 
v
o
l
k
e
n
s
i
i
 
の
育
種
集
団
で
は
、
既
に
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
時
点
で
 
1
0
0
 
系
統
(
日
本
の
ス
ギ

で
は
約
 
3
,
8
0
0
 
第
一
世
代
精
英
樹
)
と
絞
ら
れ
て
い
る
た
め
、
第
二
世
 
代
選
抜
の
際
に
は
、
な
る
べ
く
多

様
な
母
家
系
が
次
世
代
に
貢
献
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。
各
 
検
定
林
設
定
の
段
階
で
、
採
種
園
で
着
果
し

て
い
た
 
6
0
~
7
0
 
母
家
系
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
幹
 
の
材
積
・
通
直
性
に
お
い
て
育
種
価
で
下
位
約
 
1
/
4
 

を
除
い
た
 
5
0
 
母
家
系
程
度
が
次
世
代
 
に
貢
献
す
る
よ
う
配
慮
し
た
。
③
の
推
定
で
育
種
価
評
価
が
成
績

上
位
ト
ッ
プ
４
の
母
家
系
に
 
お
い
て
は
検
定
林
あ
た
り
５
個
体
の
後
代
を
選
ぶ
よ
う
設
定
し
、
以
降
育
種

価
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
 
も
と
づ
い
て
、
４
個
体
、
３
個
体
、
２
個
体
、
１
個
体
…
と
選
抜
す
る
後
代
数
を
傾

斜
配
分
し
た
。
 
母
家
系
内
で
の
後
代
の
う
ち
ど
の
個
体
を
選
抜
す
る
か
に
お
い
て
は
、
優
先
す
る
形
質
を

１
番
：
材
積
(
成
長
性
)
、
２
番
:
幹
の
通
直
性
、
同
２
番
;
健
全
性
、
３
番
:
着
花
/
果
性
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
形
質
の
育
種
価
の
推
定
値
が
な
る
べ
く
上
位
で
あ
り
且
つ
平
均
を
下
回
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。
最
終

的
に
、
各
検
定
林
あ
た
り
植
栽
個
体
数
の
う
ち
約
 
1
0
%
程
度
と
な
る
 
8
5
 
個
体
前
後
 
の
個
体
を
優
良
な

M
e
l
i
a
第
二
世
代
と
し
て
机
上
選
抜
し
た
。
K
i
t
u
i
 
の
検
定
林
に
お
い
て
は
、
机
上
選
抜
し
た
個
体
を
現
地

で
確
認
し
、
素
性
良
好
な
も
の
に
ペ
ン
キ
で
マ
ー
ク
を
し
た
。
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
に
お
い
て
、

幹
の
材
質
(
材
密
度
や
応
力
波
伝
搬
速
度
)
の
評
価
等
も
考
慮
し
、
将
来
的
に
は
、
各
地
域
あ
た
り

1
0
0
個

体
程
度
(
ケ
ニ
ア
全
土
で
 
4
0
0
 
個
体
程
度
)
の
優
良
な

M
e
l
i
a
 
第
二
世
代
と
す
る
の
が
現
実
的
に
管
理
可
能

な
育
種
集
団
サ
イ
ズ
で
は
な
い
か
と
議
論
し
た
。
 
 

  ⑥
 管

理
可
能
な
育
種
集
団
サ
イ
ズ
や
、
育
種
分
集
団
数
、
検
定
林
数
な
ど
の
議
論
 

 
 
 
今
回
、
日
本
に
お
け
る
林
木
育
種
の
概
要
に
つ
い
て
、
各
世
代
の
育
種
集
団
に
お
け
る
精
英
樹
数
や
、
分

集
団
の
考
え
方
、
検
定
林
の
運
用
方
法
 
[
1
 
年
あ
た
り
新
規
設
定
個
所
数
、
1
つ
の
検
定
林
あ
た
り
植
栽
規

模
（
家
系
数
 
/
 
検
定
苗
数
）
、
年
間
の
調
査
労
力
、
選
抜
年
次
の
検
討
の
仕
方
、
多
様
性
と
選
抜
強
度
の

検
討
の
仕
方
等
 
]
 
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
上
記
⑤
で
 
選
抜
し
た

1
0
0
 
個
体
程
度
で
、
ケ
ニ
ア
内
の
各
地

域
(
B
r
e
e
d
i
n
g
 
r
e
g
i
o
n
)
ご
と
第
二
世
代
採
種
 
園
を
今
後
設
定
し
、
採
種
園
産
の
種
苗
に
よ
り
第
三
世
代

用
の
検
定
林
を
設
定
し
て
い
く
育
種
 
サ
イ
ク
ル
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
ま
た
今
回
の
４
年
時
デ
ー
タ
に
基

づ
く
育
種
評
価
は
、
M
e
l
i
a
 
の
標
準
伐
期
１
５
年
(
直
径
 
3
0
~
4
0
c
m
で
伐
採
)
の

1/
3
 
程
度
で
あ
り
、
検
定

林
に
お
け
る
幹
直
径
も
平
均
 
1
0
c
m
 
を
越
え
て
 
い
る
状
況
（
優
良
な
個
体
で
は
 
4
 
年
で
直
径
 
2
0
c
m
を
超

え
る
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
お
む
 
ね
評
価
は
妥
当
で
は
な
い
か
と
判
断
す
る
が
、
若
齢
時
の
評
価
が

将
来
の
収
穫
時
評
価
と
ど
の
程
度
の
相
関
で
あ
る
か
、
引
き
続
き
現
在
の
検
定
林
の
調
査
を
継
続
す
る
こ

と
を
助
言
し
た
。
 
 

実
が
認
め
ら
れ
、
2
0
1
8
 
年
の
採
集
実
績
で
は
、
K
i
t
u
i
 
と
 
K
i
b
w
e
z
i
 
の
二
つ
の
採
種
園
で
の

N
u
t
s
 
収
 

穫
量
が
約
 
1
,
6
0
0
k
g
 
に
至
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
既
に
ケ
ニ
ア
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
周
辺
国
に
も
 

M
e
l
i
a
 
種
子
購
入
の
動
き
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
農
民
や
民
間
セ
ク
タ
ー
の
植
林
意
 

欲
の
高
ま
り
を
受
け
、
M
e
l
i
a
 
優
良
種
苗
の
需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、
K
i
t
u
i
・
K
i
b
w
e
z
i
に
設
定
さ
 

れ
た
採
種
園
が
、
東
ア
フ
リ
カ
の
持
続
的
森
林
管
理
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

今
後
の
採
種
園
の
管
理
・
次
世
代
化
に
つ
い
て
、
育
種
の
進
め
方
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
合
わ
せ
て
検
討
す

べ
き
と
 
K
a
r
i
u
k
i
 
氏
と
議
論
し
た
。
K
E
F
R
I
 
管
理
の
大
規
模
採
種
園
（
K
i
t
u
i
・
K
i
b
w
e
z
i
）
だ
け
で
は
、

高
ま
る
種
子
需
要
を
ま
か
な
え
な
い
た
め
、
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る

B
e
t
t
e
r
 
G
r
o
b
e
 
や

K
o
m
z
a
と
、
 

K
E
F
R
I
と
で
協
定
を
結
び
、
民
間
活
用
に
よ
る
種
子
生
産
能
力
強
化
の
方
向
性
と
の
こ
と
で
あ
る
。
既
に
 

K
o
m
a
z
a
 
と
 
K
E
F
R
I
 
と
の
間
で
 
M
o
U
 
及
び
 
M
o
A
 
が
締
結
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

今
回
２
０
１
９
年
 
1
2
 
月
渡
航
時
の
育
種
評
価
の
結
果
を
反
映
し
て
、
成
長
や
通
直
性
、
着
花
性
な
ど
の

育
種
価
(
育
種
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
値
)
が
高
い
と
推
定
さ
れ
た
ク
ロ
ー
ン
を
優
先
的
に
民
間
セ
ク
タ

ー
の
採
種
園
（
生
産
集
団
）
に
導
入
す
る
よ
う
 
K
E
F
R
I
 
が
主
導
し
て
は
と
助
言
し
た
。
ま
た
、
今
回
選
抜

し
た

M
e
l
i
a
 
第
二
世
代
優
良
個
体
(
３
-
３
で
後
述
)
に
つ
い
て
も
今
後
採
穂
・
接
木
増
殖
を
し
、
第
三
世
代

用
検
定
林
を
設
定
す
る
種
子
を
得
る
た
め
に
も
優
良
な
第
二
代
で
構
成
さ
れ
る
採
種
園
を
設
定
す
る
育
種
サ

イ
ク
ル
の
方
向
性
に
あ
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
 
 

  3
-
3
.
 
検
定
林
デ
ー
タ
を
用
い
た
優
良
な
第
二
世
代
 
M
e
l
i
a
 
選
抜
の
実
施
 
 

実
施
内
容
：
（
別
紙
資
料
参
照
）
 
 

K
i
t
u
i
 
の
 
K
E
F
R
I
 
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
K
e
n
y
a
 
側
担
当
 
C
/
P
 
で
あ
る
 
K
a
r
i
u
k
i
 
氏
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
検
定
林
で
の
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
最
新
の
育
種
統
計
手
法
を
講
義
し
つ

つ
、
実
際
の
選
抜
の
ス
テ
ッ
プ
を
共
に
進
め
た
。
大
ま
か
な
流
れ
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
選
抜
を
進
め

た
。
 

  ①
 
選
抜
の
た
め
の
育
種
理
論
お
よ
び
統
計
解
析
手
法
(
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
)
の
講
義
 

②
 
M
e
l
i
a
 
v
o
l
k
e
n
s
i
i
 
に
お
け
る
遺
伝
率
(
H
e
r
i
t
a
b
i
l
i
t
y
)
の
推
定
 
 

③
 
後
方
選
抜
(
B
a
c
k
w
a
r
d
 
s
e
l
e
c
t
i
o
n
)
に
よ
る
第
一
世
代
（
母
親
世
代
）
の
評
価
 
 

④
 
前
方
選
抜
(
F
o
r
w
a
r
d
 
s
e
l
e
c
t
i
o
n
)
に
よ
る
次
世
代
（
検
定
林
に
植
栽
さ
れ
た
子
世
代
）
の
評
価
 
 

⑤
 
推
定
さ
れ
た
育
種
価
に
も
と
づ
い
て
、
複
数
形
質
の
改
良
を
視
野
に
い
れ
た
机
上
選
抜
実
施
 
 

⑥
 
管
理
可
能
な
育
種
集
団
サ
イ
ズ
や
、
育
種
分
集
団
数
、
検
定
林
数
な
ど
の
議
論
 
 

  ①
 選

抜
の
た
め
の
育
種
理
論
お
よ
び
統
計
解
析
手
法
 (
 ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 )
 の

講
義
 

 
 
 
2
0
1
9
 
年
 
8
 
月
ま
で
に
実
施
し
た
、
フ
リ
ー
の
統
計
解
析
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
”
R
”
を
用
い
た
実
際
的
 
な
育

種
統
計
解
析
手
法
を
講
義
し
た
。
実
際
に

K
a
r
i
u
k
i
氏
の

PC
上
で
統
計
解
析
を
再
現
で
 
き
る
よ
う
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
能
力
強
化
を
実
施
し
た
。
 
 

 ②
 M
el
ia
 v
ol
ke
ns
ii
 に

お
け
る
遺
伝
率
 (

He
ri
ta
bi
li

ty
) 
の
推
定
 

 
 
 
メ
イ
ン
お
よ
び
サ
ブ
の
検
定
林
デ
ー
タ
の
入
力
が
済
ん
で
い
た
 
2
0
1
5
 
年
設
定
の
８
ヵ
所
の
検
定
林
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
樹
高
・
直
径
・
材
積
・
幹
曲
が
り
・
着
果
性
・
樹
幹
の
健
全
性
の
６
調
査
 
形
質
に
つ
い

て
、
遺
伝
率
を
推
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、
複
数
の
形
質
に
お
い
て
他
の
樹
木
種
で
報
告
さ
れ
て
い
る
の

と
同
程
度
の
 
0
.
1
 
前
後
[
0
.
0
6
～
0
.
2
8
]
の
遺
伝
率
が
推
定
さ
れ
た
。
一
般
に
遺
伝
率
が
極
端
に
低
い
場

合
、
育
種
的
改
良
が
困
難
で
あ
る
が
 
M
e
l
i
a
 
v
o
l
k
e
n
s
i
i
 
で
は
、
複
数
の
形
質
に
お
い
て
十
分
に
育
種
的

改
良
が
見
込
め
る
水
準
と
判
断
し
た
。
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Ap
pe

nd
ix

 5
-3

-6
-1

４
.
 
今
後
の
課
題
や
展
望
な
ど
 
 

育
種
の
た
め
の
統
計
解
析
等
の
能
力
強
化
 

 
今
回
ま
で
で
、
育
種
統
計
解
析
手
法
を
一
通
り
能
力
強
化
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
 

の
定
着
度
合
い
に
つ
い
て
は
引
き
続
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
 
 

  ケ
ニ
ア
に
お
け
る
育
種
種
苗
生
産
体
制
の
強
化
の
見
通
し
お
よ
び
普
及
の
た
め
の
取
り
組
み
 
 
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
C
A
D
E
P
 
に
お
け
る
優
良
種
苗
普
及
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
の
連
携
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
以
下
の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
①
優
良
 
M
e
l
i
a
 
種
子
の
需
要
増
加
と
供
給
不
足
バ
ラ
ン
ス
の
状
況
か
 

ら
、
 
K
i
t
u
i
・
K
i
b
w
e
z
i
 
の
二
ヵ
所
の
採
種
園
に
続
い
て
、
新
た
な
採
種
園
の
必
要
性
に
つ
い
て

K
E
F
R
I
 

内
及
び
 
P
J
 
の
長
期
専
門
家
ら
の
間
で
協
議
さ
れ
て
い
る
。
②
カ
ウ
ン
テ
ィ
(
県
)
に
よ
る
採
種
園
運
営
は
難
 

し
い
状
況
で
あ
り
、
む
し
ろ
優
良
な
民
間
セ
ク
タ
ー
を
認
定
し
活
用
す
る
こ
と
で
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
て
 

種
子
生
産
能
力
を
強
化
す
る
方
向
性
で
あ
る
。
③
農
民
の
間
で
育
種
 
M
e
l
i
a
 
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
一
方
、
在
来
種
苗
と
比
較
し
て
育
種
改
良
効
果
が
ど
の
程
度
か
曖
昧
な
点
が
普
及
説
明
の
際
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
 
②
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
K
E
F
R
I
 
と
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
 
K
o
m
a
z
a
 
と
の
間
で
、

M
o
U
・
M
o
A
 
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
解
析
に
よ
っ
て
判
明
し
た
優
良
な
 
M
e
l
i
a
 
を
用
い
た
原
種
配
布

に
よ
る
地
域
採
種
園
の
設
定
支
援
が
可
能
と
考
え
る
。
 
③
の
課
題
に
対
し
て
は
、
今
回
の
検
定
林
解
析
を

通
じ
て
の
育
種
効
果
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
形
で
育
種
の
知
見
を
幅
広
く
橋
渡
し

す
る
意
向
で
あ
る
。
 
 

  ケ
ニ
ア
に
お
け
る
育
種
の
展
望
 

2
0
1
0
 
年
頃
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ケ
ニ
ア
と
の
育
種
分
野
に
お
け
る
関
わ
り
を
通
じ
て
、
2
期
の

J
I
C
A
プ
ロ
 

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
第
一
世
代
 
M
e
l
i
a
 
の
探
索
収
集
、
採
種
園
設
定
、
採
種
園
産
実
生
に
よ
る
検
 

定
林
の
設
定
お
よ
び
調
査
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
M
e
l
i
a
 
第
二
世
代
の
選
抜
を
実
際
に
ケ
ニ
ア
 
C
/
P
 

が
今
回
実
施
で
き
た
と
い
う
現
状
か
ら
、
一
連
の
育
種
サ
イ
ク
ル
の
道
筋
を
ケ
ニ
ア
側
に
技
術
移
転
し
、
研

究
開
発
能
力
が
着
実
に
強
化
さ
れ
る
実
感
を
抱
い
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
 
 

 ５
．
主
な
面
談
者
 

 
 
 
ケ

ニ
ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

育
種

担
当

 
M
r
.
 
K
a
r
i
u
k
i
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
 
 
 
 
高
畑
啓
一
氏
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
森
林
普
及
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
齋
藤
克
郎
氏
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
本
庄
由
紀
氏
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az
ed
ar
ac
h）

の
さ
し
木
試
験
の
結
果
を
も
と
に
、
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
メ
リ
ア
さ
し
木

試
験
の
指
導
を
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｐ
（
7
名
）
、
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
キ
ブ
エ
ジ
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｐ

（
3
名
）
に
行
っ
た
。
 

 
 
前

期
育

種
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
い

て
は
、

当
年

枝
を
用

い
た

さ
し
木

試
験

を
行
っ

た
が

発
根
は

見
ら

れ
な

か
っ
た

。
そ
こ

で
、

日
本
に

お
い

て
セ
ン

ダ
ン

の
萌
芽

枝
を

用
い
た

さ
し

木
試
験

を
試

行
し
た
結
果

、
4
0
％

程
度
の

発
根
率

を
示

し
た
こ

と
か

ら
、
メ

リ
ア

に
つ
い

て
も

同
様
に

萌
芽

枝
を
穂

木
と

し
て
さ
し
木

試
験

を

行
う
こ

と
と
し

た
。

メ
リ
ア

は
乾

季
に
葉

を
落

と
し
雨

季
後

に
新
芽

を
出

す
こ
と

か
ら

、
当
初
適
期

で
あ

る

2
0
1
7
年

1
1
～
1
2
月

に
試

験
を

行
う

計
画

で
あ

っ
た

が
、

大
統

領
選

挙
等

に
よ

り
短

期
専

門
家

派
遣

が
遅

れ

こ
の
時
期
と
な
っ
た
た
め
、
や
や
木
化
し
た
枝
を
穂
木
と
し
て
用
い
て
さ
し
木
試
験
を
行
っ
た
。
 

 
 
セ
ン
ダ
ン
で
の
さ
し
木
試
験
で
は
、
採
取
し
た
穂
木
を

1
日
流
水
に
入
れ
穂
木
の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
行

程
が
重
要
な
条
件
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
リ
ア
で
も
同
様
に
採
取
し
た
穂
木
を
流
水
に

1
日

浸
漬
す
る
こ
と
を
Ｃ
Ｐ
に
資
料
を
用
い
て
詳
細
に
説
明
し
た
。
さ
ら
に
穂
木
は

3
0
c
m
以
上
、
で

き
れ

ば
5
0
c
m

程
度
の

長
さ
が

適
し

て
い
る

こ
と

が
試
行

結
果

か
ら
判

っ
た

た
め
、

メ
リ

ア
に
お

い
て

も
同
様
の
長

さ
に

す

る
よ
う

指
導
し

た
。

穂
木
の

採
取

に
つ
い

て
は

、
テ
ィ

バ
の

メ
リ
ア

採
種

園
に
お

い
て

ど
の
よ
う
な

枝
が

適

し
て
い

る
か
を

ケ
ニ

ア
側
Ｃ

Ｐ
に

説
明
し

、
時

期
的
に

は
や

や
遅
く

な
っ

て
い
た

が
萌

芽
枝
に
近
い

枝
を

2

ク
ロ
ー

ン
か
ら

採
取

し
た
。

前
期

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
お

い
て

、
Ｃ
Ｐ

に
は

つ
ぎ
木

用
の

穂
木
の
最
適

な
採

取

方
法
を

指
導
し

た
こ

と
か
ら

、
今

回
も
穂

木
選

定
に
つ

い
て

は
理
解

が
早

く
、
ま

た
、

特
に
指
示
を

出
し

て

い
な
か

っ
た
が

ク
ー

ラ
ー
ボ

ッ
ク

ス
と
水

を
含

ん
だ
新

聞
紙

を
自
ら

用
意

す
る
な

ど
、

穂
木
の
取
扱

に
つ

い

て
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
成
果
が
現
れ
て
い
た
。
 

 
 
さ

し
木

の
実
施

に
つ

い
て
は

、
前

期
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
い

て
試
行

し
た

こ
と
か

ら
、

短
期
専

門
家

か
ら

の
実
演

後
は
Ｃ

Ｐ
が

穂
木
づ

く
り

、
さ
し

木
試

験
を
実

施
し

た
。
養

苗
は

、
屋
外

被
陰

下
の
発
芽
育

苗
用

の

小
型
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
静
置
す
る
こ
と
と
し
、
毎
日
の
灌
水
、
1
週
間
毎
の
写
真
撮
影
、
1
～
2
ヶ
月
後
の

発
根
状
況
調
査
を
指
示
し
た
。
さ
し
木
の
適
期
と
な
る

5
月
に
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
短
期
専
門
家
を
派
遣
し
、

再
度
さ
し
木
試
験
を
指
導
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

 
 
な

お
、

ケ
ニ
ア

で
は

こ
れ
ま

で
育

苗
に
使

用
し

て
き
た

プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
バ

ッ
グ
（

苗
木

用
ポ
ッ

ト
、

ス
ー

パ
ー
の

レ
ジ
袋

な
ど

も
こ
れ

に
該

当
す
る

）
の

使
用
が

全
面

的
に
禁

止
さ

れ
た
こ

と
か

ら
、
今
後
は

生
分

解

性
の
ポ

ッ
ト
を

苗
木

用
に
使

用
す

る
と
の

こ
と

で
あ
っ

た
。

さ
し
木

試
験

も
こ
れ

ま
で

大
型
の
苗
木

用
ポ

ッ

ト
を
用

い
て
実

施
し

て
い
た

が
、

今
回
は

バ
ケ

ツ
を
調

達
し

苗
木
床

と
し

て
使
用

し
た

。
今
後
は
、

取
り

扱

い
が
容
易
な
径
が
小
さ
い
ロ
ン
グ
ポ
ッ
ト
が
適
し
て
い
る
こ
と
を
Ｃ
Ｐ
に
説
明
し
調
達
を
指
示
し
た
。
 

 ３
．
２
 
ア
カ
シ
ア
つ
ぎ
木
試
験
指
導
（
写
真
６
）
 

 
 
ア

カ
シ

ア
に
つ

い
て

は
こ
れ

ま
で

ク
ロ
ー

ン
増

殖
技
術

が
開

発
さ
れ

て
い

な
か
っ

た
た

め
、
ク

ロ
ー

ン
増

殖
を
実

施
出
来

な
か

っ
た
が

、
今

後
優
良

系
統

の
採
種

園
造

成
が
必

要
と

な
る
こ

と
か

ら
、
メ
リ
ア

同
様

つ

ぎ
木
、
さ
し
木
等
の
ク
ロ
ー
ン
増
殖
技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
つ
ぎ
木
に
関
し
て
は
、
メ
リ
ア
で
の
つ
ぎ
木
活
着
率
が

7
0
～
9
0
％
と
な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
へ
の
つ
ぎ
木
の

技
術
移

転
は
す

で
に

行
わ
れ

て
い

る
と
考

え
ら

れ
る
。

今
回

は
、
ア

カ
シ

ア
の
つ

ぎ
木

に
つ
い
て
、

穂
木

の

選
定
及
び
調
整
方
法
を
中
心
に
指
導
し
た
。
短
期
専
門
家
の
実
演
で
は
、
キ
ツ
イ
苗
畑
に
植
栽
さ
れ
た

5
年

生
の
ア

カ
シ
ア

か
ら

適
切
な

穂
木

を
採
取

し
つ

ぎ
木
を

試
行

し
た
。

Ｃ
Ｐ

か
ら
は

、
ア

カ
シ
ア
は
穂

木
が

メ

リ
ア
に

較
べ
て

細
く

て
柔
ら

か
い

の
で
、

慎
重

な
取
扱

が
必

要
と
積

極
的

に
意
見

が
出

さ
れ
、
Ｃ
Ｐ

が
適

期

に
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
 

 ３
．
３
 
メ
リ
ア
球
果
（
ナ
ッ
ツ
）
か
ら
の
種
子
取
り
出
し
の
効
率
化
（
写
真
７
～
９
）
 

 
 
堅

牢
な

ナ
ッ
ツ

か
ら

種
子
を

取
り

出
す
方

法
と

し
て
ナ

イ
フ

を
用
い

て
ナ

ッ
ツ
を

割
り

種
子
を

取
り

出
し

て
い
る
が
、
種
子
の
破
壊
も
多
く
獲
得
率
も

5
0
％
程
度
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
今
回
日
本
製
ク
ル
ミ
割
り
器

A
pp

en
di

x 
5-

4-
1 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
育育

種種
・・

作作
業業

監監
理理

））
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

1
月

2
9
日

（
月

）
 
 

移
動
（
日
立
→
羽
田
）
 

 

 
 
 
3
0
日
（
火
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
ド
ー
ハ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

キ
ツ
イ
へ
移
動
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
3
1
日
（
水
）
 
Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
指
導
 

メ
リ
ア
球
果
か
ら
の
種
子
取
り
出
し
の
効
率
化
 

キ
ツ
イ
 

2
月
  
1
日
（
木
） 

Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
指
導
 

ア
カ
シ
ア
つ
ぎ
木
試
験
指
導
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
日
（
金
）
 
Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

樹
高
測
定
器
試
行
 

ア
カ
シ
ア
採
種
林
等
調
査
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
3
日
（
土
）
 
 

マ
キ
マ
･
サ
ブ
検
定
林
調
査
、
ナ
イ
ロ
ビ
へ
移
動
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

4
日
（
日
）
 
 

資
料
整
理
、
資
料
作
成
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
5
日
（
月
）
 
 

Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
林
産
研
究
所
視
察
、
C
P
打
合
せ
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
6
日
（
火
）
 
 

Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
 
C
P
打
合
せ
、
専
門
家
打
合
せ
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
7
日
（
水
）
 
Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

ケ
ニ
ア

J
I
C
A
事
務
所
報
告
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

ド
ー
ハ
 

 
 
 
8
日
（
木
）
 
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
羽
田
）
 

 

 
 
 
9
日
（
金
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
日
立
）
 

 

 ２
．
出
張
の
目
的
 

ケ
ニ

ア
国

持
続

的
森

林
管
理

の
た
め

の
能

力
開
発

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

お
け
る

コ
ン

ポ
ー
ネ

ン
ト

４
（
林
木

育
種
）

に
お
い

て
技

術
開
発

を
計

画
し
て

い
る

メ
リ
ア

及
び

ア
カ
シ

ア
の

ク
ロ
ー

ン
増

殖
に
つ
い
て

、
メ

リ

ア
で
は

さ
し
木

、
ア

カ
シ
ア

で
は

つ
ぎ
木

に
関

す
る
増

殖
技

術
の
指

導
等

を
ケ
ニ

ア
森

林
研
究
所
（

Ｋ
Ｅ

Ｆ

Ｒ
Ｉ
）
Ｃ
Ｐ
に
行
う
。
ま
た
、
メ
リ
ア
採
種
園
、
メ
リ
ア
検
定
林
及
び
ア
カ
シ
ア
採
種
林
の
管
理
に
つ
い
て
、

効
率
的
な
管
理
方
法
の
検
討
を
行
う
。
 

さ
ら
に
、
育
種
研
究
に
関
し
今
後
の
研
究
計
画
等
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
う
。
 

 ３
．
出
張
の
概
要
 

３
．
１
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
指
導
（
写
真
１
～
５
）
 

 
 

昨
年

7
月

～
9
月

に
育

種
セ
ン

タ
ー

で
実
施

し
た

メ
リ
ア

と
同

属
種
で

あ
る

日
本
産

セ
ン

ダ
ン
（
Me
li
a 

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
育
種
（
研
究
）

 
宮
下
 
久
哉

 
20

18
.1

.2
9～

2.
9 

育
種
（
増
殖
）

 
橋
本
 
光
司

 
20

18
.1

.2
9～

2.
9 

育
種
（
増
殖
）

 
高
倉
 
良
紀

 
20

18
.1

.2
9～

2.
9 

作
業
監
理

 
上
澤
上
 
静
雄

 
20

18
.1

.2
9～

2.
9 
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３
．
６
 
育
種
研
究
 

 
 

Dr
. 

N
du
f
a

キ
ツ

イ
セ
ン

タ
ー
所

長
と

、
メ
リ

ア
採

種
園
及

び
メ

リ
ア
検

定
林

に
お
け

る
、

幹
密
度

と
強

度
に
関
す
る
材
質
調
査
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
っ
た
。
メ
リ
ア
採
種
園
に
つ
い
て
は
、
植
栽
後

5
年
が
経
過

し
肥
大
成
長
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
第

2
回
目
の
調
査
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
メ
リ
ア
検
定
林
に

つ
い
て

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

期
間

内
で
の

調
査

が
可
能

か
も

含
め
て

、
今

後
の
肥

大
成

長
の
過
程
を

観
察

し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

 
 
M
s
.
 N
e
l
l
i
e
林
産
研
究
所
副
所
長
と
、
メ
リ
ア
の
年
輪
解
析
及
び
静
的
試
験
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
打

ち
合

わ
せ

を
行

っ
た
。

ま
た

、
Dr

. 
N
du
f
a 

所
長

と
の
打

合
せ
結

果
を

踏
ま
え

た
、

今
後
の

材
質

調
査
の

ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
万
能
試
験
機
を
扱
う
技
師
の

M
r
.
 
D
o
m
i
n
i
c
氏
が
今
年
定
年
退
職
す
る

た
め
、
退
職
す
る
ま
で
に
新
規
採
用
を
行
い
、
採
用
者
を
大
学
等
の
研
修
に
派
遣
し
、
さ
ら
に

M
r
.
 D
om
in
i
c

氏
か
ら
も
機
器
操
作
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
旨
を
説
明
さ
れ
た
。
 

 
 

Mr
. 

K
ar
i
uk
i 

Ｋ
Ｅ

Ｆ
Ｒ

Ｉ
育
種

担
当

と
、
検

定
林

調
査
デ

ー
タ

の
解
析

結
果

の
検
討

及
び

今
後
の

育
種

戦
略
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
植
栽

2
年
次
（
4
回
の
生
長
期
を
経
過
し
た
段
階
）
の
解
析
結
果

を
用
い

て
、
初

期
成

長
段
階

で
の

樹
高
成

長
と

肥
大
成

長
に

関
し
て

、
他

の
広
葉

樹
種

に
お
け
る
知

見
を

参

考
に
意

見
交
換

を
行

っ
た
。

ま
た

，
検
定

林
調

査
方
法

に
つ

い
て
、

芽
か

き
が
終

了
し

た
こ
と
を
考

慮
し

た

調
査
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル

を
検
討

し
た

。
さ
ら

に
、

こ
れ
ま

で
の

次
代
検

定
の

結
果
を

踏
ま

え
た
今
後
の

育
種

戦

略
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 

 ４
．
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
報
告
 

 
 
天

目
石

次
長
及

び
小

此
木
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

担
当

に
出
張

の
概

要
を
報

告
し

た
。
と

く
に

採
種
園

や
検

定
林

等
の

管
理

に
つ

い
て

は
、

警
備

員
の

ケ
ニ

ア
側

負
担

、
除

草
作

業
の

効
率

化
等

に
よ

り
経

費
負

担
を

削
減

す

る
こ

と
を

ケ
ニ

ア
側

と
検

討
し

て
い

る
旨

を
報

告
し

た
。

次
長

か
ら

は
、

ケ
ニ

ア
側

予
算

は
計

上
、

配
算

、

執
行
の

3
つ
の
壁
が
あ
り
、
実
際
に
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
が
執
行
で
き
る
ま
で
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｋ
Ｅ
Ｆ

Ｒ
Ｉ

へ
の

継
続

し
た

予
算

手
当

の
要

請
が

必
要

で
あ

る
と

い
う

コ
メ

ン
ト

が
出

さ
れ

た
。

ま
た

、
来

年
度

は

Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ

予
算

が
非

常
に

厳
し

い
状

況
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
短

期
専

門
家

派
遣

を
含

め
効

率
的

な
事

業
実

施

の
要
請
が
あ
っ
た
。
 

 ５
．
今
後
の
課
題
等
 

 
〇
1
月
期
検
定
林
調
査
の
実
施
 

 
 
 
こ
れ
ま
で
検
定
林
生
長
量
調
査
に
つ
い
て
は
年

2
回
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
側
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

今
ケ
ニ
ア
会
計
年
度
（
2
0
1
7
年

7
月
～
2
0
1
8
年

6
月
）
は
大
統
領
選
挙
等
に
政
府
予
算
が
割
か
れ
、
Ｋ
Ｅ

Ｆ
Ｒ

Ｉ
の

予
算

が
大

幅
に
削

減
さ
れ

た
こ

と
か
ら

、
調

査
に
係

る
予

算
（
旅

費
）

に
つ
い

て
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
約

5
0
万

K
s
h
の
支
援
要
請
が
出
て
い
る
。
2
0
1
5
年
に
植
栽
し
た
検
定
林
に
お
い
て
、
植
栽
後

3
年

目
の
重
要
な
調
査
と
な
る
こ
と
か
ら
、
高
野
チ
ー
フ
と
も
相
談
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

3
0
万

K
s
h
を
支

出
す

る
こ

と
と

し
、

Ｋ
Ｅ
Ｆ

Ｒ
Ｉ
側

か
ら

残
り
の

予
算

を
確
保

す
る

よ
う
要

望
し

た
。
調

査
は

、
当
面
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
支
出
す
る

3
0
万

K
s
h
の
予
算
で
早
急
に
開
始
す
る
こ
と
と
と
し
た
。
 

 
 
 
な
お
、
検
定
林
調
査
に
つ
い
て
は
調
査
方
法
の
効
率
化
及
び
年

1
回
の
調
査
等
に
よ
り
コ
ス
ト
を
削
減

す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｐ
と
調
整
を
行
っ
た
。
 

 

〇
採
種
園
等
管
理
 
 
 

 
 
 
採
種
園
及
び
各
検
定
林
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
毎
月

5
0
万

K
s
h

（
約

5
5
万

円
）
、
年
間

6
0
0
万

K
s
h
の
予
算
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
は
大
幅
な
予
算
削
減
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
種
園
等
管
理
責
任
者
の
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所
長

D
r
.
 
N
d
u
f
a
と
育
種
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

副
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
M
r.
 
Ka
ri
uk
i

及
び
高

野
チ
ー

フ
と

と
も
に

維
持

管
理

費
削

減
に

つ
い

を
用
い
て
効
率
的
な
種
子
取
り
出
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
乾
燥
が
進
ん
だ
堅
果
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、

予
想
以

上
に
ナ

ッ
ツ

が
堅
か

く
か

な
り
の

握
力

が
必
要

で
あ

っ
た
。

そ
こ

で
Ｃ
Ｐ

と
検

討
し
、
採
種

園
か

ら

採
取
直
後
の
フ
ル
ー
ツ
の
状
態
で
の
使
用
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
 

 ３
．
４
 
レ
ー
ザ
ー
樹
高
測
定
器
の
試
行
（
写
真
１
０
）
 

 
 
こ
れ
ま
で
は
８
ｍ
測
幹
で
の
樹
高
測
定
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
植
栽
し
て
か
ら

3
年
が
経
過
し
、
樹
高
が

高
く
な

っ
た
こ

と
か

ら
測
幹

で
の

測
定
が

難
し

く
な
る

こ
と

を
予
想

し
た

。
そ
こ

で
、

検
定
林
調
査

の
効

率

化
を
図

る
た
め

、
レ

ー
ザ
ー

樹
高

測
定
器

の
導

入
に
つ

い
て

Ｃ
Ｐ
と

と
も

に
検
討

し
た

。
屋
外
で
の

測
定

で

あ
る
こ

と
か
ら

遮
光

メ
ガ
ネ

を
用

い
て
実

習
を

行
っ
た

が
、

レ
ー
ザ

ー
光

の
照
射

点
が

小
さ
く
確
認

が
困

難

で
あ
り
、
今
後
改
良
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
Ｃ
Ｐ
と
確
認
し
た
。
 

前
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お
い

て
は
、

日
本

で
使
用

し
て

い
る
樹

高
測

定
器
（

バ
ー

テ
ッ
ク

ス
）

の
使
用
に

関
し
て
講
習
会
を

3
回
開
催
し
た
が
、
技
能
取
得
が
難
し
い
機
種
で
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
今
回
は
簡
易
な

樹
高
測

定
器
を

試
行

し
た
が

、
上

述
の
よ

う
に

照
射
点

の
確

認
に
集

中
力

が
必
要

で
あ

っ
た
。
樹
高

測
定

に

関
し
て

は
、
バ

ー
テ

ッ
ク
ス

を
取

り
扱
え

る
こ

と
が
可

能
な

者
に
つ

い
て

さ
ら
に

指
導

を
行
い
、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
担

当
者
全

体
で

は
な
く

一
部

の
者
限

定
と

な
っ
て

し
ま

う
が
、

技
術

移
転
を

図
る

こ
と
を
検
討

し
な

け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 ３
．
５
 
現
地
調
査
 

 
 
キ

ツ
イ

の
メ
リ

ア
採

種
園
、

メ
リ

ア
検
定

林
及

び
ア
カ

シ
ア

採
種
林

、
マ

キ
マ
の

メ
リ

ア
サ
ブ

検
定

林
の

調
査
、
視
察
を
行
っ
た
。
 

 
Ⅰ
 
キ
ツ
イ
サ
イ
ト
 

 
〇
メ
リ
ア
採
種
園
（
写
真
１
１
）
 

 
 
 
 
す
で
に
乾
季
に
入
っ
て
い
る
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
個
体
が
葉
を
残
し
て
い
た
。
2
0
1
7
年

1
1
月
に
採
種

園
全

体
で

徹
底

的
に

除
草
を

実
施
し

た
と

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

そ
の

後
乾
季

と
な

り
、
視

察
時

に
そ
れ
ほ

ど
雑
草
の
繁
茂
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

 
〇
ア
カ
シ
ア
採
種
林
（
写
真
１
２
、
１
３
）
 

 
 
（
2
0
1
5
年

12
月
植
栽
＿
樹
高
：
2
～
5
ｍ
、
2
0
1
6
年

4
月
植
栽
_
樹
高
：
1
～
4
ｍ
）
 

 
 
 

順
調

に
成
長

し
て

お
り
樹

幹
が

立
ち
始

め
た

個
体
も

多
く

観
察
出

来
た

。
系
統

に
よ

る
樹
形

や
成

長
の

差
も

生
じ

て
お

り
、

今
後
ど

の
よ
う

な
施

業
（
間

伐
、

整
枝
・

剪
定

等
）
を

行
う

か
Ｃ
Ｐ

と
と

も
に
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 
Ⅱ
 
マ
キ
マ
・
メ
リ
ア
サ
ブ
検
定
林
 

 
〇
メ
リ
ア
検
定
林
（
写
真
１
４
）
 

 
 
（
2
0
1
5
年

12
月

植
栽
＿

樹
高

：
4
～
8
ｍ

、
D
B
H
：
4
～

1
0
㎝

）
 

 
 
 

樹
高

に
差
が

生
じ

始
め
て

い
る

。
検
定

林
全

体
で
は

、
概

ね
良
好

な
生

長
で
あ

る
。

風
の
強

い
場

所
で

あ
る

よ
う

で
、

林
縁

に
植
栽

さ
れ
た

個
体

は
、
や

や
風

害
を
受

け
て

い
る
よ

う
に

見
受
け

ら
れ

た
。
雨
季

に
は

樹
冠

下
で

豆
類

を
栽
培

し
て
い

る
が

、
乾
季

と
な

っ
た
た

め
地

表
は
少

し
雑

草
が
あ

る
程

度
で
管
理

も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。
 

 

Ⅲ
 
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
林
産
研
究
所
附
属
木
材
加
工
工
場
視
察
（
写
真
１
５
～
１
８
）
 

 
 
Ｋ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
Ｉ
林

産
研

究
所
は

、
ナ

イ
ロ
ビ

北
東

部
カ
ル

ー
ラ

に
あ
る

ケ
ニ

ア
森
林

公
社

（
Ｋ
Ｆ

Ｓ
）

の
敷

地
に
隣
接
し
て
お
り
、
ケ
ニ
ア
産
木
材
を
利
用
し
た
主
に
家
具
を
試
験
製
造
す
る
木
材
加
工
工
場
を
持
っ
て

い
る
。
主
な
樹
種
は
造
林
さ
れ
た

2
5
年
生
程
度
の
外
来
の
ヒ
ノ
キ
属
樹
種
で
、
直
径

3
0
～
4
5
ｃ
ｍ
程
度
の

材
が
最
近
導
入
さ
れ
た
ド
イ
ツ
製
製
材
機
に
よ
り
加
工
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
様
々
な
樹
種
や
廃
材
を
利
用
し
た
木
炭
製
造
試
験
(
炭
窯
は
日
本
か
ら
の
援
助
）
も
行
わ
れ
て
い
る

。
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写
真
１
 
適
正
な
さ
し
木
穂
木
選
定
に
つ
い
て
の
指
導
 

 
 
 
（
メ
リ
ア
採
種
園
）
 

写
真
３
 
穂
木
の
流
水
処
理
 

 
 
 
（
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
内
試
験
室
）
 

写
真
４
 
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
さ
し
木
試
験
 

（
ビ

ニ
ー

ル
ポ

ッ
ト

が
法

令
に

よ
り

使
用

禁
止

と
な

っ

た
こ
と
か
ら
バ
ケ
ツ
を
さ
し
木
床
と
し
て
使
用
）
 

写
真
２
 
穂
木
調
整
の
様
子
 

 
 
 
（
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
内
実
験
室
）
 

写
真
５
 
発
芽
育
苗
用
小
型
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
 

 
 
（
湿
度
保
持
は
可
能
、
種
子
発
芽
に
利
用
し
て
い
る
）
 

写
真
６
 
ア
カ
シ
ア
つ
ぎ
木
増
殖
指
導
 

（
爪
切
り
に
よ
る
と
げ
、
枝
葉
除
去
）
 

て
打
合
せ
を
行
っ
た
。
警
備
員
経
費
が
全
体
の

3
5
％
程
度
を
占
め
最
も
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
ケ
ニ

ア
側

の
予

算
措

置
を

要
望
す

る
と
と

も
に

、
来
年

度
の

維
持
管

理
に

つ
い
て

予
算

計
画
を

作
成

す
る
よ
う

要
請

し
、

3
月

に
高

野
チ
ー

フ
と
再

度
検

討
す
る

こ
と

と
な
っ

た
。

除
草
に

つ
い

て
も
大

き
な

負
担
と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
時
期

、
回
数

、
除

草
方
法

等
に

つ
い
て

効
率

化
す
る

具
体

的
方
策

を
検

討
す
る
必

要
が
あ
り
、
来
年
度
は
Ｃ
Ｐ
と
と
も
に
現
地
検
討
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

 
〇
省
庁
改
変
 

 
 
 

昨
年

の
大
統

領
選

挙
に
と

も
な

い
内
閣

も
刷

新
さ
れ

、
Ｋ

Ｅ
Ｆ
Ｒ

Ｉ
、

Ｋ
Ｆ
Ｓ

の
所

属
す
る

環
境

天
然

資
源

省
が

環
境

森
林

省
(M

in
is

tr
y 

of
 
En

vi
ro

nm
en

t 
a
nd

 
F
or

es
tr
y
)
に

名
称

が
変

更
さ

れ
る

こ
と

と

な
っ

た
。

森
林

が
省

名
に
明

記
さ
れ

た
こ

と
か
ら

、
ケ

ニ
ア
側

の
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

へ
の
さ

ら
な

る
支
援
を

期
待
し
た
い
。
 

 ６
．
主
な
面
談
者
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
長
 
D
r
.
 
J
a
m
e
s
 
N
d
u
f
a
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
M
r
.
 
A
u
k
a
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
M
r
,
 
K
y
a
l
o
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
キ
ブ
エ
ジ
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
 
M
r
.
 
P
i
u
s
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
育
種
担
当
 
M
r
.
 
J
a
s
o
n
 
K
a
r
i
u
k
i
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
）
林
産
研
究
所
 
M
s
.
 
N
e
l
l
i
e
 
O
d
u
o
r
 
 

 
 
J
I
C
A
ケ
ニ
ア
事
務
所
次
長
 
天
目
石
慎
二
郎
氏
 

J
I
C
A
ケ
ニ
ア
事
務
所
企
画
調
査
員
 
小
此
木
陽
子
氏
 

 
 
J
I
C
A
ケ
ニ
ア
事
務
所

S
e
n
i
o
r
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
O
f
f
i
c
e
r
 
M
r
.
 
J
o
h
n
 
N
.
 
N
g
u
g
i
 

 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
高
野
憲
一
氏
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
力
専
門
家
/
業
務
調
整
 
本
庄
由
紀
氏
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写
真

１
５

 
Ｋ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
Ｉ

林
産

研
究

所
木

材
加

工

工
場
 

 
 
（
製
炭
試
験
器
（
日
本
か
ら
の
技
術
提
供
）
）
 

写
真
１
７
 
ド
イ
ツ
製
製
材
機
(
W
O
O
D
-
M
I
Z
E
R
)
 

 
 
（
水
平
・
垂
直
両
方
向
の
加
工
が
可
能
）
 

写
真
１
３
 
キ
ツ
イ
－
ア
カ
シ
ア
実
生
採
種
林
 

（
2
0
1
6
年

4
月

植
栽
）
 

写
真
１
８
 
ヒ
ノ
キ
材
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
 

 
（
造
林
後

3
5
年
程
度
で
芯
腐
れ
が
発
生
）
 

写
真
１
４
 
マ
キ
マ
－
メ
リ
ア
サ
ブ
検
定
林
 

（
2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽
）
 

写
真
１
６
 
木
材
加
工
工
場
 

 
 
 
（
ヒ
ノ
キ
材
に
よ
る
ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム
の
製
作
）
 

   
 

  
 

  

 
 

写
真
７
 
メ
リ
ア
球
果
（
ナ
ッ
ツ
）
 

 
 
（
３
～
６
個
の
種
子
が
入
っ
て
い
る
）
 

写
真
８
 
ク
ル
ミ
割
り
器
に
よ
る
ナ
ッ
ツ
割
 

写
真
１
１
 
キ
ツ
イ
－
メ
リ
ア
採
種
園
 

 
（
葉
が
落
ち
て
い
な
い
個
体
が
多
い
）
 

写
真
１
２
 
キ
ツ
イ
－
ア
カ
シ
ア
実
生
採
種
林
 

（
2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽
）
 

写
真
９
 
従
来
の
ナ
ッ
ツ
割
の
様
子
 

（
専
任
の
技
術
者
に
よ
り
種
子
分
離
、
こ
の
作
業
員
は
推
定

7
0
％
程
度
の
獲
得
率
、
他
の
作
業
員
は
獲
得
率
が
低
い
）
 

写
真
１
０
 
レ
ー
ザ
ー
樹
高
測
定
器
の
試
行
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鋏
を
使
っ
て
採
穂
を
行
っ
た
。
さ
し
木
は
前
回
と
同
様

5
0
c
m
程
度
の
穂
木
を
採
取
し
、
穂
木
の
上
部
に
葉
を

一
対
残
し
て
長
さ

4
0
c
m
に
調
整
し
、
1
日
流
水
に
浸
漬
し
て
活
力
を
回
復
さ
せ
た
後
さ
し
木
を
行
っ
た
。
採

穂
し
た
ク
ロ
ー
ン
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

（
ク
ロ
ー
ン

N
O
.
1
8
,
2
5
,
3
4
,
4
4
,
4
5
,
4
7
,
5
6
,
5
8
,
6
7
,
9
8
）
 

 
 
さ

し
木

手
法
に

つ
い

て
は
こ

れ
ま

で
も
指

導
し

て
き
た

こ
と

か
ら
、

実
演

後
は
Ｃ

Ｐ
全

員
に
よ

り
穂

木
づ

く
り

、
さ
し
木

を
実

施
し
た

。
さ

し
木
ポ

ッ
ト

は
袋
か

け
を

し
て
適

度
な

湿
度
を

保
つ
よ
う
に

し
キ

ツ
イ

苗

畑
の
寒
冷
紗
下
で
養
苗
す
る
こ
と
と
し
、
適
度
の
灌
水
、
1
週
間
毎
の
写
真
撮
影
、
1
～
2
ヶ
月
後
の
発
根
状

況
調
査
を
指
示
し
た
。
 

 
 
今

回
の

さ
し
木

試
験

で
は
、

こ
れ

ま
で
で

最
も

適
し
た

さ
し

穂
の
採

取
が

で
き
た

と
考

え
ら
れ

る
。

前
回

の
試
験
で
は
流
水
に

1
日
浸
漬
し
た
こ
と
に
よ
る
穂
の
活
力
の
回
復
は
顕
著
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
全

体
的

に
確
認
さ

れ
た

こ
と
か

ら
、

あ
る
程

度
の

発
根
が

期
待

で
き
る

も
の

と
思
わ

れ
る
。
新
芽

の
成

長
は

、

例
年

1
0
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
次
の
雨
期
後
に
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
試
験
結
果
を
踏
ま
え
さ
し

木
の
適
期
と
な
る

1
1
月
中
～
下
旬
に
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
短
期
専
門
家
を
派
遣
し
、
さ
し
木
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
を
含
め
再
度
さ
し
木
試
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
 

 
 
な

お
、

ケ
ニ
ア

で
は

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
バ
ッ

グ
（

ス
ー
パ

ー
の

レ
ジ
袋

、
苗

木
用
ポ

ッ
ト

な
ど
）

の
使

用
が

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
深
さ

3
0
c
m
程
度
の
育
苗
ポ
ッ
ト
を
持
参
し
さ
し
木
床
と
し
て
使

用
し

た
。
キ
ツ

イ
セ

ン
タ
ー

に
残

っ
て
い

る
大

型
の
苗

木
用

ポ
ッ
ト

も
使

用
し
た

が
、
今
後
購

入
が

で
き

な

く
な
る
こ
と
か
ら
さ
し
木
床
に
用
い
る
ポ
ッ
ト
調
達
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ３
．
２
 
現
地
調
査
 

 
 
テ

ィ
バ

の
メ
リ

ア
採

種
園
、

検
定

林
及
び

ア
カ

シ
ア
採

種
林

、
キ
ブ

エ
ジ

の
メ
リ

ア
採

種
園
、

ア
カ

シ
ア

採
種
林
の
調
査
、
視
察
を
行
っ
た
。
 

 
Ⅰ
 
テ
ィ
バ
サ
イ
ト
 

 
〇
メ
リ
ア
採
種
園
（
写
真
８
）
 

 
 
 
 
雨
期
に
入
り
下
草
も

1
m
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ま
も
な
く
草
刈
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
 

 
〇
メ
リ
ア
検
定
林
（
写
真
９
、
１
０
）
 

 
 
 
2
01
4
年
植
栽
検
定
林
で
は
直
径
が

1
5
c
m
を
超
え
て
い
る
も
の
も
あ
り
樹
冠
も
広
が
っ
て
い
る
。
2
0
1
5

年
植

栽
検

定
林

で
は

上
長
成

長
も
良

好
で

強
風
に

よ
る

曲
が
り

も
補

正
さ
れ

て
い

る
。

検
定
林

内
の
下
草

の
繁

茂
は

採
種

園
に

較
べ
て

か
な
り

少
な

い
。
植

栽
年

が
２
～

３
年

遅
い
が

植
栽

密
度

の
影
響

も
大
き
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
〇
ア
カ
シ
ア
採
種
林
（
写
真
１
１
）
 

 
 
 
順
調
に
成
長
し
て
お
り
樹
幹
が
立
ち
始
め
た
個
体
も
多
い
。
草
刈
を
開
始
し
て
い
た
が
、
1
0
人
で

10
日

間
の
作
業
予
定
（
2
.
5
h
a
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
Ⅱ
 
キ
ブ
エ
ジ
サ
イ
ト
 

 
〇
メ
リ
ア
採
種
園
（
写
真
１
２
、
１
３
）
 

 
 
 

今
年

の
降
雨

量
は

例
年
よ

り
か

な
り
多

い
と

の
こ
と

で
、

下
草
も

キ
ツ

イ
サ
イ

ト
よ

り
少
な

い
も

の
の

5
0
c
m
以
上
に
成
長
し
て
お
り
、
ま
も
な
く
草
刈
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
キ
ブ
エ
ジ
で
は

2
5
人
で

1
2
日

間
の
草
刈
作
業
（
1
1
h
a
）
が
必
要
で
、
キ
ツ
イ
で
は
こ
れ
以
上
に
人
工
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
〇
ア
カ
シ
ア
採
種
林
（
写
真
１
４
）
 

樹
高

に
差

が
生

じ
て

い
る
が

、
概
ね

良
好

な
生
長

で
あ

る
。
テ

ィ
バ

サ
イ
ト

の
ア

カ
シ
ア

採
種

林
よ
り

少
し
成
長
が
遅
く
な
っ
て
い
る
。
 

４
．
今
後
の
課
題
等
 

 
〇
採
種
園
管
理
 

 
 
 

今
年

の
よ
う

に
降

雨
量
が

多
く

雨
期
が

長
く

続
く
場

合
の

草
刈
に

つ
い

て
は
、

最
適

な
時
期

及
び

頻
度

A
pp

en
di

x 
5-

4-
2 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
育育

種種
・・

作作
業業

監監
理理

））
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

4
月

1
7
日

（
火

）
 
 

移
動
（
日
立
→
羽
田
）
 

 

 
 
 
1
8
日
（
水
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
ド
ー
ハ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

キ
ツ
イ
へ
移
動
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
1
9
日
（
木
）
 
 

メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
指
導
 

キ
ツ
イ
 

2
0
日

（
金

）
 
Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
指
導
、
検
定
林
デ
ー
タ
収
集
 

メ
リ
ア
検
定
林
、
ア
カ
シ
ア
採
種
林
調
査
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
1
日
（
土
）
 

Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

キ
ブ
エ
ジ
へ
移
動
 

メ
リ
ア
採
種
園
、
ア
カ
シ
ア
採
種
林
調
査
 

ナ
イ
ロ
ビ
へ
移
動
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
2
2
日
（
日
）
 
Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

資
料
整
理
 

専
門
家
打
合
せ
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

2
3
日

（
月

）
 
Ａ
Ｍ
 

Ｐ
Ｍ
 

K
E
F
R
I
 
C
P
打
合
せ
、
専
門
家
打
合
せ
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

 

 
 
 
2
4
日
（
火
）
 
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
羽
田
）
 

東
京
 

 
 
 
2
5
日
（
水
）
 
 

移
動
（
羽
田
→
日
立
）
 

 

 ２
．
出
張
の
目
的
 

ケ
ニ

ア
国

持
続

的
森

林
管
理

能
力
強

化
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
お
け

る
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
４
（

林
木

育
種
）
に

お
い

て
技
術
開

発
を

予
定
し

て
い

る
メ
リ

ア
の

さ
し
木

増
殖

技
術
の

指
導

等
を
行

う
と
と
も
に

、
今

年
２

月

に
実
施
し
た
メ
リ
ア
及
び
ア
カ
シ
ア
検
定
林
の
調
査
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
。
 

 ３
．
出
張
の
概
要
 

３
．
１
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
指
導
（
写
真
１
～
７
）
 

 
 
本
年

1
月
に
実
施
し
た
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
は
、
採
穂
の
適
期
を
少
し
過
ぎ
て
い
た
こ
と
か
ら
残
念
な
が

ら
発

根
は
見
ら

れ
な

か
っ
た

。
メ

リ
ア
の

さ
し

木
の
適

期
に

つ
い
て

は
日

本
で
の

「
梅
雨
ざ
し

」
と

同
じ

条

件
と
し
て
、
本
格
的
な
雨
期
が
始
ま
っ
て
か
ら

1
ヶ
月
後
が
採
穂
の
適
期
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
例

年
よ
り

1
ヶ
月
ほ
ど
早
く

3
月
上
旬
か
ら
本
格
的
な
降
雨
が
観
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
5
月
に
予
定
し

て
い
た
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
を

4
月
下
旬
に
行
う
こ
と
と
し
、
今
回
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
苗
畑
担
当

Ｃ
Ｐ
に
技
術
指
導
を
行
っ
た
。
 

 
 
テ

ィ
バ

の
メ
リ

ア
採

種
園
で

は
、

雨
期
に

入
り

メ
リ
ア

の
成

長
も
順

調
で

採
穂
に

は
適

期
で
あ

っ
た

こ
と

か
ら
、
今
回
は

1
0
ク
ロ
ー
ン
か
ら
採
穂
し
さ
し
木
試
験
（
1
ク
ロ
ー
ン
あ
た
り

1
0
本
の
さ
し
木
）
を
行
う

こ
と

と
し
た
。

昨
年

整
枝
・

選
定

し
た
メ

リ
ア

で
は
樹

冠
上

部
に
最

適
な

当
年
枝

が
あ
る
こ
と

か
ら

、
高

枝

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
育
種
（
増
殖
）

 
橋
本
 
光
司

 
20

18
.4

.1
7～

4.
25

 
作
業
監
理

 
上
澤
上
 
静
雄

 
20

18
.4

.1
7～

4.
25
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写
真
１
 
適
正
な
さ
し
木
穂
木
選
定
に
つ
い
て
の
指
導
 

 
 
 
（
メ
リ
ア
採
種
園
）
 

写
真
３
 
穂
木
の
調
整
 

 
 
 
（
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
内
試
験
室
）
 

写
真
８
 
カ
シ
ガ
ウ
-
メ
リ
ア
検
定
林
１
 

写
真
４
 
流
水
浸
漬
（
1
日
）
後
の
穂
の
様
子
 

 
 
 
（
穂
が
水
を
吸
い
上
げ
活
力
も
回
復
）
 

写
真
 

写
真
２
 
高
枝
鋏
に
よ
る
穂
木
採
取
の
様
子
 

 
 
 
（
メ
リ
ア
採
種
園
）
 

写
真
５
 
さ
し
木
手
法
指
導
 

 
 
（
ポ
ッ
ト
は
日
本
か
ら
持
参
し
た
も
の
）
 

写
真
６
 
C
P
に
よ
る
さ
し
木
 

 
 
（
１
ポ
ッ
ト
に
５
本
の
さ
し
穂
）
 

に
つ

い
て

草
の

繁
茂

状
況
を

把
握
し

な
が

ら
適
切

な
管

理
を
行

う
必

要
が
あ

る
。

管
理
費

削
減

の
観
点
か

ら
も
草
刈
方
法
、
頻
度
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
Ｃ
Ｐ
と
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
 

〇
育
種
研
究
に
係
る
予
算
 
 
 

 
 
 

苗
木

に
よ
る

耐
乾

燥
性
試

験
や

メ
リ
ア

人
工

交
配
試

験
に

係
る
Ｄ

Ｎ
Ａ

分
析
等

育
種

研
究
に

係
る

予
算

が
今

後
必

要
と

な
る

が
、
こ

れ
ら
の

予
算

に
つ
い

て
は

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
現

地
活

動
費
か

ら
の

支
出
は
困

難
な

の
で

、
林

木
育

種
セ
ン

タ
ー
が

持
つ

委
託
費

か
ら

振
り
替

え
て

支
出
す

る
こ

と
と
し

、
そ

の
概
算
を

計
上
す
る
よ
う
担
当
Ｃ
Ｐ
に
依
頼
し
た
。
 

 
〇
メ
リ
ア
、
ア
カ
シ
ア
増
殖
試
験
 

 
 
 

今
回

の
メ
リ

ア
さ

し
木
試

験
は

最
適
な

さ
し

穂
が
確

保
で

き
た
こ

と
か

ら
、
3
0
％
以

上
の
発

根
を

期
待

し
て

い
る

。
今

回
の

結
果
を

踏
ま
え

次
の

雨
期
で

あ
る

1
1
月

頃
に

再
度
さ

し
木

試
験
を

行
う

予
定
で

あ

る
。
ア
カ
シ
ア
の
増
殖
試
験
に
つ
い
て
も

1
1
月
に
さ
し
木
、
つ
ぎ
木
試
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
 

 
〇
メ
リ
ア
、
ア
カ
シ
ア
検
定
林
調
査
デ
ー
タ
 

 
 
 
今
年

2～
3
月
に
実
施
さ
れ
た
検
定
林
調
査
デ
ー
タ
（
野
帳
）
を
入
手
し
た
の
で
、
非
常
勤
職
員
に
よ
り

E
x
c
e
l
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し
デ
ー
タ
解
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
 

 
〇
合
同
調
整
委
員
会
（
J
C
C
）
の
開
催
 

 
 
 
７
月
中
旬
に

J
C
C
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
短
期
専
門
家
（
作
業
監
理
）
２
名
を
派
遣
す
る
予
定
で
、

こ
の
中
で
検
定
林
調
査
結
果
等
を
成
果
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
J
I
C
A
地
球
環
境
部
か

ら
担
当
課
長
ら
の
出
席
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
〇
K
E
F
R
I
所
長
退
任
 

 
 
 
K
EF
RI

所
長

D
r.
 C
hi
k
am
ai

は
5
月
ま
で
の
任
期
で
あ
っ
た
が
早
期
退
任
と
な
り
、
現
在
所
長
不
在
と

な
っ
て
い
る
。後

任
所
長
の
人
選
は
公
募
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在

K
EF
RI

首
席

次
長

D
r.
Nj
u
gu
na

、

K
E
F
R
I
次
長

Dr
.
M
u
t
u
r
i
（
林
木
育
種
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
、
K
E
F
R
I
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所

長
 
D
r
.
N
d
u
f
a（

林
木
育
種
サ
イ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
ら
が
応
募
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
5
月
以
降
に
決
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

 ６
．
主
な
面
談
者
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
M
r
.
 
A
u
k
a
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
M
s
.
 
F
l
o
z
a
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ

ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
M
s
.
 
F
l
o
r
e
n
c
e
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
M
s
.
 
M
e
l
i
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
育
種
担
当
 
M
r
.
 
J
a
s
o
n
 
Ka
ri
u
ki
 

 
 
 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
育
種
担
当
 
M
r
.
 
P
a
u
l
 

 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
高
野
憲
一
氏
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
リ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
力
専
門
家
/
業
務
調
整
 
本
庄
由
紀
氏
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写
真
１
３
 
キ
ブ
エ
ジ
－
メ
リ
ア
採
種
園
 

（
下
草
は

5
0
c
m
程
度
）
 

写
真
１
４
 
キ
ブ
エ
ジ
－
ア
カ
シ
ア
実
生
採
種
林
 

（
2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽
、
タ
ワ
ー
か
ら
撮
影
）
 

写
真
１
５
 
C
P
と
の
打
合
せ
（
右
か
ら

M
r
.
K
a
r
i
u
k
i
, 

M
r
.
K
a
m
o
n
d
o
,
 
D
r
.
O
m
o
n
d
i
,
 
M
r
.
P
a
u
l
、
K
E
F
R
I
本
部

会
議
室
）
 

   
 

  

 

  

 
 

写
真
１
０
 
テ
ィ
バ
－
メ
リ
ア
検
定
林
 

（
2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽
）
 

写
真
９
 
テ
ィ
バ
－
メ
リ
ア
検
定
林
 

（
2
0
1
4
年

1
2
月

植
栽
）
 

写
真
７
 
さ
し
木
苗
養
苗
 

（
キ
ツ
イ
苗
畑
の
寒
冷
紗
下
で
養
苗
）
 

写
真

１
１

 
テ

ィ
バ

－
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

の
草

刈
 
（
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
、
タ
ワ
ー
か
ら
撮
影
）
 

写
真
１
２
 
キ
ブ
エ
ジ
－
メ
リ
ア
採
種
園
 

 
（
新
芽
の
成
長
は
良
好
）
 

写
真
８
 
テ
ィ
バ
－
メ
リ
ア
採
種
園
 

（
下
草
は

1
m
程

度
）
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C
P
と

打
合

せ
す

る
。

 

 

３
．

出
張

の
概

要
 

３
．

１
 

メ
リ

ア
の

材
質

調
査

（
写

真
１

～
３

）
 

メ
リ

ア
プ

ラ
ス

ツ
リ

ー
の

材
質

特
性

に
関

す
る

後
代

検
定

を
行

う
た

め
、

メ
リ

ア
次

代
検

定
林

に
お

い
て

、
材

質
調

査
を

実
施

し
た

。
調

査
対

象
検

定
林

は
、

テ
ィ

バ
に

2
0
1
4
年

及
び

2
0
1
5
年

に
造

成
し

た
2
箇

所
と

し
た

。
材

質
調

査
は

、
強

度
及

び
密

度
に

つ
い

て
実

施
し

た
。

調
査

方
法

は
、

立
木

状
態

で
の

非
破

壊
の

測
定

方
法

に
て

行
っ

た
。

測
定

機
器

は
、

前
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
し

た
ツ

リ
ー

ソ

ニ
ッ

ク
及

び
ピ

ロ
デ

ィ
ン

を
用

い
た

。
ツ

リ
ー

ソ
ニ

ッ
ク

に
よ

る
測

定
で

は
強

度
の

評
価

、
ピ

ロ
デ

ィ

ン
に

よ
る

測
定

で
は

密
度

の
評

価
を

行
う

。
ま

た
、

メ
リ

ア
プ

ラ
ス

ツ
リ

ー
ク

ロ
ー

ン
の

材
質

特
性

を

評
価

す
る

た
め

、
テ

ィ
バ

の
メ

リ
ア

採
種

園
に

お
い

て
、

ピ
ロ

デ
ィ

ン
に

よ
る

測
定

を
実

施
し

た
。

 

材
質

調
査

を
開

始
す

る
に

あ
た

り
、

C
P
は

2
0
1
4
年

6
月

以
来

4
年

ぶ
り

の
調

査
で

あ
っ

た
の

で
、

調
査

前
に

K
E
F
R
I
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

の
C
P
6
名

に
対

し
て

、
測

定
機

器
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

指
導

を

行
っ

た
。
C
P
は

、
準

備
段

階
で

配
置

図
、
野

帳
板

、
腐

朽
防

止
用

の
ト

ッ
プ

ジ
ン

ペ
ー

ス
ト

等
を

、
指

示
前

か
ら

用
意

し
て

い
た

。
前

回
の

材
質

調
査

に
お

い
て

、
2
,
6
0
0

本
の

調
査

を
行

っ
た

こ
と

か
ら

、

材
質

調
査

に
対

し
て

十
分

な
知

識
と

経
験

を
取

得
出

来
て

い
る

こ
と

が
伺

え
た

。
今

回
の

調
査

で
は

、

調
査

に
お

け
る

各
自

の
担

当
を

①
測

定
者

②
野

帳
記

入
者

③
測

定
後

の
樹

体
保

護
の

た
め

に
ト

ッ
プ

ジ

ン
を

塗
布

す
る

者
、

と
い

っ
た

3
つ

に
分

け
て

行
う

こ
と

と
し

た
。

調
査

前
の

指
導

で
は

、
機

器
の

操

作
方

法
や

ト
ッ

プ
ジ

ン
の

塗
布

方
法

等
に

つ
い

て
説

明
し

、
担

当
以

外
の

作
業

で
も

お
互

い
に

声
掛

け

し
な

が
ら

進
め

る
よ

う
に

、
作

業
に

つ
い

て
全

員
の

意
思

統
一

を
図

っ
た

。
 

続
い

て
、

テ
ィ

バ
の

メ
リ

ア
次

代
検

定
林

に
て

、
ツ

リ
ー

ソ
ニ

ッ
ク

及
び

ピ
ロ

デ
ィ

ン
の

測
定

を
行

っ
た

。
ツ

リ
ー

ソ
ニ

ッ
ク

の
測

定
は

短
期

専
門

家
が

行
い

、
ピ

ロ
デ

ィ
ン

測
定

は
C
P
が

行
っ

た
。
ツ

リ

ー
ソ

ニ
ッ

ク
の

測
定

は
、
1
時

間
あ

た
り

4
0
本

の
ペ

ー
ス

で
あ

っ
た

。
ピ

ロ
デ

ィ
ン

測
定

は
1
時

間
あ

た
り

8
0
本

の
ペ

ー
ス

で
あ

っ
た

。
出

張
時

の
ケ

ニ
ア

は
、
乾

季
で

あ
り

ま
た

1
番

寒
い

時
期

で
あ

っ
た

が
、

正
午

に
は

気
温

が
高

く
な

り
ま

た
直

射
日

光
に

よ
る

日
焼

け
お

よ
び

林
内

で
の

調
査

移
動

距
離

が

長
い

こ
と

か
ら

、
体

力
の

消
耗

が
激

し
か

っ
た

た
め

、
長

時
間

の
野

外
作

業
を

避
け

て
1
日

4
時

間
程

度
の

調
査

と
し

た
。

C
P

は
、

始
業

時
間

前
に

も
か

か
わ

ら
ず

自
主

的
に

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
に

集
合

し
、

暑
い

時
間

で
の

作
業

を
避

け
る

こ
と

に
努

め
た

。
 

今
回

の
出

張
で

は
、

メ
リ

ア
次

代
検

定
林

に
お

け
る

測
定

は
終

了
し

た
が

、
メ

リ
ア

採
種

園
で

の
測

定
は

終
わ

ら
な

か
っ

た
。
そ

の
た

め
、
C
P
に

残
り

の
測

定
（

キ
ブ

エ
ジ

サ
イ

ト
を

含
む

）
を

依
頼

し
た

。

今
回

の
測

定
デ

ー
タ

は
、

日
本

で
P
C
入

力
し

、
Ｅ

メ
ー

ル
に

て
C
P
へ

デ
ー

タ
を

送
付

す
る

こ
と

と
し

た
。
未

調
査

分
の

採
種

園
の

測
定

デ
ー

タ
は

、
ケ

ニ
ア

に
お

い
て

も
P
C
入

力
す

る
が

、
測

定
後

直
ち

に

野
帳

を
ス

キ
ャ

ン
し

て
日

本
に

Ｅ
メ

ー
ル

に
て

デ
ー

タ
を

送
付

す
る

こ
と

も
確

認
し

た
。

 

な
お

、
効

率
的

な
樹

高
測

定
を

行
う

た
め

バ
ー

テ
ッ

ク
ス

に
よ

る
樹

高
測

定
方

法
を

C
P
へ

指
導

し
た

が
、

測
定

者
に

よ
る

測
定

値
の

違
い

が
大

き
い

こ
と

、
測

竿
に

よ
る

測
定

が
可

能
な

樹
高

で
あ

る
こ

と

な
ど

か
ら

、
検

定
林

調
査

は
こ

れ
ま

で
ど

お
り

測
竿

で
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

 ３
．

２
 

ア
カ

シ
ア

実
生

採
種

林
の

間
伐

に
よ

る
改

良
（

写
真

４
～

６
）

 

 
 

2
0
1
5
年

1
2
月

及
び

2
0
1
6
年

4
月

に
造

成
し

た
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

に
つ

い
て

、
K
E
F
R
I
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

所
長

 
D
r
.
 N
d
u
f
a
 
氏

と
間

伐
に

採
種

林
改

良
に

関
す

る
打

合
せ

を
行

っ
た

。
2
0
1
5
年

1
2
月

A
pp

en
di

x 
5-

4-
3 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
育育

種種
・・

作作
業業

監監
理理

））
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
．

日
程

 

日
 

時
 

内
 

容
 

宿
泊

 

7
月

3
0
日
（

月
）
 
 

移
動

（
日

立
・

津
山

→
羽

田
）

 
 

3
1
日
（

火
）
 
 

移
動

（
羽

田
→

ド
バ

イ
→

ナ
イ

ロ
ビ

）
 

キ
ツ

イ
へ

移
動

 
キ

ツ
イ

 

8
月

 
1
日

（
水

）
 
Ａ

Ｍ
 

Ｐ
Ｍ

 

ピ
ロ

デ
ィ

ン
測

定
の

指
導

 

メ
リ

ア
検

定
林

に
て

材
質

調
査

 
キ

ツ
イ

 

2
日
（

木
）
 
 

メ
リ

ア
検

定
林

に
て

材
質

調
査

 
キ

ツ
イ

 

 
 

 
3
日
（

金
）
 
 

メ
リ

ア
検

定
林

に
て

材
質

調
査

 
キ

ツ
イ

 

 
 

 
4
日
（

土
）
 
 

メ
リ

ア
植

林
地

視
察

（
B
e
t
t
e
r
 
G
l
o
b
e
 
F
o
r
e
s
t
r
y
）

 
キ

ツ
イ

 

5
日
（

日
）
 
 

資
料

整
理

、
資

料
作

成
 

キ
ツ

イ
 

 
 

 
6
日
（

月
）
 

Ａ
Ｍ

 

 Ｐ
Ｍ

 

ア
カ

シ
ア

実
生

採
種

林
の

間
伐

に
関

す
る

現
地

検
討

 

バ
ー

テ
ッ

ク
ス

樹
高

測
定

指
導

 

K
E
F
R
I
 
D
r
y
l
a
n
d
s
 
E
c
o
-
r
e
g
i
o
n
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
K
i
t
u
i
に

て
C
P
打

合
せ

(
N
d
u
f
a
所

長
)
 

キ
ツ

イ
 

 
 

 
7
日
（

火
）
 

Ａ
Ｍ

 

Ｐ
Ｍ

 

ナ
イ

ロ
ビ

へ
移

動
 

K
E
F
R
I
 F
o
r
e
s
t
 P
r
o
d
u
c
t
s
 R
e
s
e
a
r
c
h
 C
e
n
t
r
e
 K
a
r
u
r
a

（
K
E
F
R
I
林

産
研

究
所

）
に

て
C
P
打

合
せ

(
N
e
l
l
i
e
副

所
長

)
 

ナ
イ

ロ
ビ

 

 
 

 
8
日
（

水
）
 
Ａ

Ｍ
 

Ｐ
Ｍ

 

C
A
D
E
P
専

門
家

打
合

せ
 

移
動

（
ナ

イ
ロ

ビ
→

ド
バ

イ
）

 
ド

バ
イ

 

 
 

 
9
日
（

木
）
 
 

移
動

（
ド

バ
イ

→
羽

田
）

 
羽

田
 

 
 

 
1
0
日
（

金
）
 
 

移
動

（
羽

田
→

日
立

・
津

山
）

 
 

 ２
．

出
張

の
目

的
 

ケ
ニ

ア
国

持
続

的
森

林
管

理
の

た
め

の
能

力
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

４

（
林

木
育

種
）

に
お

い
て

、
メ

リ
ア

の
材

質
特

性
を

把
握

す
る

た
め

、
強

度
及

び
密

度
に

つ
い

て
材

質

調
査

を
実

施
す

る
。
ま

た
、
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

の
間

伐
に

つ
い

て
実

施
時

期
及

び
方

法
を

C
P
と

協

議
し

、
今

後
の

育
成

管
理

計
画

を
検

討
す

る
。

さ
ら

に
、

育
種

研
究

に
つ

い
て

今
後

の
研

究
計

画
等

を

 
 

 
 

 
 

担
当

分
野

 
氏

名
 

派
遣

期
間

 

育
種

（
研

究
）

 
宮

下
 

久
哉

 
20

18
.7

.3
0～

8.
10

 
作

業
監

理
 

上
澤

上
 

静
雄

 
20

18
.7

.3
0～

8.
10

 

195



数
回

視
察

に
訪

れ
て

お
り

、
昨

年
か

ら
は

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
の

メ
リ

ア
採

種
園

産
の

種
子

を
購

入
し

て

い
る

。
 

 
 

今
回

の
訪

問
で

は
苗

畑
主

任
か

ら
苗

木
生

産
を

中
心

に
説

明
を

受
け

た
。

B
G
F

で
は

、
自

ら
が

植
栽

し
た

サ
イ

ト
か

ら
母

樹
を

決
め

て
種

子
を

採
取

し
、

ナ
ッ

ツ
殻

か
ら

種
子

の
取

り
出

し
、

ビ
ニ

ー
ル

ト

ン
ネ

ル
内

で
の

発
芽

、
発

芽
し

た
毛

苗
の

生
分

解
性

ポ
ッ

ト
へ

の
移

植
、

苗
木

の
育

成
、

植
栽

、
と

い

っ
た

一
貫

し
た

植
林

活
動

が
出

来
る

体
制

を
整

え
て

い
た

。
ケ

ニ
ア

で
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

バ
ッ

グ
の

使

用
が

法
律

で
禁

止
さ

れ
、

苗
木

生
産

用
バ

ッ
グ

も
使

用
で

き
な

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
B
G
F

で
は

中
国

か
ら

生
分

解
性

ポ
ッ

ト
を

直
輸

入
し

て
い

る
（

1
個

4
k
s
h
、

約
4
.
4
円

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
バ

ッ
グ

の
倍

以
上

）
。

同
行

し
た

K
E
F
R
I
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

の
N
d
u
f
a
所

長
も

参
考

の
た

め
持

ち
帰

っ
て

い
た

。
B
G
F

で
の

メ
リ

ア
の

苗
木

生
産

量
は

2
0
1
7
年

1
2
0
万

本
で

主
に

契
約

農
家

等
へ

配
布

し
て

い
る

。
今

回
の

訪

問
時

に
は

、
季

節
雇

用
を

含
め

て
約

6
0
名

が
苗

畑
で

働
い

て
い

た
。

 

B
G
F

が
植

林
し

た
メ

リ
ア

林
は

、
成

林
し

て
い

た
場

合
や

不
成

績
造

林
地

と
な

っ
て

い
た

場
合

を
見

る
こ

と
が

出
来

た
。

植
栽

年
に

か
か

わ
ら

ず
、

植
栽

場
所

に
よ

っ
て

成
長

や
生

存
率

に
大

き
な

影
響

が

み
ら

れ
た

。
風

衝
被

害
や

日
照

条
件

に
よ

る
被

圧
、

土
壌

水
分

量
に

よ
る

差
な

ど
、

こ
れ

ま
で

に
見

聞

き
し

て
い

た
メ

リ
ア

植
林

に
お

い
て

起
こ

っ
て

い
た

問
題

を
す

べ
て

観
察

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
そ

う

し
た

中
で

も
、

す
で

に
3
0
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

も
の

メ
リ

ア
の

植
林

を
成

功
さ

せ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

お
い

て
、

メ
リ

ア
植

林
の

成
功

モ
デ

ル
と

し
て

B
G
F
と

の
連

携
は

重
要

に
な

っ
て

く
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
 

B
G
F
の

サ
イ

ト
ま

で
は

、
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

か
ら

B
G
F
の

事
務

所
が

あ
る

M
w
i
n
g
i
ま

で
舗

装
路

を

1
0
0
k
m
移

動
し

、
そ

の
後

道
案

内
の

職
員

に
同

行
し

て
貰

い
ラ

フ
ロ

ー
ド

を
進

む
。

M
w
i
n
g
i
ま

で
1
時

間
3
0
分

掛
か

り
、

さ
ら

に
ラ

フ
ロ

ー
ド

を
1
時

間
3
0
分

程
掛

る
の

で
、

移
動

に
3
時

間
を

要
す

る
。

ラ
フ

ロ
ー

ド
が

長
い

の
で

、
移

動
に

大
変

疲
れ

る
の

だ
が

、
一

見
の

価
値

が
あ

る
サ

イ
ト

で
あ

っ
た

。
 

 ４
．

Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｅ

Ｐ
専

門
家

と
の

打
合

せ
 

 
高

畑
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
、

今
回

の
出

張
の

概
要

を
説

明
し

た
。

材
質

調
査

は
、

キ
ツ

イ
セ

ン

タ
ー

の
協

力
に

よ
り

順
調

に
進

み
、

採
種

園
で

の
未

調
査

分
も

C
P
に

依
頼

し
た

。
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種

林
の

間
伐

に
つ

い
て

は
、

ア
カ

シ
ア

採
種

林
の

成
長

も
想

定
以

上
で

あ
り

、
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

に
よ

る

育
成

管
理

も
適

切
で

あ
っ

た
こ

と
を

伝
え

た
。

課
題

と
な

っ
て

い
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

経
費

の
運

用
に

つ

い
て

、
と

く
に

採
種

園
、

採
種

林
及

び
検

定
林

の
育

成
管

理
は

、
警

備
員

の
見

直
し

や
除

草
作

業
の

効

率
化

に
よ

っ
て

経
費

の
削

減
を

図
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
が

、
ブ

ッ
シ

ュ
カ

ッ
タ

ー
の

購
入

と
い

っ

た
新

た
な

意
見

が
出

さ
れ

た
の

で
、

今
後

も
ケ

ニ
ア

側
の

負
担

要
請

と
と

も
に

日
本

側
で

も
経

費
削

減

に
向

け
た

ア
イ

デ
ア

出
し

を
ケ

ニ
ア

側
と

と
も

に
検

討
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

 ５
．

今
後

の
課

題
等

 

〇
K
E
F
R
I
所

長
 
の

交
代

 

 
 

2
期

6
年

K
E
F
R
I
所

長
を

勤
め

た
B
e
n
 C
h
i
k
a
m
a
i
 
氏

が
勇

退
し

、
T
h
e
 N
e
t
w
o
r
k
 f
o
r
 N
a
t
u
r
a
l
 G
u
m
s
 

a
n
d
 R
e
s
i
n
s
 i
n
 A
f
r
i
c
a
 
の

E
x
e
c
u
t
i
v
e
 S
e
c
r
e
t
a
r
y
に

就
任

し
た

。
出

張
時

に
は

後
任

の
所

長
 
が

決
ま

っ
て

お
ら

ず
、

5
か

月
も

の
空

席
の

状
態

と
な

っ
て

い
る

。
D
r
.
 J
a
n
e
 N
j
u
g
u
n
a
、

D
r
.
 G
a
b
r
i
e
l
 

M
u
t
u
r
i
、

D
r
.
 
J
a
m
e
s
 
N
d
u
f
a
ほ

か
1
名

 
が

K
E
F
R
I
か

ら
の

候
補

者
で

あ
り

、
出

張
の

前
週

に
面

接

を
受

け
て

い
た

。
 

に
造

成
し

た
採

種
林

に
つ

い
て

は
、

定
期

調
査

が
予

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

枝
打

ち
及

び
下

草
の

刈

り
払

い
を

実
施

し
て

い
た

。
ア

カ
シ

ア
は

水
平

方
向

へ
枝

を
張

り
や

す
い

た
め

、
垂

直
方

向
へ

の
樹

幹

誘
導

を
目

的
と

し
て

枝
打

ち
を

行
っ

て
お

り
、

枝
条

の
整

理
も

実
施

し
林

内
は

き
れ

い
に

整
備

さ
れ

て

い
た

。
 

 
 

2
0
1
5
年

1
2
月

に
造

成
し

た
採

種
林

は
、

ほ
ぼ

す
べ

て
の

植
栽

木
が

自
立

し
て

お
り

支
柱

に
よ

る
指

示
の

必
要

が
な

く
な

っ
て

い
る

状
態

で
あ

っ
た

。
ま

た
、
2
0
1
8
年

2
月

の
出

張
時

と
比

較
し

て
、
一

斉

に
ア

カ
シ

ア
が

自
立

し
た

よ
う

に
感

じ
る

ほ
ど

、
予

想
よ

り
生

長
が

早
く

前
回

と
は

全
く

違
っ

た
様

相

を
呈

し
て

い
た

。
 

N
d
u
f
a
所

長
と

の
打

ち
合

わ
せ

で
は

、
2
0
1
5
年

1
2
月

に
造

成
し

た
採

種
林

は
2
0
1
9
年

8
月

か
ら

1
1

月
の

期
間

に
、
2
0
1
6
年

4
月

に
造

成
し

た
採

種
林

は
2
0
2
0
年

8
月

か
ら

1
1
月

の
期

間
に

間
伐

す
る

方

向
で

検
討

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

間
伐

は
、

植
栽

木
の

成
長

が
よ

い
こ

と
か

ら
、

点
状

で
は

な
く

列

状
で

行
う

こ
と

を
説

明
し

た
。

た
だ

し
間

伐
に

つ
い

て
は

、
K
E
F
R
I
H
Q
_
M
u
g
u
g
a
 
の

M
r
.
K
a
r
i
u
k
i
育

種

担
当

と
打

合
せ

を
し

て
か

ら
正

式
に

決
定

す
る

こ
と

を
伝

え
た

。
な

お
、

8
月

7
日

か
ら

K
a
r
i
u
k
i
育

種
担

当
が

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
に

赴
き

、
メ

リ
ア

次
代

検
定

林
及

び
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

の
定

期
調

査

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
 

 
 

な
お

、
ア

カ
シ

ア
採

種
林

で
は

数
家

系
に

お
い

て
鞘

が
確

認
さ

れ
た

。
植

栽
後

2
年

で
開

花
・

結
実

が
確

認
さ

れ
た

の
は

予
想

よ
り

か
な

り
早

い
が

、
今

後
発

芽
試

験
に

よ
り

種
子

の
充

実
度

等
の

確
認

が

必
要

で
あ

る
。

 

 ３
．

３
 

育
種

研
究

に
関

す
る

打
合

せ
 

 
 

D
r
.
 
N
d
u
f
a

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
所

長
と

、
メ

リ
ア

の
材

密
度

と
バ

イ
オ

マ
ス

量
に

関
す

る
に

研
究

結

果
の

取
り

ま
と

め
に

つ
い

て
打

合
せ

を
行

っ
た

。
ま

た
、

メ
リ

ア
採

種
園

及
び

メ
リ

ア
検

定
林

に
お

け

る
材

質
調

査
に

つ
い

て
打

合
せ

を
行

っ
た

。
2
0
1
5
年

に
造

成
し

た
メ

リ
ア

検
定

林
に

つ
い

て
は

、
強

度

の
測

定
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

内
可

能
か

ど
う

か
、

今
後

の
肥

大
成

長
の

過
程

を
観

察
し

な
が

ら
検

討

し
て

い
く

こ
と

を
確

認
し

た
。

 

 
 

M
s
.
 N
e
l
l
i
e
林

産
研

究
所

副
所

長
と

、
メ

リ
ア

の
年

輪
解

析
及

び
静

的
試

験
の

取
り

ま
と

め
に

つ
い

て
打

合
せ

を
行

っ
た

。
ま

た
、

D
r
.
 
N
d
u
f
a
 
所

長
と

の
打

合
せ

結
果

を
踏

ま
え

た
、

今
後

の
材

質
調

査

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
説

明
し

た
。

万
能

試
験

機
を

扱
う

技
師

の
M
r
.
 
D
o
m
i
n
i
c
氏

が
今

年
定

年

退
職

す
る

た
め

、
退

職
す

る
ま

で
に

新
規

採
用

を
行

い
、

採
用

者
を

大
学

等
の

研
修

に
派

遣
し

、
さ

ら

に
M
r
.
 
D
o
m
i
n
i
c
氏

か
ら

も
機

器
操

作
の

指
導

を
受

け
る

よ
う

に
計

画
し

て
い

る
旨

を
説

明
さ

れ
た

。
 

 
 

 

３
．

４
 

民
間

セ
ク

タ
ー

に
よ

る
メ

リ
ア

植
林

地
の

視
察

（
写

真
７

～
1
4
）

 

 
 

ツ
リ

ー
ソ

ニ
ッ

ク
に

よ
る

調
査

を
早

め
に

終
了

す
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

か
ら

、
N
d
u
f
a

所
長

と
民

間
セ

ク
タ

ー
メ

リ
ア

植
林

地
の

視
察

を
行

っ
た

。
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

か
ら

北
に

8
0
k
m
 
に

位
置

す
る

L
a
k
e
 
K
i
a
m
b
e
r
e
 
(
キ

ア
ン

ベ
ア

－
湖

)
の

湖
畔

に
B
e
t
t
e
r
 
G
l
o
b
e
 
F
o
r
e
s
t
r
y
 
L
t
d
.
 
が

2
0
0
6
年

1
2

月
よ

り
メ

リ
ア

の
植

林
を

開
始

し
現

在
約

3
0
0
h
a
を

造
成

し
て

い
る

。
植

林
に

は
、
T
h
e
 T
a
n
a
 a
n
d
 A
t
h
i
 

R
i
v
e
r
s
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 A
u
t
h
o
r
i
t
y
 (
タ

ナ
・

ア
テ

ィ
リ

バ
ー

開
発

公
社

)
が

用
地

提
供

及
び

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
 

（
参

照
：

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
b
e
t
t
e
r
g
l
o
b
e
.
c
o
m
/
p
u
b
l
i
s
h
e
d
.
a
s
p
x
/
P
u
b
l
i
c
/
K
i
a
m
b
e
r
e
P
i
l
o
t
）

 

 
 

こ
れ

ま
で

に
、

C
A
D
E
P
専

門
家

（
林

木
育

種
セ

ン
タ

ー
を

含
む

）
、

K
E
F
R
I
の

C
P
及

び
K
F
S
の

C
P
が
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写
真

３
 

ツ
リ

ー
ソ

ニ
ッ

ク
測

定
 

写
真

５
 

ア
カ

シ
ア

採
種

林
・

検
定

林
施

業

方
法

等
打

合
せ

 

写
真

１
 

ピ
ロ

デ
ィ

ン
測

定
方

法
指

導
 

写
真

２
 

ピ
ロ

デ
ィ

ン
測

定
方

法
指

導
 

写写
真真

  

写
真

４
 

ア
カ

シ
ア

採
種

林
・

検
定

林
 

 
（

2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽

、
樹

高
３

～
５

ｍ
）
 

写
真

６
 

鞘
を

付
け

て
い

る
ア

カ
シ

ア
 

 
 

D
r
.
 J
a
n
e
 N
j
u
g
u
n
a
 
は

 
P
a
t
h
o
l
o
g
i
s
t
 
で

あ
り

、
K
E
F
R
I
の

A
g
 (
A
d
j
u
t
a
n
t
 g
e
n
e
r
a
l
)
 D
i
r
e
c
t
o
r

で
あ

る
。
メ

リ
ア

採
種

園
に

病
虫

害
被

害
が

発
生

し
た

と
き

に
、
キ

ツ
イ

ま
で

出
張

し
て

貰
い

、
病

理

片
の

採
取

と
解

析
を

行
い

、
F
F
P
R
I
の

佐
橋

短
期

専
門

家
と

と
も

に
対

処
方

法
を

提
案

し
て

貰
っ

た
。
 

 
 

な
お

、
D
r
.
 G
a
b
r
i
e
l
 M
u
t
u
r
i
 
は

ケ
ニ

ア
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
で

あ
り

、
D
r
.
 J
a
m
e
s
 N
d
u
f
a
 

は
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

の
所

長
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

現
場

責
任

者
）

で
あ

る
。

 

 ６
．

主
な

面
談

者
 

 
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
Ｋ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
Ｉ

）
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

所
長

 
D
r
.
 
J
a
m
e
s
 
N
d
u
f
a
 

 
 
 
 
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

Ｋ
Ｅ

Ｆ
Ｒ

Ｉ
）

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
 
M
r
.
 
A
u
k
a
 

 
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
Ｋ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
Ｉ

）
林

産
研

究
所

副
所

長
 

M
s
.
 
N
e
l
l
i
e
 
O
d
u
o
r
 
 

 
 

B
e
t
t
e
r
 
G
l
o
b
e
 
F
o
r
e
s
t
r
y
,
 
M
w
i
n
g
i
 
O
f
f
i
c
e
,
 
M
r
.
 
K
a
m
u
w
o
n
g
o
 

C
A
D
E
P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 
高

畑
 
啓

一
 
氏

 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
森

林
普

及
専

門
家

 
齋

藤
 
克

郎
 
氏

 

 
 

C
A
D
E
P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
協

力
専

門
家

/
業

務
調

整
 

本
庄

 
由

紀
 
氏
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写
真

1
3
 

B
G
F
メ

リ
ア

植
林

地
（

最
も

生
長

の
良

い
植

林
地

、
2
0
0
8

年
植

栽
、

直
径

1
8
c
m
、

樹
高

1
3
m
）

 

写
真

1
4
 

B
G
F
メ

リ
ア

植
林

地
（

生
長

が
あ

ま
り

良
く

な
い

、
2
0
1
5
年

？
植

栽
）

 

 

   

  
写

真
1
1
 

生
分

解
性

ポ
ッ

ト
（

中
国

製
）

 
写

真
1
2
 

メ
リ

ア
苗

木
の

順
化

 

写
真

７
 

B
e
t
t
e
r
 G
l
o
b
e
 F
o
r
e
s
t
r
y
 M
w
i
n
g
i

事
務

所
 

写
真

８
 

メ
リ

ア
ナ

ッ
ツ

殻
か

ら
の

種
子

採
取

 

写
真

1
0
 

発
芽

毛
苗

の
ポ

ッ
ト

へ
の

移
植

 

 
（

殺
菌

剤
を

使
用

）
 

写
真

９
 

メ
リ

ア
発

芽
床
（

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
で

カ
バ

ー
し

て
い

る
）
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３
．

出
張

の
概

要
 

３
．

１
 

ア
カ

シ
ア

実
生

採
種

林
の

間
伐

（
写

真
１

）
 

 
 

2
0
1
5
年

1
2
月

及
び

2
0
1
6
年

4
月

に
植

栽
し

た
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

に
つ

い
て

、
K
E
F
R
I
育

種
担

当
K
a
r
i
u
k
i
氏

お
よ

び
T
i
v
a
フ

ィ
ー

ル
ド

長
の

A
u
k
a
氏

等
と

間
伐

に
関

し
て

協
議

し
た

。
T
i
v
a
の

現

地
に

は
、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

2
の

齋
藤

長
期

専
門

家
と

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
ス

タ
ッ

フ
の

O
s
i
n
d
i
氏

も
同

行

し
た

。
 

現
況

と
し

て
、
2
0
1
6
年

4
月

に
植

栽
し

た
採

種
林

は
、
ほ

ぼ
す

べ
て

の
植

栽
木

が
自

立
し

て
お

り
支

柱
に

よ
る

支
持

の
必

要
が

な
く

な
っ

て
い

る
状

態
と

な
っ

て
お

り
、

2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽

分
と

合
わ

せ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
造

成
し

た
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

に
つ

い
て

成
林

化
す

る
こ

と
を

達
成

し
た

。
 

Ｃ
Ｐ

と
の

協
議

に
お

い
て

、
2
0
1
5
年

1
2
月

に
造

成
し

た
採

種
林

は
2
0
1
9
年

1
1
月

末
ま

で
に

、
2
0
1
6

年
4
月

に
造

成
し

た
採

種
林

は
2
0
2
0
年

1
0
月

か
ら

1
1
月

の
期

間
に

間
伐

す
る

こ
と

と
し

た
。
間

伐
方

法
は

、
植

栽
木

の
成

長
が

良
好

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
点

状
で

は
な

く
列

状
で

行
う

こ
と

と
し

た
。
ま

た
、

列
の

方
向

は
対

角
線

と
す

る
こ

と
と

し
た

。
各

系
統

4
本

ボ
ッ

ク
ス

植
え

の
各

プ
ロ

ッ
ト

2
本

を
伐

っ

て
2
本

を
残

す
こ

と
と

な
る

。
 

な
お

、
こ

れ
ま

で
に

調
査

し
て

き
た

成
長

デ
ー

タ
は

ま
だ

電
子

化
さ

れ
て

お
ら

ず
、

K
i
t
u
i

セ
ン

タ

ー
の

D
a
m
a
r
i
s
氏

に
入

力
す

る
こ

と
を

依
頼

し
た

。
 

ま
た

、
2
0
1
8
年

8
月

に
も

観
察

さ
れ

た
鞘

が
確

認
出

来
た

が
、
数

家
系

の
み

で
あ

り
、
ま

だ
全

体
的

な
着

果
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

 ３
．

２
 

メ
リ

ア
お

よ
び

ア
カ

シ
ア

の
ク

ロ
ー

ン
増

殖
 

３
．

２
．

1
 

メ
リ

ア
の

さ
し

木
（

写
真

２
）

 

林
木

育
種

セ
ン

タ
ー

関
西

育
種

場
で

実
施

し
た

メ
リ

ア
と

同
属

種
で

あ
る

日
本

産
セ

ン
ダ

ン
（

Me
li

a
 

az
ed

ar
ac

h
）

の
さ

し
木

試
験

の
結

果
を

基
に

、
K
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
Ｃ

Ｐ
6
名

を
対

象
に

指
導

を
行

っ
た

。
参

加
者

は
、

K
a
r
i
u
k
i
氏

、
A
u
k
a
氏

、
K
y
a
l
o
氏

、
F
r
o
u
z
a
氏

、
M
e
r
r
y
氏

、
K
i
s
h
i
t
i

氏
で

あ
る

。
な

お
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
2
の

齋
藤

氏
と

O
s
i
n
d
i
氏

も
参

加
し

た
。

 

今
回

も
、

前
回

2
0
1
8
年

8
月

と
同

様
に

萌
芽

枝
を

穂
木

と
し

て
さ

し
木

試
験

を
行

う
こ

と
と

し
た

。

2
0
1
9
年

3
-
4
月

の
雨

季
に

伸
長

し
、

や
や

木
化

し
た

枝
を

対
象

に
、

あ
ら

穂
の

長
さ

を
5
0
c
m
と

し
て

採
穂

し
た

。
採

穂
に

あ
た

っ
て

は
、

成
長

の
良

好
な

3
ク

ロ
ー

ン
を

用
い

る
こ

と
と

し
た

。
採

穂
を

始

め
る

前
に

、
テ

ィ
バ

の
メ

リ
ア

採
種

園
に

お
い

て
、

ど
の

よ
う

な
枝

が
適

し
て

い
る

か
を

Ｃ
Ｐ

に
あ

ら

た
め

て
説

明
し

た
。

前
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
Ｃ

Ｐ
に

は
つ

ぎ
木

用
の

穂
木

の
採

取
方

法
を

指

導
し

た
こ

と
か

ら
、

今
回

も
穂

木
選

定
に

つ
い

て
は

理
解

が
早

く
、

ま
た

、
ク

ー
ラ

ー
ボ

ッ
ク

ス
と

水

を
含

ん
だ

新
聞

紙
を

用
意

し
、

適
切

に
穂

木
を

取
り

扱
う

こ
と

が
出

来
て

い
た

。
 

ま
た

、
前

処
理

と
し

て
今

回
も

前
回

お
よ

び
前

々
回

2
0
1
8
年

1
月

と
同

様
に

、
採

取
し

た
穂

木
を

1

日
流

水
に

入
れ

穂
木

の
活

力
を

回
復

さ
せ

る
行

程
を

行
っ

た
。

 

さ
し

木
床

は
、
深

さ
4
0
c
m
の

底
穴

構
造

の
育

苗
コ

ン
テ

ナ
を

用
い

る
こ

と
と

し
た

。
ま

ず
底

辺
に

粒

径
5
m
m
程

度
の

砂
を

一
層

敷
き

詰
め

る
こ

と
と

し
、

砂
利

置
き

場
か

ら
ふ

る
い

を
用

い
て

砂
を

選
別

し

た
。

選
別

し
た

砂
は

、
水

で
数

回
洗

い
、

最
後

に
殺

菌
剤

を
投

与
し

た
。

さ
し

木
の

用
土

は
、

オ
ー

ル

ド
コ

コ
ピ

ー
ト

、
砂

、
軽

石
の

3
種

類
と

し
た

。
軽

石
は

、
鹿

沼
土

の
代

替
と

し
て

想
定

し
て

い
る

。
 

な
お

、
軽

石
は

、
事

前
お

よ
び

出
張

中
に

調
達

を
指

示
し

て
い

た
が

、
土

や
石

等
を

用
意

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
再

々
度

調
達

を
指

示
し

た
と

こ
ろ

、
ナ

イ
ロ

ビ
に

移
動

後
の

8
/
5
月

に
K
a
r
i
u
k
i
氏

が
ナ

A
pp

en
di

x 
5-

4-
4 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
育育

種種
・・

作作
業業

監監
理理

））
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
．

日
程

 

日
 

時
 

内
 

容
 

宿
泊

 

7
月

2
9
日
（

月
）
 
 

移
動

（
津

山
→

羽
田

）
 

 

3
0
日
（

火
）
 
 

移
動

（
羽

田
→

ド
バ

イ
→

ナ
イ

ロ
ビ

）
 

キ
ツ

イ
へ

移
動

 
キ

ツ
イ

 

3
1
日
（

水
）
 
 

メ
リ

ア
お

よ
び

ア
カ

シ
ア

の
ク

ロ
ー

ン
増

殖
指

導
 

キ
ツ

イ
 

8
月

 
1
日

（
木

）
 
 

ア
カ

シ
ア

実
生

採
種

林
の

間
伐

に
関

す
る

現
地

指
導

 

メ
リ

ア
お

よ
び

ア
カ

シ
ア

の
ク

ロ
ー

ン
増

殖
指

導
 

キ
ツ

イ
 

 
 

 
2
日
（

金
）
 
 

コ
ン

ポ
2
と

コ
ン

ポ
4
と

の
連

携
に

関
す

る
打

合
せ

 

メ
リ

ア
お

よ
び

ア
カ

シ
ア

の
ク

ロ
ー

ン
増

殖
指

導
 

キ
ツ

イ
 

 
 

 
3
日
（

土
）
 
Ａ

Ｍ
 

Ｐ
Ｍ

 

ナ
イ

ロ
ビ

へ
移

動
 

C
A
D
E
P
専

門
家

打
合

せ
(
ナ

イ
ロ

ビ
市

内
)
 

ナ
イ

ロ
ビ

 

4
日
（

日
）
 
Ａ

Ｍ
 

Ｐ
Ｍ

 

C
A
D
E
P
専

門
家

打
合

せ
(
ナ

イ
ロ

ビ
市

内
)
 

資
料

整
理

 
ナ

イ
ロ

ビ
 

 
 

 
5
日
（

月
）
 

Ａ
Ｍ

 

  Ｐ
Ｍ

 

K
E
F
R
I
_
F
o
r
e
s
t
 
P
r
o
d
u
c
t
s
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 

C
e
n
t
r
e
_
K
a
r
u
r
a
に

て
Ｃ

Ｐ
打

合
せ

(
N
e
l
l
i
e
所

長
)
 

K
E
F
R
I
 
H
Q
_
K
a
r
u
r
a
に

て
C
A
D
E
P
専

門
家

打
合

せ
 

K
E
F
R
I
 
H
Q
_
M
u
g
u
g
a
に

て
Ｃ

Ｐ
打

合
せ

(
D
r
.
N
d
u
f
a
)
 

ナ
イ

ロ
ビ

 

 
 

 
6
日
（

火
）
 
Ａ

Ｍ
 

Ｐ
Ｍ

 

C
A
D
E
P
専

門
家

打
合

せ
(
ナ

イ
ロ

ビ
市

内
)
 

移
動

（
ナ

イ
ロ

ビ
→

ド
バ

イ
）

 
ド

バ
イ

 

 
 

 
7
日
（

水
）
 
 

移
動

（
ド

バ
イ

→
羽

田
）

 
羽

田
 

 
 

 
8
日
（

木
）
 
 

移
動

（
羽

田
→

津
山

）
 

 

 ２
．

出
張

の
目

的
 

ケ
ニ

ア
国

持
続

的
森

林
管

理
の

た
め

の
能

力
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

４

（
林

木
育

種
）

に
お

い
て

計
画

し
て

い
る

、
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

の
間

伐
に

つ
い

て
実

施
時

期
及

び

方
法

を
Ｃ

Ｐ
と

協
議

し
、

今
後

の
育

成
管

理
計

画
を

検
討

す
る

。
ま

た
同

じ
く

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
４

で

技
術

開
発

を
計

画
し

て
い

る
、

メ
リ

ア
お

よ
び

ア
カ

シ
ア

の
ク

ロ
ー

ン
増

殖
方

法
に

つ
い

て
講

義
し

、

メ
リ

ア
に

つ
い

て
は

さ
し

木
を

、
ア

カ
シ

ア
に

つ
い

て
は

つ
ぎ

木
に

関
す

る
増

殖
技

術
の

指
導

を
Ｃ

Ｐ

に
行

う
。

さ
ら

に
、

育
種

研
究

に
関

す
る

今
後

の
研

究
計

画
等

に
つ

い
て

Ｃ
Ｐ

と
打

合
せ

を
行

う
。

 

こ
の

他
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
２

と
の

連
携

を
図

る
た

め
に

、
関

係
者

と
協

議
を

行
う

。
 

 

担
当

分
野

 
氏

名
 

派
遣

期
間

 
育

種
（

研
究

）
 

宮
下

 
久

哉
 

20
19

.7
.3

0～
8.

10
 

199



て
意

志
統

一
を

図
っ

た
。

メ
リ

ア
に

つ
い

て
は

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

２
と

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

今
回

計

画
し

て
い

た
第

2
世

代
選

抜
の

試
行

の
予

定
日

に
入

っ
た

た
め

、
試

行
が

実
行

出
来

な
か

っ
た

こ
と

か

ら
、
次

回
出

張
時

に
お

い
て

T
i
v
a
の

検
定

林
で

成
長

と
材

質
が

良
か

っ
た

個
体

に
つ

い
て

、
現

地
で

樹

形
や

病
虫

害
被

害
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
か

ら
選

木
し

、
そ

の
個

体
を

伐
期

に
近

い
1
0
年

生
ま

で
追

跡
調

査
す

る
こ

と
を

合
意

し
、

今
回

は
合

意
形

成
の

み
と

し
た

。
 

 
 

N
e
l
l
i
e
木

材
研

究
所

長
と

、
メ

リ
ア

の
年

輪
解

析
及

び
静

的
試

験
の

取
り

ま
と

め
に

つ
い

て
打

合
せ

を
行

っ
た

。
ま

た
、

今
後

の
材

質
調

査
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

説
明

し
た

。
万

能
試

験
機

を
扱

う

技
師

の
D
o
m
i
n
i
c
氏

が
2
0
1
9
年

3
月

を
も

っ
て

定
年

退
職

さ
れ

た
た

め
、
後

継
の

技
師

を
新

規
採

用
し

育
成

し
て

い
る

こ
と

を
説

明
さ

れ
た

。
な

お
、
N
e
l
l
i
e
氏

は
、
2
0
1
9
年

2
月

に
副

所
長

か
ら

所
長

に
昇

格
さ

れ
た

そ
う

で
あ

る
。

 

N
d
u
f
a

元
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

所
長

と
、

メ
リ

ア
の

材
密

度
と

バ
イ

オ
マ

ス
量

に
関

す
る

に
研

究
結

果

の
取

り
ま

と
め

に
つ

い
て

打
合

せ
を

行
っ

た
。
ま

た
、
N
e
l
l
i
e
氏

と
の

打
合

せ
結

果
を

踏
ま

え
、
メ

リ

ア
採

種
園

及
び

メ
リ

ア
検

定
林

に
お

け
る

材
質

調
査

に
つ

い
て

打
合

せ
を

行
っ

た
。

メ
リ

ア
第

2
世

代

選
抜

に
向

け
、

メ
リ

ア
検

定
林

の
成

長
を

観
察

し
な

が
ら

検
討

し
て

い
く

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、

N
d
u
f
a
氏

は
、

2
0
1
9
年

3
月

に
M
u
g
u
g
a
に

異
動

さ
れ

た
そ

う
だ

が
、

役
職

は
未

定
だ

そ
う

で
あ

る
。

 

 
 

 

３
．

４
 

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
２

と
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

４
と

の
連

携
に

関
す

る
打

合
せ

（
写

真
４

）
 

出
席

者
は

、
M
u
g
u
g
a
本

部
か

ら
M
u
t
u
r
i
氏
（

K
E
F
R
I
 
副

所
長

）
と

K
a
r
i
u
k
i
氏

、
M
u
g
u
g
a
シ

ー
ド

 
セ

ン
タ

ー
か

ら
K
a
m
o
n
d
o
氏

、
キ

ブ
ウ

ェ
ジ

か
ら

M
u
s
y
o
k
i
氏

と
M
u
c
h
i
r
i
氏

、
K
i
t
u
i
か

ら
K
i
g
w
a
氏

、
 
コ

ン
ポ

２
の

齋
藤

氏
と

O
s
i
n
d
i
氏

、
宮

下
の

9
名

が
出

席
し

た
。

な
お

、
事

前
に

齋
藤

専
門

家
か

ら
 
前

週

に
実

施
さ

れ
た

 
1
 
回

目
の

連
携

に
関

す
る

打
合

せ
に

つ
い

て
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

を
受

け
て

か
ら

打
合

せ

に
臨

ん
だ

。
 
 

「
2
.
5
.
6
 
改

良
メ

リ
ア

種
苗

へ
の

ア
ク

セ
ス

改
善

」
に

対
応

し
て

、
今

後
の

改
良

メ
リ

ア
種

苗
の

適
切

な
管

理
方

法
に

つ
い

て
議

論
を

開
始

し
た

。
テ

ィ
バ

採
種

園
産

種
子

に
お

い
て

は
、
前

 
育

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
改

良
メ

リ
ア

種
子

の
配

布
・

流
通

体
制

の
整

備
の

一
環

と
し

て
K
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー
に

 

I
m
p
r
o
v
e
d
 M
e
l
i
a
 s
e
e
d
 d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 u
n
i
t
 
が

設
置

さ
れ

、
種

子
の

保
存

体
制

が
整

え
ら

れ
て

い
る

。

2
0
1
9
 
年

の
K
i
b
w
e
z
i
採

種
園

に
お

け
る

球
果

収
集

は
、
K
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー
か

ら
K
y
a
l
o
氏

が
2
回

出
張

し

た
の

み
で

あ
る

と
の

報
告

が
あ

っ
た

。
K
i
t
u
i
と

K
i
b
w
e
z
i
で

は
成

熟
時

期
が

少
し

ず
れ

る
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

こ
と

と
、「

2
.
5
.
3
 
選

択
し

た
農

家
に

対
す

る
改

良
メ

リ
ア

植
林

に
関

す
る

支
援

」
に

関
連

し
た

系
統

毎
の

収
集

が
可

能
で

あ
る

か
ど

う
か

と
い

っ
た

こ
と

も
課

題
で

あ
り

、
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

K
i
b
w
e
z
i
に

研
究

者
を

再
配

置
す

る
必

要
が

あ
る

と
の

発
言

が
あ

っ
た

。
し

か
し

、
M
u
s
y
o
k
i
氏

か
ら

す
で

に
M
u
c
h
i
r
i

氏
が

 
2
0
1
8
年

1
0
月

か
ら

着
任

し
た

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
続

い
て

、
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

、
採

種
園

産
種

子

の
収

集
が

最
も

重
要

で
あ

り
今

後
 
s
y
s
t
e
m
a
t
i
c
に

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

い
っ

た
提

案
が

あ
っ

た
。

K
a
r
i
u
k
i
氏

か
ら

現
行

の
木

を
ゆ

す
っ

て
フ

ル
ー

ツ
を

落
と

す
方

法
は

捨
て

る
フ

ル
ー

ツ
が

多

い
と

の
指

摘
が

あ
り

、
M
u
c
h
i
r
i
氏

か
ら

成
熟

度
合

い
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
コ

レ
ク

テ
ィ

ン
グ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

て
収

集
を

実
施

す
る

べ
き

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 
 

次
に

、
採

種
園

の
管

理
に

つ
い

て
、
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

重
要

な
課

題
で

あ
る

と
の

提
起

が
あ

っ
た

。
新

年

度
の

予
算

執
行

が
始

ま
っ

た
こ

と
で

、
下

刈
り

の
頻

度
や

時
期

等
を

コ
ス

ト
面

か
ら

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
M
u
t
u
r
i
氏

が
提

案
し

た
。
さ

ら
に

M
u
s
y
o
k
i
氏

か
ら

ア
カ

シ
ア

実
生

採
種

林
の

枝
打

ち
も

重
要

で

あ
る

と
の

補
足

が
あ

っ
た

。
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

除
草

剤
を

ま
く

試
験

区
画

を
作

り
コ

ス
ト

試
算

を
検

討
し

て

イ
バ

シ
ャ

湖
周

辺
で

調
達

に
成

功
し

、
大

中
小

の
径

の
大

き
さ

が
異

な
る

3
種

類
を

入
手

出
来

た
。

K
a
r
i
u
k
i

氏
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
写

真
を

見
る

限
り

で
は

、
大

が
鹿

沼
土

の
細

粒
に

近
い

よ
う

に
見

え

た
。

こ
れ

ら
軽

石
を

用
土

と
し

た
さ

し
木

は
、

8
/
9
金

に
前

週
と

同
じ

系
統

を
用

い
て

K
a
r
i
u
k
i
氏

が

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

そ
の

後
、

8
/
2
3
付

け
の

メ
ー

ル
で

、
K
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー
で

の
さ

し
木

を
実

施

し
た

写
真

を
送

付
し

て
い

た
だ

い
た

。
 

さ
し

木
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

イ
ン

タ
ー

ン
3
名

（
ジ

ョ
モ

ケ
ニ

ヤ
ッ

タ
農

工
大

学
）

も
加

わ
り

、

短
期

専
門

家
か

ら
の

実
演

後
は

Ｃ
Ｐ

が
穂

木
づ

く
り

、
さ

し
木

試
験

を
実

施
し

た
。

 

育
苗

コ
ン

テ
ナ

は
、
ガ

ラ
ス

温
室

内
の

作
業

棚
の

中
段

に
静

置
す

る
こ

と
と

し
、
灌

水
は

1
日

6
回

、

時
間

は
1
分

程
度

で
、

用
土

の
表

面
が

乾
く

こ
と

が
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

こ
と

を
k
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー

苗
畑

主
任

の
K
y
a
l
o
氏

に
依

頼
し

た
。

 

 ３
．

２
．

２
 

ア
カ

シ
ア

の
つ

ぎ
木

（
写

真
３

）
 

ア
カ

シ
ア

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

ク
ロ

ー
ン

増
殖

技
術

が
開

発
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

ク
ロ

ー
ン

増
殖

を
実

施
出

来
な

か
っ

た
が

、
今

後
実

生
採

種
林

に
お

け
る

優
良

系
統

を
用

い
た

ク
ロ

ー
ン

採

種
園

の
造

成
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

メ
リ

ア
同

様
ク

ロ
ー

ン
増

殖
技

術
の

開
発

に
取

り
組

む
も

の

で
あ

る
。

 

つ
ぎ

木
に

関
し

て
は

、
メ

リ
ア

で
の

つ
ぎ

木
活

着
率

が
7
0
～

9
0
％

と
な

っ
て

お
り

、
Ｃ

Ｐ
へ

の
つ

ぎ

木
の

技
術

移
転

は
す

で
に

行
わ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

こ
で

今
回

は
、

ア
カ

シ
ア

の
つ

ぎ
木

に

つ
い

て
、

穂
木

の
選

定
及

び
穂

木
の

仕
立

て
方

を
中

心
に

指
導

し
た

。
 

メ
リ

ア
の

さ
し

木
と

同
様

に
、
K
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
Ｃ

Ｐ
6
名

を
指

導
対

象
と

し
、
さ

ら
に

コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

2
の

齋
藤

氏
と

O
s
i
n
d
i
氏

も
参

加
し

た
。

 

採
穂

は
、
成

長
の

良
好

な
3
家

系
を

用
い

る
こ

と
と

し
た

。
採

穂
を

始
め

る
前

に
、
T
i
v
a
の

ア
カ

シ

ア
実

生
採

種
林

に
お

い
て

、
ど

の
よ

う
な

枝
が

適
し

て
い

る
か

を
Ｃ

Ｐ
に

説
明

し
た

。
メ

リ
ア

の
採

穂

と
同

様
に

、
ク

ー
ラ

ー
ボ

ッ
ク

ス
と

水
を

含
ん

だ
新

聞
紙

を
用

意
し

、
適

切
に

穂
木

を
取

り
扱

っ
た

。
 

さ
ら

に
、

メ
リ

ア
と

同
様

に
、

前
処

理
と

し
て

採
取

し
た

穂
木

を
1
日

流
水

に
入

れ
穂

木
の

活
力

を

回
復

さ
せ

る
行

程
を

行
っ

た
。

 

台
木

は
、

事
前

に
育

成
を

指
示

し
て

お
り

、
苗

高
3
0
-
4
0
c
m
程

度
に

成
長

し
て

い
た

。
 

穂
木

づ
く

り
に

お
い

て
は

、
爪

切
り

や
剪

定
鋏

を
用

い
て

ト
ゲ

を
除

去
し

た
。

 

上
記

の
と

お
り

、
既

に
メ

リ
ア

で
つ

ぎ
木

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
Ｃ

Ｐ
自

ら
つ

ぎ
木

テ
ー

プ
、

系
統

表
示

ラ
ベ

ル
お

よ
び

ビ
ニ

ー
ル

袋
を

事
前

に
用

意
し

て
い

た
。

 

つ
ぎ

木
は

、
k
i
t
u
i

セ
ン

タ
ー

苗
畑

に
静

置
し

、
寒

冷
紗

に
て

日
覆

い
し

た
。

灌
水

は
、

朝
夕

の
1

日
2
回

程
度

と
し

、
基

本
的

に
は

メ
リ

ア
の

つ
ぎ

木
苗

と
同

様
の

取
り

扱
い

で
良

い
こ

と
を

K
i
t
u
i
セ

ン
タ

ー
苗

畑
主

任
の

K
y
a
l
o
氏

に
説

明
し

た
。

 

今
回

の
出

張
に

お
い

て
、

今
後

ア
カ

シ
ア

の
育

種
を

進
め

て
い

く
上

で
重

要
な

ア
カ

シ
ア

の
実

生
採

種
林

か
ら

の
優

良
個

体
の

選
抜

と
ク

ロ
ー

ン
増

殖
を

、
間

伐
方

法
の

検
討

と
つ

ぎ
木

増
殖

の
指

導
を

通

し
て

、
Ｃ

Ｐ
に

意
識

付
け

す
る

こ
と

が
出

来
た

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 ３
．

３
 

育
種

研
究

に
関

す
る

打
合

せ
 

k
a
i
r
u
k
i
育

種
担

当
と

、
メ

リ
ア

及
び

ア
カ

シ
ア

の
今

後
の

育
種

戦
略

に
つ

い
て

打
合

せ
を

行
っ

た
。

ア
カ

シ
ア

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

の
育

成
管

理
及

び
優

良
個

体
の

選
抜

に
つ

い

200



て
、

M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

、
K
E
F
R
I
の

役
員

会
（

B
o
a
r
d
）

で
承

認
さ

れ
た

 
W
o
r
k
 
P
l
a
n
に

お
い

て
は

、
ト

ー

タ
ル

で
 
1
0
0
 
万

本
の

改
良

メ
リ

ア
苗

木
を

生
産

す
る

計
画

で
あ

る
こ

と
が

報
告

さ
れ

た
。
M
u
s
y
o
k
i
氏

か

ら
‘

い
つ

も
の

こ
と

だ
が

聞
い

て
い

な
い

’
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

、
森

林
被

覆
率

 
1
0
％

に
向

け
て

、
K
F
S
、

K
E
F
R
I
お

よ
び

W
a
t
e
r
 T
o
w
e
r
に

資
金

が
供

出
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

と
の

説
明

が
あ

っ
た

。
 
 

な
お

、
改

良
メ

リ
ア

の
種

苗
生

産
を

増
大

す
る

た
め

、
K
a
r
i
u
k
i
氏

か
ら

、
も

う
１

箇
所

メ
リ

ア
採

種

園
を

K
E
F
R
I
 
が

作
る

べ
き

と
提

案
が

あ
り

、
設

計
及

び
経

費
積

算
を

K
a
r
i
u
k
i
氏

が
担

当
す

る
こ

と
と

な
 

っ
た

。
 
 

最
後

に
、

P
o
s
t
 
C
A
D
E
P
 
を

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
、

M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

提
起

が
あ

っ
た

。
さ

ら
に

M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

能
力

開
発

か
ら

実
践

に
向

け
て

の
取

組
が

必
要

と
の

提
案

が
あ

っ
た

。
こ

れ
ら

は
、

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 O
f
f
i
c
e
r
 
さ

ら
に

は
 
P
r
i
v
a
t
e
 S
e
c
t
o
r
、

C
o
m
p
a
n
y
(
B
G
F
 
や

 
K
O
M
A
Z
A
)
、

P
o
o
r
 F
a
m
e
r
 
が

対
象

で
あ

る
と

説
明

し
た

。
こ

れ
に

対
し

、
齋

藤
専

門
家

か
ら

以
下

の
観

点
が

示
さ

れ
た

。
 
 
 

・
 

少
し

前
ま

で
は

、
J
I
C
A
 
は

 
P
o
s
t
 C
A
D
E
P
 
の

可
能

性
は

な
い

と
し

て
お

り
、
C
A
D
E
P
 
を

も
っ

て
ケ

ニ

ア
に

お
け

る
森

林
分

野
の

協
力

は
終

わ
り

に
す

る
と

の
方

針
で

あ
っ

た
が

、
最

近
は

少
し

変
化

が
見

ら
 

れ
て

お
り

、
必

要
な

課
題

・
分

野
に

対
し

て
は

協
力

を
継

続
す

る
可

能
性

を
示

唆
し

て
い

る
。

 
 
 

・
 

し
か

し
、

協
力

を
継

続
す

る
べ

き
か

否
か

は
、

ま
ず

第
一

に
ケ

ニ
ア

側
の

意
向

・
方

針
が

重
要

で
あ

る
。
ケ

ニ
ア

が
J
I
C
A
の

協
力

を
必

要
と

し
て

い
る

の
か

、
必

要
と

す
る

の
で

あ
れ

ば
具

体
的

に
何

に
対

す
る

協
力

が
必

要
な

の
か

を
明

確
に

示
す

必
要

が
あ

る
。

 
 
 

・
 

J
I
C
A
も

本
分

野
や

ア
フ

リ
カ

／
ケ

ニ
ア

に
対

す
る

協
力

方
針

を
持

っ
て

お
り

、
そ

れ
と

ケ
ニ

ア
側

の
 

要
望

が
合

致
す

る
こ

と
が

重
要

。
今

後
、

両
者

の
す

り
合

わ
せ

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
 

今
回

の
打

合
せ

に
関

し
て

は
、

次
の

２
点

に
つ

い
て

合
意

し
た

。
１

．
今

後
は

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
２

に

協
力

し
改

良
メ

リ
ア

種
子

を
配

布
す

る
、
２

．
K
E
F
R
I
 
が

メ
リ

ア
採

種
園

を
 
1
 
箇

所
作

る
方

向
で

設
計

と

経
費

積
算

を
行

う
。

 
 

 ４
．

今
後

の
課

題
等

 

○
K
E
F
R
I
の

予
算

執
行

状
況

 

2
0
1
9
年

1
月

に
実

施
予

定
で

あ
っ

た
メ

リ
ア

お
よ

び
ア

カ
シ

の
成

長
調

査
は

、
予

算
不

足
に

よ
り

未

実
施

で
あ

っ
た

。
2
0
1
9
年

6
月

の
年

度
末

に
予

算
が

付
い

た
た

め
、
メ

リ
ア

採
種

園
の

除
草

が
実

施
さ

れ
た

。
 

2
0
1
9

年
7

月
に

実
施

予
定

の
メ

リ
ア

お
よ

び
ア

カ
シ

の
成

長
調

査
は

、
8

月
に

実
施

す
る

予
定

と

K
a
r
i
u
k
i
氏

か
ら

説
明

を
受

け
た

。
 

 ５
．

主
な

面
談

者
 

 
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

D
r
.
 
G
a
b
r
i
e
l
 
M
U
T
U
R
I
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

育
種

担
当

 
M
r
.
 
J
a
s
o
n
 
K
A
R
I
U
K
I
 

 
 
 
 
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

K
E
F
R
I
）

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
 
M
r
.
 
S
a
m
u
e
l
 
A
U
K
A
 

 
 
 
 
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

K
E
F
R
I
）

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
 
M
r
.
 
E
z
e
k
i
e
l
 
K
Y
A
L
O
 

 
 
 
 
ケ

ニ
ア

森
林

研
究

所
（

K
E
F
R
I
）

キ
ツ

イ
セ

ン
タ

ー
 
M
r
.
 
B
e
r
n
a
r
d
 
K
I
G
W
A
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

シ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
 

M
r
.
 
B
e
r
n
a
r
d
 
K
A
M
O
N
D
O
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

木
材

研
究

所
 

M
s
.
 
N
e
l
l
i
e
 
O
D
U
O
R
 

は
ど

う
か

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
。
日

本
で

の
下

刈
り

方
法

に
つ

い
て

M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

宮
下

に
質

問
が

あ

っ
た

の
で

、
肩

掛
け

式
の

刈
り

払
い

機
が

安
価

で
は

あ
る

が
、
T
i
v
a
採

種
園

及
び

K
i
b
w
e
z
i
採

種
園

は
平

坦
地

で
あ

る
こ

と
か

ら
初

期
費

用
は

掛
か

る
が

乗
用

式
刈

り
払

い
機

の
利

用
も

検
討

し
て

は
ど

う
か

と
意

見
し

た
。

さ
ら

に
、

M
u
s
y
o
k
i
氏

か
ら

キ
ブ

ウ
ェ

ジ
で

は
一

定
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
マ

ッ
チ

の
持

ち
込

み

禁
止

、
禁

煙
等

）
を

設
け

て
、

周
辺

住
民

に
採

種
園

内
で

の
草

刈
り

を
認

め
る

こ
と

で
コ

ス
ト

を
抑

え
な

が
ら

下
刈

り
を

実
施

し
て

い
る

と
の

発
言

が
あ

っ
た

。
住

民
に

と
っ

て
は

草
丈

が
高

く
な

ら
な

い
と

草
刈

り
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

働
か

な
い

が
、

一
定

期
間

草
丈

を
高

い
ま

ま
放

置
す

る
こ

と
で

結
実

を
促

す
効

果
も

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
住

民
に

よ
る

草
刈

り
を

認
め

る
方

式
を

T
i
v
a
で

も
試

験

的
に

導
入

し
、

効
果

や
コ

ス
ト

を
調

べ
る

こ
と

と
し

た
。

 
 

次
に

、
メ

リ
ア

苗
の

販
売

に
つ

い
て

議
題

と
な

り
、
ま

ず
始

め
に

改
良

メ
リ

ア
苗

木
の

価
格

は
5
0
シ

リ

ン
グ

と
の

報
告

が
あ

っ
た

。
K
a
m
o
n
d
o
氏

か
ら

シ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
で

は
育

種
に

よ
る

改
良

苗
と

一
般

苗
と

で
は

区
分

け
し

て
取

り
扱

っ
て

い
る

と
の

報
告

も
あ

っ
た

。
種

子
の

需
要

へ
の

対
応

と
し

て
、
農

家
や

B
G
F
 

及
び

 
K
O
M
A
Z
A
 
等

の
各

需
要

者
の

需
要

量
を

あ
ら

か
じ

め
把

握
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

需
要

者
毎

の
販

売

量
（

割
り

当
て

）
を

決
め

る
べ

き
と

い
う

意
見

が
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

あ
っ

た
。
齋

藤
専

門
家

か
ら

、
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

２
に

 
5
,
0
0
0
 
本

を
用

意
す

る
よ

う
に

K
y
a
l
o
氏

に
依

頼
し

た
が

、
7
 
月

 
2
6
 
日

の
K
E
F
R
I
本

部

で
行

わ
れ

た
コ

ン
ポ

 
2
・

4
 
の

連
携

に
関

す
る

打
ち

合
わ

せ
に

お
い

て
、

担
当

者
間

で
苗

木
生

産
の

依
頼

を
行

う
の

で
は

な
く

、
C
A
D
E
P
か

ら
 
K
E
F
R
I
の

責
任

者
に

対
し

て
依

頼
を

行
う

べ
き

と
の

方
針

と
な

っ
た

こ
と

が
報

告
さ

れ
た

。
こ

れ
に

関
し

て
M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

メ
リ

ア
種

苗
の

提
供

依

頼
は

L
u
v
a
n
d
a
 
K
E
F
R
I
キ

ツ
イ

セ
ン

タ
ー

所
長

に
対

し
て

行
う

べ
き

と
の

方
針

が
示

さ
れ

た
。

な
お

、
現

時
点

で
は

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
2
で

必
要

と
す

る
苗

木
の

本
数

が
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
が

、
最

低
 

5
,
0
0
0
本

は
確

保
し

て
ほ

し
い

と
の

依
頼

が
あ

っ
た

。
現

状
で

、
K
i
b
w
e
z
i
の

苗
畑

に
1
,
5
0
0
 
本

の
苗

木

が
あ

り
、
こ

れ
を

C
A
D
E
P
 
用

に
確

保
し

て
お

く
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
残

り
の

 
3
,
5
0
0
本

分
に

つ
い

て
は

種

子
が

確
保

で
き

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

れ
に

関
連

し
て

、
2
 
箇

所
の

メ
リ

ア
採

種

園
に

お
い

て
種

子
生

産
量

は
莫

大
で

あ
り

、
１

．
誰

が
採

種
す

る
か

・
出

来
る

の
か

、
２

．
誰

が
苗

木
を

大
量

生
産

出
来

る
の

か
、

と
い

っ
た

課
題

の
提

起
が

あ
り

、
費

用
負

担
が

1
番

の
問

題
で

あ
る

と
の

認
識

が
一

致
し

た
。

 

 
次

に
、
発

芽
率

に
つ

い
て

議
題

と
な

り
、
今

年
は

発
芽

率
が

低
か

っ
た

と
K
i
g
w
a
氏

が
報

告
し

た
。
種

 

子
を

販
売

し
た

 
2
つ

の
女

性
グ

ル
ー

プ
か

ら
発

芽
率

が
 
1
0
％

以
下

だ
っ

た
と

の
報

告
を

受
け

る
と

同
時

に
種

子
代

金
の

払
い

戻
し

を
請

求
さ

れ
た

。
販

売
し

た
種

子
の

一
部

が
播

種
さ

れ
ず

に
残

っ
て

い
た

た
め

、
 

K
E
F
R
I
で

発
芽

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

や
は

り
発

芽
率

が
低

か
っ

た
。

こ
の

た
め

、
女

性
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
代

金
を

払
い

戻
す

必
要

が
あ

る
と

の
結

論
と

な
っ

た
。

播
種

の
方

法
が

悪
か

っ
た

の
か

あ
る

い
は

種
子

の
品

質
が

悪
か

っ
た

の
か

を
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

と
い

っ
た

意
見

が
あ

り
、

M
u
s
y
o
k
i
氏

か
ら

は
 

K
i
b
w
e
z
i
の

篤
農

林
家

の
K
i
t
u
k
u
氏

の
所

で
は

発
芽

率
が

高
か

っ
た

の
で

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

知
っ

 
て

い
る

フ
ァ

ー
マ

ー
の

場
合

で
は

発
芽

率
が

低
下

し
な

か
っ

た
と

の
報

告
が

あ
っ

た
。
K
a
m
o
n
d
o
氏

か
ら

 
は

、

メ
リ

ア
の

種
子

は
採

種
後

 
3
 
か

月
程

度
で

発
芽

率
が

急
減

す
る

か
、

採
種

後
 
5
～

6
 
か

月
で

発
芽

率
が

 

上
昇

す
る

傾
向

が
あ

る
と

の
報

告
が

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

1
 
回

の
事

例
に

す
ぎ

な
い

と
し

た
意

見
が

K
a
m
o
m
d
o
氏

、
K
i
g
w
a
氏

及
び

M
u
t
u
r
i
氏

か
ら

あ
っ

た
。

ま
た

、
系

統
を

混
ぜ

て
い

る
の

で
、

系
統

別
の

発
芽

率
は

判
ら

な
い

と
の

発
言

が
M
u
s
y
o
k
i
氏

か
ら

あ
っ

た
。

次
に

、
種

苗
生

産
量

の
増

産
に

つ
い

て
議

題
と

な
り

、
K
i
b
w
e
z
i
の

苗
畑

で
は

 
3
0
 
万

本
の

生
産

能
力

が
あ

る
と

の
報

告
が

M
u
s
y
o
k
i
氏

か
ら

あ
っ

た
。

K
i
t
u
i
に

つ
い

て
も

同
じ

生
産

能
力

で
あ

る
と

の
報

告
が

K
i
g
w
a
氏

か
ら

あ
っ

た
。

こ
れ

ら
に

対
し
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左
：

2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽

、
右

：
2
0
1
6
年

4
月

植
栽

 

  

  

  

      

写
真

１
 

ア
カ

シ
ア

実
生

採
種

林
の

間
伐

に
関

す
る

打
合

せ
 

配
置

図
を

見
な

が
ら

C
P
と

協
議

 

オ
ー

ル
ド

コ
コ

ピ
ー

ト
は

前
日

か
ら

 

水
に

浸
漬

し
て

十
分

に
吸

水
さ

せ
る

 

ケ
ー

ス
に

網
を

張
り

粒
径

の
大

き
い

砂
を

敷
く

 
挿

し
床

用
の

砂
も

複
数

回
洗

浄
す

る
 

カ
リ

ウ
キ

氏
が

入
手

し
た

P
u
m
i
c
e
 

写
真

２
 

メ
リ

ア
の

さ
し

木
 

ケ
ニ

ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

本
部

 
D
r
.
 
J
a
m
e
s
 
N
D
U
F
A
 

 
 
 
 
J
I
C
A
ケ

ニ
ア

事
務

所
次

長
 

天
目

石
 
慎

二
郎

 
氏

 

 
 

J
I
C
A
ケ

ニ
ア

事
務

所
企

画
調

査
員

 
小

此
木

 
陽

子
 

氏
 

C
A
D
E
P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 
高

畑
 
啓

一
 
氏

 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
森

林
普

及
専

門
家

 
齋

藤
 
克

郎
 
氏

 

 
 

C
A
D
E
P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
協

力
専

門
家

/
業

務
調

整
 

本
庄

 
由

紀
 
氏

 

 
C
A
D
E
P
 
C
o
m
p
o
n
e
n
t
 
2
,
 
P
r
o
j
e
c
t
 
O
f
f
i
c
e
r
,
 
M
r
.
 
A
b
e
d
n
e
g
o
 
O
S
I
N
D
I
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つ
ぎ

木
の

実
施

 

あ
ら

穂
作

り
(
厚

い
手

袋
が

必
要

)
 

系
統

毎
に

束
ね

、
流

水
に

浸
漬

 

爪
切

り
を

使
用

し
て

ト
ゲ

を
取

り
除

く
 

カ
リ

ウ
キ

氏
に

よ
る

つ
ぎ

木
の

実
演

 

系
統

ラ
ベ

ル
を

挿
し

寒
冷

紗
の

下
に

静
置

 

  

  

 
 

 

       

系
統

毎
に

束
ね

、
流

水
に

浸
漬

 
      

   

   

メ
リ

ア
の

採
穂

 

挿
し

穂
作

り
の

指
導

 
さ

し
木

の
実

演
に

よ
る

指
導

 

ア
カ

シ
ア

の
採

穂
 

系
統

毎
に

濡
れ

た
新

聞
紙

に
包

む
 

写
真

３
 

ア
カ

シ
ア

の
つ

ぎ
木
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A
pp

en
di

x 
5-

4-
5 

短短
期期

専専
門門

家家
のの

派派
遣遣

（（
増増

殖殖
））

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

１
．
日
程
 

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

1
1
月
 
2
1
日
（
木
） 

午
後
 

移
動
（
日
立
→
羽
田
）
 

移
動
（
羽
田
→
ド
ー
ハ
）
 

機
中
泊
 

 
 
 
2
2
日
（
金
）
 
午
前
 

午
後
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

C
A
D
E
P
専
門
家
と
の
打
合
せ
（
増
殖
試
験
内
容
等
の
説
明
）
 
ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
2
3
日
（
土
）
 
 

資
料
準
備
、
資
材
準
備
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

2
4
日

（
日

）
 
 

検
定
林
視
察
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
マ
キ
マ
・
サ
ブ
検
定
林
→

マ

リ
マ
ン
テ
ィ
検
定
林
→
キ
ツ
イ
）
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
5
日
（
月
）
 
午
前
 

午
後
 

C
P
打
合
せ
（
K
E
F
R
I
）
（
増
殖
試
験
内
容
等
の
説
明
）
 

8
月
実
施
の
さ
し
木
結
果
の
確
認
，
試
験
準
備
．
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
6
日
（
火
）
 
午
前
 

午
後
 

さ
し
床
の
作
成
．
 

メ
リ
ア
さ
し
穂
の
採
取
．
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
7
日
（
水
）
 
午
前
 

午
後
 

簡
易
温
室
の
設
置
．
 

メ
リ
ア
さ
し
付
け
．
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
8
日
（
木
）
 
午
前
 

午
後
 

遠
心
式
加
湿
器
の
動
作
確
認
．
 

メ
リ
ア
と
り
木
の
実
施
．
ア
カ
シ
ア
つ
ぎ
穂
の
採
取
，
つ

ぎ
木
の
実
施
．
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
2
9
日
（
金
）
 
午
前
 

 午
後
 

簡
易
温
室
の
温
度
を
確
認
．
白
寒
冷
紗
の
設
置
．
 

C
P
打
合
せ
（
K
E
F
R
I
）
（
今
後
の
管
理
，
調
査
方
法
）
 

移
動
（
キ
ツ
イ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

 
 
 
3
0
日
（
土
）
 
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ド
ー
ハ
）
 

空
港
待
機
 

1
2
月

1
日
(
日
) 

午
前
 

午
後
 

移
動
（
ド
ー
ハ
→
成
田
）
 

移
動
（
成
田
→
帰
着
地
）
 

 

 １
 
出
張
の
目
的
 

J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ケ
ニ
ア
国
持
続
的
森
林
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
林
木
育
種
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
）
」
に
係
る
打
合
せ
、
検
定
林
等
の
状
況
視
察
及
び
ク
ロ
ー
ン
増
殖
指
導
等
。
 

   
出
張
の
概
要
 

１
-
１
 
マ
キ
マ
・
サ
ブ
検
定
林
 
M
a
k
i
m
a
 
s
u
b
-
P
T
S
（
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
）
 

日
曜
日

の
た

め
管
理

人
は

不
在
で

あ
っ

た
。
下

刈
は

完
了
し

て
い

た
。
植

栽
木

の
大
き

さ
は

、
大
き

い
個

体
で

D
B
H
2
0
㎝
、
樹
高

8
m
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
(
写
真

1
)
。
 

成
長
調
査
は

1
か
月
前
に
実
施
し
、
デ
ー
タ
入
力
も
完
了
し
て
お
り
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
松
下
通
也
氏
へ

メ
ー
ル
で
送
信
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

地
際
の

溝
腐

れ
(
写
真

2
)
は
、
新

た
な

被
害
は

発
生

し
て
い

な
い

こ
と
を

確
認

し
た
。

下
刈

作
業
（

鍬
に

よ
る
表
土
の
掘
返
し
に
よ
る
除
草
）
に
よ
る
損
傷
か
ら
腐
れ
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
を
再
度
、
指
摘
し
た
。
 

担
当
分
野

 
氏
名

 
派
遣
期
間

 
作
業
監
理

 
小
林
 
大
樹

 
20

19
.1

1.
21

～
12

.1
 

増
殖

 
高
倉
 
良
紀

 
20

19
.1

1.
21

～
12

.1
 

増
殖

 
古
本
 
良

 
20

19
.1

1.
21

～
12

.1
 

中
央

に
齋

藤
専

門
家

 
中

央
が

宮
下

 

 
写

真
４

 
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

２
と

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
４

と
の

連
携

に
関

す
る

打
合

せ
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写写
真真

1155
  

写写
真真

1133
  

写写
真真

1144
  

写写
真真

1100
  

写写
真真

1111
  

写写
真真

1122
  

写写
真真

88  
写写

真真
99  

2
0
1
4
年

植
栽
木

(
写

真
8
)
の
大

き
さ

は
、
大
き
い
個
体
で

D
B
H
2
5
㎝
、
樹
高

8m
ほ
ど
、
2
0
1
5
年
植
栽
木
(
写

真
9
)
は

、
D
B
H
2
0
㎝

、
樹
高

8
m
ほ

ど
に
な

っ
て

い
る

。
雨

水
の

流
入

に
よ

る
成

長
阻

害
は

見
ら

れ
な

い
が

、

地
際
の
溝
腐
れ
被
害
や
幹
の
高
さ

1
m
以
内
付
近
に
胴
腐
れ
様
の
被
害
(
写
真

1
0
)
が
散
見
さ
れ
る
。
5
月
の
出

張
時

に
は

あ
ま

り
気

に
な

ら
な

か
っ

た
（

写
真

に
は

写
っ

て
い

た
）

が
、

樹
幹

の
成

長
に

伴
い

目
立

つ
よ

う

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
被
害
に
つ
い
て
、
原
因
が
不
明
で
、
K
E
F
R
I
側
は
大
き
い
問
題
で
あ
る
と

の
認

識
を

持
っ

て
お

り
、

被
害

部
分

を
削

り
取

る
(
写
真

1
1
)
対

処
法

を
試

行
中

で
あ

る
。

（
原

因
菌

の
同

定

を
行

っ
て

い
る

）
（

宮
下

氏
に

よ
る

と
、

以
前

調
査

し
て

お
り

常
在

菌
が

原
因

で
あ

る
と

の
報

告
書

を
作

成

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
）
 

林
内
に

は
倒

れ
た
植

栽
木

が
数
本

あ
り

、
支
持

根
と

な
る
太

い
根

が
な
く

、
根

腐
れ
が

原
因

か
も
し

れ
な

い
。
K
E
F
R
I
側
も
、
主
根
の
発
達
が
な
い
、
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
 

        
 

         
１

-
３

 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
の
結
果
の
確
認
 

2
0
1
9
年

8
月
に

宮
下

久
哉

氏
の

指
導

で
実

施
し

た
メ

リ
ア

の
さ

し
木

試
験

結
果

(
写

真
1
3
)
を

確
認

し
た

。

生
き

残
っ

て
い

る
さ

し
穂

に
は

カ
ル

ス
が

形
成

さ
れ

て
い

る
。

芽
が

吹
き

始
め

て
お

り
(
写
真

1
4
)
、

展
葉

し

た
さ
し
穂
(
○
)
も

あ
っ

た
。
2
0
1
9
年

1
1
月

2
5
日

時
点

に
お

け
る

、
用

土
・

反
復

（
①

、
②

）
ご

と
の

穂
木

の
生
存
数
は
次
の
と
お
り
。
 

軽
石

 
①

1
3
本

 
②

1
7
本
 

川
砂
 

①
4
本
 

②
6
本
 

コ
コ
ピ
ー
ト
 

①
3
本
 

②
1
1
本
 

い
く
つ
か
の
穂
木
を
抜
き
取
っ
て
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ル
ス
の
形
成
は
確
認
し
た
が
、
発
根
は
ま
だ
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
継
続
し
て
育
苗
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

     

写写
真真

11  
写写

真真
22  

写写
真真

33  

写写
真真

66  
写写

真真
77  

写写
真真

44  
写写

真真
55  

シ
ロ
ア

リ
に

よ
っ
て

倒
壊

し
た
フ

ェ
ン

ス
(
写
真

3
)
に
つ
い

て
は

、
外
周

に
有

刺
鉄
線

を
使

っ
た
柵

を
新

設
す
る
対
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
 

          
１
-
２
 
マ
リ
マ
ン
テ
ィ
検
定
林
 
M
a
r
i
m
a
n
t
i
 
P
T
S
（
2
0
1
4
年

1
2
月
、
2
0
1
5
年

12
月
植
栽
）
 
 

主
要
道

路
を

分
岐
し

て
か

ら
の
未

舗
装

路
で
、

豪
雨

に
よ
る

雨
裂

が
多
数

発
生

し
て
い

る
。

数
カ
所

の
橋

で
越
流
し
、
対
向
車
と
の
離
合
に
時
間
を
要
し
た
。
舗
装
道
路
は
建
設
中
で
、
完
成
の
目
途
は
不
明
で
あ
る
。

 

下
刈
は
未
実
施
で
あ
っ
た
が
、
今
後
実
施
予
定
と
の
こ
と
。
2
0
1
4
年
植
栽
木
(
写
真

4
)
の
大
き
さ
は
、
大

き
い
個
体
で

D
B
H
2
0
㎝
、
樹
高

8m
ほ
ど
で
、
マ
キ
マ
・
サ
ブ
検
定
林
と
同
じ
く
ら
い
。
地
際
の
溝
腐
れ
被
害

は
見

当
た

ら
な

い
が

、
降

雨
時

に
検

定
林

内
へ

水
が

流
れ

込
み

、
流

路
と

滞
水

地
が

で
き

る
場

所
(
写

真
5)

で
は
植
栽
木
の
成
長
は
悪
い
。
倒
れ
た
植
栽
木
が
数
本
あ
り
、
支
持
根
と
な
る
太
い
根
が
な
く
(
写
真

6
)
、
根

腐
れ
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。
 

2
0
1
5
年
植
栽
木
(
写
真

7
)
の
大
き
さ
は
、
大
き
い
も
の
で

D
B
H
1
6
㎝
、
樹
高

7
m
ほ
ど
だ
が
、
斜
め
に
な
り

倒
れ
そ
う
な
植
栽
木
が
数
本
見
受
け
ら
れ
、
2
0
1
4
年
植
栽
木
同
様
根
腐
れ
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。
 

              
       
テ
ィ
バ
検
定
林
 
T
i
v
a
 
P
T
S
（
2
0
1
4
年

1
2
月
、
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
）
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写写
真真

2211
  

写写
真真

2222
  

写写
真真

2233
  

写写
真真

2244
  

写写
真真

2255
  

写写
真真

2266
  

今
回
の
試
行
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
 

 表
．

20
19

年
11

⽉
実

施
さ

し
⽊

試
験

の
条

件
ま

と
め

 
 

加
湿

器
 

さ
し

⽊
⽤

⼟
 

穂
づ

く
り

 
⺟

樹
数

 
発

根
促

進
剤

 
(IB

A)
 

さ
し

付
け

本
数

 
反

復
 

 
 

あ
り

 
ロ

ッ
ク

ウ
ー

ル
 

川
砂

 
軽

⽯
 

コ
コ

ピ
ー

ト
 

剪
定

鋏
 

 
⼿

で
割

く
 

 
無

作
為

 
混

合
 

有
  無
 

 10
 

 2 

処
理

数
 

1 
4 

2*
 

1 
2 

10
 

2 
さ

し
床

の
数

；
床

⼟
4×

穂
づ

く
り

1*
×

IB
A

有
無

2×
⺟

樹
数

１
×

反
復

2＝
16

床
 

さ
し

穂
の

本
数

；
床

⼟
4×

穂
づ

く
り

1*
×

IB
A

有
無

2×
⺟

樹
数

1×
さ

し
数

10
×

反
復

2＝
16

0本
 

＊
穂

づ
く

り
に

つ
い

て
は

，
試

験
の

簡
素

化
の

た
め

2種
類

を
混

ぜ
て

1種
類

と
し

て
扱

っ
た

。
 

 
簡
易
温
室
を

K
E
F
R
I
キ
ツ
イ
苗
畑
に
あ
る
会
議
室
と
倉
庫
の
間
に
設
置
(
写
真

2
5
、
2
6
)
し
た
。
遠
心
式
加
湿

器
の
電
源
を
こ
の
会
議
室
か
ら
と
り
、
変
圧
器
を
室
内
に
置
い
た
。
現
地
調
達
し
た
電
源
コ
ー
ド
を
使
っ
て
、

加
湿

器
の

電
源

コ
ー

ド
を

延
長

し
た

。
苗

畑
の

水
道

か
ら

、
加

湿
器

に
必

要
な

水
を

と
っ

た
。

そ
の

際
に

蛇

口
を
二
又
に
し
、
3
0
m
の
ホ
ー
ス
を
簡
易
温
室
ま
で
伸
ば
し
た
。
簡
易
温
室
に
さ
し
床
、
遠
心
式
加
湿
器
を
設

置
後

、
透

明
ポ

リ
シ

ー
ト

で
被

覆
し

た
。

通
気

性
を

確
保

す
る

た
め

、
底

面
は

被
覆

し
な

か
っ

た
。

日
射

に

よ
る
温
度
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
遮
光
率

3
0
%
の
白
寒
冷
紗
を
二
重
に
し
て
、
天
井
部
を
覆
っ
た
。
遠
心
式
加
湿

器
は

2
4
時
間
稼
働
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
 

               
     

写写
真真

1166
  

写写
真真

1177
  

写写
真真

1188
  

写写
真真

1199
  

写写
真真

2200
  

１
-
４
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
の
追
加
実
施
 

日
本
か

ら
持

ち
込
ん

だ
「

遠
心
式

加
湿

器
」
と

「
ロ

ッ
ク
ウ

ー
ル

」
を
利

用
し

た
さ
し

木
を

試
行
す

る
。

遠
心

式
加

湿
器

は
、

回
転

す
る

プ
ロ

ペ
ラ

で
ミ

ス
ト

を
発

生
さ

せ
て

噴
霧

す
る

機
器

で
、

も
と

も
と

は
牛

舎

等
の
冷
却
に
用
い
ら
れ
て
い
る
機
械
で
あ
る
。
J
I
R
C
U
S
熱
帯
・
島
嶼
研
究
拠
点
（
石
垣
市
）
で
は
、
遠
心
式

加
湿

器
を

利
用

し
た

さ
し

木
床

で
熱

帯
果

樹
等

の
さ

し
木

を
行

っ
て

い
る

。
西

表
熱

帯
林

育
種

技
術

園
で

も

同
様

の
育

苗
施

設
を

試
作

し
て

運
用

中
で

あ
る

。
ロ

ッ
ク

ウ
ー

ル
は

園
芸

分
野

で
用

い
ら

れ
て

い
る

資
材

で

あ
る
。
今
回
持
ち
込
ん
だ
も
の
は
バ
ラ
の
さ
し
木
用
で
三
辺
が

5
c
m
の
も
の
で
、
K
E
F
R
I
苗
畑
に
あ
る
育
苗
ト

レ
イ
の
サ
イ
ズ
に
適
合
す
る
。
 

利
用
し
た
資
材
、
機
材
は
次
の
と
お
り
。
 

〇
遠
心
式
加
湿
器
（
日
本
か
ら
持
ち
込
み
。
1
0
0
V
稼
働
品
）
(
写
真

1
6
左
) 

〇
1
0
0
V
変
圧
器
、
延
長
コ
ー
ド
（
キ
ツ
イ
に
て
現
地
調
達
）
(
写
真

1
6
右
) 

〇
ホ
ー
ス

3
0
m
、
二
又
水
道
（
キ
ツ
イ
に
て
現
地
調
達
）
 

〇
簡
易
温
室
、
被
覆
ポ
リ
シ
ー
ト
、
白
寒
冷
紗
（
K
E
F
R
I
苗
畑
に
あ
る
既
存
の
も
の
を
利
用
）
 

〇
さ
し
木
床
箱
（
K
E
F
R
I
苗
畑
に
あ
る
苗
木
運
搬
用
の
ト
レ
イ
を
利
用
）
(
写
真

1
7
)
 

〇
さ
し
木
用
土
と
し
て
 

・
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
（
日
本
か
ら
持
ち
込
み
）
(
写
真

2
4
)
 

・
川
砂
（
2
0
1
9
年

8
月
試
験
と
同
じ
も
の
）
(
写
真

1
8
)
 

・
軽
石
（
2
0
1
9
年

8
月
試
験
と
同
じ
も
の
）
(
写
真

1
9
)
 

・
コ
コ
ピ
ー
ト
（
2
0
1
9
年

8
月
試
験
と
同
じ
も
の
）
(
写
真

2
0
)
 

              
      穂
づ
く
り
は
「
手
で
割
く
方
法
」
と
「
剪
定
鋏
に
よ
る
調
整
」
の
２
種
類
(
写
真

2
1
)
と
し
た
。
母
樹
は
無
作

為
混
合
で

1
母
樹
と
し
た
（
ま
ず
初
め
に
加
湿
器
の
効
果
を
観
察
す
る
た
め
）
。
発
根
促
進
剤
（
I
B
A
）
は
塗

布
の

有
無

の
2
処

理
(
写

真
2
2
)
で

、
反

復
は

2
回

と
し

た
。

各
処

理
区

の
さ

し
数

は
1
0
本

(
写
真

2
3
)
と

し

た
。
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写写
真真

3300
  

写写
真真

3311
  

写写
真真

3322
  

写写
真真

3333
  

写写
真真

3377
  

写写
真真

3388
  

写写
真真

3344
  

写写
真真

3355
  

写写
真真

3366
  

・
穂

木
を

台
木

の
材

部
と

樹
皮

の
隙

間
に

さ
し

こ
む

(
写

真
3
3
)
。
 

・
つ

ぎ
木

テ
ー

プ
を

巻
く

。
つ

ぎ
木

部
分

だ
け

で
な

く
、

穂
木

全
体

を
覆

う
(
写
真

3
4
)
。
 

・
台

木
を

植
え

な
お

す
(
写
真

3
5
)
。
 

・
寒

冷
紗

の
下

に
置

く
(
写
真

3
6
)
。
 

                   つ
ぎ

木
用

の
使

い
捨

て
ナ

イ
フ

、
つ

ぎ
木

テ
ー

プ
は

K
E
F
R
I
側

が
所
有

し
て

い
る

。
な

お
、

台
木

と
し

て

用
い

た
残

苗
は

根
の

発
達

が
悪

く
、

台
木

と
し

て
の

状
態

は
良

く
な

か
っ

た
。

ま
た

、
ア

ウ
カ

氏
は

、
別

種

の
ア
カ
シ
ア
( A

ca
ci

a 
po

li
ac
an

th
a)

の
台

木
を

用
い

て
、

割
り

つ
ぎ

を
3
本

試
行

し
た

。
 

今
後
の
管
理
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
た
。
 

・
通
常
の
育
苗
管
理
を
行
う
。
 

・
2
0
2
0
年

1
月
に

K
E
F
R
I
へ
出
張
す
る
者
に
、
活
着
の
確
認
を
依
頼
す
る
。
 

・
今
後
の
つ
ぎ
木
試
験
の
た
め
、
新
た
な
台
木
を
生
産
す
る
。
 

１
-
７

 
ア

カ
シ

ア
（
Ac

ac
ia

 t
or

ti
li

s,
 
異
名

Va
ch

el
li

a 
to
rt

il
is

）
採
種
園
の
間
伐
 

2
0
1
9
年

11
月

2
8
日

現
在
、
未

実
施

(
写
真

3
7
、
38
)
で
あ

っ
た

。
K
E
F
R
I
は
、
20
2
0
年

1
月

～
2
月
の

乾
季

に
実

施
す

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
採

種
園

に
お

い
て

昆
虫

類
の

幼
虫

（
毛

虫
）

に
よ

る
葉

の
食

害

が
発
生
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
家
系
に
よ
り
食
害
の
程
度
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
 

       １
-８

 
メ

リ
ア

と
ア

カ
シ

ア
の

種
⼦

の
⼊

⼿
に

つ
い

て
 

写写
真真

2277
  

写写
真真

2288
  

写写
真真

2299
  

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
加
湿
器
の
稼
働
状
態
と
さ
し
床
の
乾
燥
状
態
を
適
宜
観
察
す
る
こ
と
と
し
、
水
が

不
足
し
て
い
れ
ば
、
手
動
で
潅
水
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
簡
易
温
室
内
の
温
度
が

4
0
℃
を
超
え
る
場
合

は
、

被
覆

ポ
リ

シ
ー

ト
の

壁
面

上
部

に
縦

に
切

れ
込

み
を

入
れ

て
通

気
性

を
高

め
る

こ
と

に
よ

り
、

温
度

上

昇
を
お
さ
え
る
こ
と
と
し
た
。
試
行
は

6
か
月
続
け
る
こ
と
と
し
、
3
か
月
後
に
各
床
か
ら
さ
し
穂

2
本
を
抜

き
取
り
、
カ
ル
ス
の
形
成
状
態
な
ど
を
観
察
す
る
予
定
と
し
た
。
 

 

１
-
５
 
メ
リ
ア
の
と
り
木
(
a
i
r
 
l
a
y
e
r
i
n
g
,
 
m
a
r
c
o
t
t
i
n
g
)
試
験
の
実
施
 

メ
リ
ア

に
つ

い
て
、

こ
れ

ま
で
の

さ
し

木
試
験

の
結

果
が
か

ん
ば

し
く
な

い
こ

と
か
ら

、
と

り
木
に

よ
る

ク
ロ
ー
ン
苗
の
増
殖
を
試
み
た
。
 

テ
ィ
バ
の
採
種
園
の
採
種
木
を
無
作
為
に
選
び
、
2
4
本
の
枝
に
と
り
木
を
実
施
し
た
。
 

と
り
木
方
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

・
と
り
木
を
す
る
部
位
の
太
さ
の
１
倍
か
ら

2
倍
の
幅
を
剥
皮
(
写
真

2
7
)
す
る
。
 

・
剥
皮
部
分
の
上
部
に

I
B
A
を
塗
布
す
る
。
 

・
透
明
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
チ
ュ
ー
ブ
で
覆
い
、
コ
コ
ピ
ー
ト
を
充
て
ん
(
写
真

2
8
)
す
る
。
 

・
日
射
に
よ
る
温
度
上
昇
を
防
ぐ
た
め
に
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
被
覆
(
写
真

2
9
)
す
る
。
 

          と
り

木
に

つ
い

て
、

K
E
F
R
I

側
の

ス
タ

ッ
フ

は
他

樹
種

で
実

施
経

験
が

あ
り

、
手

順
の

詳
細

は
彼

ら
に

任

せ
た

。
ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
で

遮
熱

す
る

方
法

は
初

め
て

の
よ

う
で

あ
っ

た
。

な
お

、
K
EF

R
I

側
ス

タ
ッ

フ
は

「
m
a
r
c
o
t
t
i
n
g
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
た
。
 

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

・
１
～
２
週
間
後
に
コ
コ
ピ
ー
ト
の
状
態
を
確
認
し
、
乾
燥
し
て
い
れ
ば
給
水
す
る
。
 

・
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
が
風
等
に
よ
っ
て
外
れ
て
い
れ
ば
、
あ
ら
た
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
被
覆
す
る
。
 

・
2
か
月
後
を
目
途
に
発
根
状
態
を
確
認
す
る
。
 

 

１
-
６
 
ア
カ
シ
ア
（

Ac
ac
ia
 t
or
ti
li
s,

 
異
名

Va
ch
el
li
a 
to
rt
il
is

）
つ
ぎ
木
試
験
の
実
施
 

ア
カ
シ
ア
の
つ
ぎ
木
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
試
し
た
こ
と
の
な
い
「
袋
つ
ぎ
」
を
実
施
す
る
。
 

袋
つ
ぎ
は
、
台
木
の
切
断
部
分
の
樹
皮
を
絞
る
よ
う
に
強
く
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
り
で
き
る
袋
状
の
隙
間
に

穂
木

を
さ

し
こ

む
つ

ぎ
木

方
法

で
あ

る
。

日
本

で
は

ク
ワ

（
養

蚕
用

）
、

ケ
ヤ

キ
、

カ
ラ

マ
ツ

、
カ

ツ
ラ

等

の
樹

種
で

実
施

さ
れ

て
い

る
。

手
法

と
し

て
は

容
易

で
あ

る
が

、
つ

ぎ
木

後
の

観
察

を
怠

る
と

、
穂

木
の

活

着
と
台
木
の
萌
芽
を
見
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

今
回
は
、
テ
ィ
バ
の
採
種
園
に
お
い
て
母
樹
を
無
作
為
混
合
で
採
穂
し
、
出
荷
後
の
残
苗
（
Ac

ac
ia

 t
or

ti
li

s）
を
台
木
と
し
て
用
い
た
。
1
6
本
の
つ
ぎ
木
を
実
施
し
た
。
 

 袋
つ
ぎ
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

・
台
木
を
掘
り
取
り
、
簡
単
に
水
洗
い
(
写
真

3
0
)
す
る
。
 

・
地
際
（
ル
ー
ト
カ
ラ
ー
、
r
o
o
t
 
c
o
l
l
a
r
）
で
切
断
す
る
。
根
側
を
台
木
(
写
真

3
1
)
と
す
る
。
 

・
穂
木
の
葉
を
す
べ
て
除
去
し
、
元
を
ク
サ
ビ
形
に
け
ず
る
(
写
真

3
2
)
。
 

・
切
断
し
た
木
口
の
樹
皮
を
絞
る
よ
う
に
指
で
強
く
抑
え
、
材
部
と
樹
皮
の
間
に
隙
間
を
つ
く
る
。
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・
剥
皮
幅
に
つ
い
て
、
幅
を
太
さ
の

1
/
2
に
す
る
こ
と
や
、
剥
皮
せ
ず
針
金
で
縛
る
だ
け
に
す
る
こ
と

を
試
行
す
る
。
ま
た
、
時
期
に
つ
い
て
は
、
乾
季
の
終
わ
り
（
葉
芽
が
動
き
始
め
る
直
前
）
や
新
芽
の

成
長
が
完
了
し
た
時
期
に
実
施
す
る
。
 

今
回
の
試
行
が
成
功
し
た
場
合
は
、
さ
し
木
に
よ
る
ク
ロ
ー
ン
増
殖
の
代
替
案
と
し
て
、
と
り
木
と
根
ざ
し

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ク
ロ
ー
ン
増
殖
を
検
討
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
 

そ
れ
に
必
要
な
確
認
事
項
は
次
の
と
お
り
。
 

・
検
定
林
で
選
抜
し
た
個
体
（
次
世
代
）
で
、
と
り
木
が
実
施
で
き
る
か
。
 

・
と
り
木
苗
を
鉢
植
え
し
、
根
ざ
し
に
必
要
な
太
さ
の
根
が
採
れ
る
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
。
 
 

 ＊
花
岡
氏
ほ
か
に
よ
る
成
果
で
、
メ
リ
ア
の
根
さ
し
増
殖
が
で
き
る
こ
と
は
確
認
済
み
。
 

H
an
ao
ka
, 
S.
,
 O
hi
ra
, 
M.
, 
Ma
ts
us
hi
ta
,
 M
.,
 &
 K
a
ri
u
ki
, 
J.
 (
20
16
).
 O
pt
im
iz
i
ng
 t
he
 s
iz
e 

o
f 

ro
ot
 
c
ut
t
in
g 

in
 
Me
li
a 

vo
lk
en
si
i 

G
ür
ke
 
f
or
 
im
pr
ov
in
g 

c
lo
na
l 

pr
op
a
ga
ti
on
 
a
nd
 

p
ro
du
ct
io
n
 o
f
 q
ua
li
ty
 p
la
nt
in
g 
s
to
ck
. 
A
fr
ic
an
 J
o
ur
na
l 
of
 B
i
ot
ec

hn
ol
og
y,
 1
5
(2
9)
,
 

1
55
1-
15
58
. 

 

２
-
７
 
ア
カ
シ
ア
（

Ac
ac
ia
 t
or
ti
li
s,

 
異
名

Va
ch
el
li
a 
to
rt
il
is

）
つ
ぎ
木
試
験
 

つ
ぎ
木
試
験
を
継
続
す
る
た
め
、
台
木
の
育
成
を

K
E
F
R
I
側
へ
要
請
し
た
。
 

袋
つ
ぎ
の
結
果
は

1
か
月
程
度
で
判
明
す
る
た
め
、
2
0
2
0
年

1
月
に

K
E
F
R
I
へ
出
張
す
る
者
に
、
活
着
の

確
認
を
依
頼
す
る
、
あ
る
い
は

K
E
F
R
I
側
に
確
認
と
報
告
を
依
頼
す
る
。
 

今
回
の
試
行
が
失
敗
し
た
場
合
は
、
次
の
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
乾
季
の
終
わ
り
に
、
台
木
に
潅
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
状
態
よ
り
早
く
台
木
の
成
長
を
開
始
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

・
乾
季
の
終
わ
り
に
落
葉
し
た
状
態
の
穂
木
を
採
り
、
潅
水
に
よ
り
成
長
を
開
始
さ
せ
た
台
木
に
つ
ぎ
木

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

上
記
の

方
法

は
、
日

本
で

落
葉
広

葉
樹

の
つ
ぎ

木
を

実
施
す

る
と

き
に
行

う
方

法
に
着

想
を

得
た
も

の
で

あ
る

。
日

本
で

は
、

落
葉

時
期

（
寒

い
時

期
）

に
芽

吹
き

の
た

め
の

養
分

を
た

め
込

ん
で

い
る

状
態

の
穂

木

を
採

っ
て

、
冷

蔵
庫

に
貯

蔵
し

て
お

き
、

暖
か

く
な

っ
て

き
た

時
期

（
春

先
）

に
芽

吹
い

た
台

木
へ

貯
蔵

し

て
い

た
穂

木
を

つ
い

で
い

る
。

ケ
ニ

ア
で

は
、

乾
季

に
採

取
し

た
穂

木
を

貯
蔵

し
て

お
く

こ
と

は
、

お
そ

ら

く
で

き
な

い
が

、
人

工
潅

水
で

台
木

の
方

を
よ

り
早

く
成

長
開

始
さ

せ
、

芽
吹

き
の

た
め

の
養

分
を

た
め

込

ん
で
い
る
状
態
の
穂
木
を
、
成
長
を
早
め
に
開
始
さ
せ
た
台
木
に
つ
ぐ
こ
と
を
試
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 

 ２
-
８
 
ア
カ
シ
ア
（

Ac
ac
ia
 t
or
ti
li
s,

 
異
名

Va
ch
el
li
a 
to
rt
il
is

）
採
種
園
の
間
伐
 

2
0
2
0
年

1
月
か
ら

2
月
の
乾
季
に
実
施
予
定
。
結
果
を
メ
ー
ル
で
確
認
す
る
。
 

 ２
-
９
 
メ
リ
ア
と
ア
カ
シ
ア
の
種
子
の
入
手
に
つ
い
て
 

J
I
C
A
ケ
ニ
ア
側
が
得
た
情
報
を
確
認
す
る
。
必
要
な
家
系
数
、
種
子
数
と
日
本
側
が
要
求
す
る
検
疫
方
法

に
つ
い
て
、
詳
細
を

K
E
F
R
I
側
へ
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
。
 

 ２
-
１
０
 
採
種
園
管
理
の
人
件
費
の
未
支
払
い
に
つ
い
て
 

今
後
は
、
手
順
ど
お
り
支
払
い
手
続
き
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

 

３
 
主
な
面
談
者
 

 
 
 
ケ

ニ
ア
森

林
研

究
所

（
K
E
F
R
I
）

キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
長
 
D
r
.
 
L
u
v
a
n
d
a
 

 
 
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
育
種
担
当
 
 
 
 
 
 
 
 
M
r
.
 
K
a
r
i
u
k
i
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
 
M
s
.
 
M
a
i
n
g
i
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
 
M
s
.
 
M
u
n
y
a
o
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
 
M
r
.
 
A
u
k
a
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
 
M
r
.
 
K
y
a
l
o
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 
 
M
s
.
 
M
w
a
n
g
i
 

 
 
 
 
C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
 
 
 
 
高
畑
啓
一
氏
 

日
本
に
お
い
て
も
、
メ
リ
ア
と
ア
カ
シ
ア
の
増
殖
試
験
等
を
行
う
た
め
に
、
種
子
を
ケ
ニ
ア
か
ら
日
本
へ
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を

J
I
C
A
ケ
ニ
ア
と

K
E
F
R
I
へ
問
い
合
わ
せ
た
。
 

J
I
C
A
ケ
ニ
ア
側
か
ら
は
、
関
係
部
局
へ
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
み
る
旨
の
回
答
を
得
た

。
 

K
E
F
R
I
側
か
ら
は
、
必
要
な
家
系
数
、
種
子
数
と
日
本
側
が
要
求
す
る
検
疫
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
を
求
め

ら
れ
た
。
詳
細
は
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
旨
を
返
答
し
た
。
 

 ３
-
９
 
採
種
園
管
理
の
人
件
費
の
未
支
払
い
に
つ
い
て
 

1
1
月

25
日
と

29
日
午
前
の

K
E
F
R
I
と
の
打
合
せ
に
て
、
採
種
園
の
管
理
や
草
刈
り
等
の
労
働
者
の
賃
金
支

払
い
手
続
き
の
確
認
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
2
9
日
午
後
に

K
E
F
R
I
の
カ
リ
ウ
キ
氏
か
ら

J
I
C
A
ケ
ニ
ア
の
本
庄

氏
へ
連
絡
が
あ
り
、
J
I
C
A
か
ら
ケ
ニ
ア
側
へ
振
り
込
ま
れ
た
賃
金
用
資
金
を
確
認
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
手
順
ど
お
り
支
払
い
手
続
き
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

 ２
 
今
後
の
課
題
等
 

２
-
１
 
マ
キ
マ
・
サ
ブ
検
定
林
 
M
a
k
i
m
a
 
s
u
b
-
P
T
S
 

計
画
通
り
の
管
理
、
調
査
を
行
う
。
 

下
刈
の
際
に
植
栽
木
へ
の
損
傷
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
地
際
の
溝
腐
れ
被
害
の
経
過
観
察
を
行
う
。
 

 

２
-
２
 
マ
リ
マ
ン
テ
ィ
検
定
林
 
M
a
r
i
m
a
n
t
i
 
P
T
S
 

計
画
通
り
の
管
理
、
調
査
を
行
う
。
 

 

２
-
３
 
テ
ィ
バ
検
定
林
 
T
i
v
a
 
P
T
S
 

計
画
通
り
の
管
理
、
調
査
を
行
う
。
 

下
刈
の
際
に
植
栽
木
へ
の
損
傷
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
胴
腐
れ
様
の
被
害
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
削
り
取

り
処
理
の
経
過
観
察
を
行
う
。
 

 

２
-
４
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
（
2
0
1
9
年

8
月
実
施
）
 

発
根
す
る
ま
で
継
続
的
に
観
察
す
る
。
育
成
管
理
方
法
は

K
E
F
R
I
苗
畑
の
方
法
に
従
う
。
 

 

２
-
５
 
メ
リ
ア
さ
し
木
試
験
の
追
加
実
施
 

今
回
実
施
し
た
遠
心
式
加
湿
器
を
用
い
た
さ
し
木
試
験
を

6
か
月
間
続
け
る
こ
と
と
し
、
中
間
結
果
と
し

て
3
か
月
後
に
各
床
か
ら

2
本
を
抜
き
取
り
、
カ
ル
ス
の
形
成
状
態
な
ど
を
観
察
す
る
予
定
と
し
た
。
 

今
回
の
試
行
が
失
敗
し
た
場
合
、
次
の
事
項
を
検
討
す
る
。
 

・
穂

木
が

干
か

ら
び

て
枯

れ
た

場
合

は
、

穂
木

の
長

さ
を

小
さ

く
す

る
こ

と
や

乾
季

に
採

穂
し

て
実

施

す
る
。
 

・
穂

木
が

加
湿

で
腐

っ
て

枯
れ

た
場

合
は

、
簡

易
温

室
の

通
気

性
を

さ
ら

に
高

め
る

、
あ

る
い

は
広

い

場
所
で
実
施
す
る
。
2
0
2
0
年

1
月
以
降
は
ガ
ラ
ス
温
室
(
5
.
8
m
×
8
m
)
の
使
用
が
可
能
に
な
る
見
込

み

で
あ
る
。
 

・
実
施
時
期
を
変
え
る
。
例
え
ば
、
雨
季
の
終
わ
り
や
乾
季
に
行
う
。
 

今
回
の
試
行
が
成
功
し
た
場
合
は
、
量
産
化
を
図
る
た
め
に
次
の
事
項
を
検
討
す
る
。
 

・
ケ
ニ
ア
の
電
圧
（
2
4
0
V
）
で
稼
働
す
る
遠
心
式
加
湿
器
を
さ
が
す
。
 

・
よ
り
大
き
い
温
室
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
で
試
行
す
る
。
 

 

２
-
６
 
メ
リ
ア
の
と
り
木
(
a
i
r
 
l
a
y
e
r
i
n
g
,
 
m
a
r
c
o
t
t
i
n
g
)
試
験
 

発
根
に
つ
い
て
は
、
透
明
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
チ
ュ
ー
ブ
を
外
さ
な
く
て
も
、
目
視
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

2
か
月
後
を
目
途
に
発
根
状
態
の
確
認
を

K
E
F
R
I
側
に
依
頼
す
る
。
 

今
回
の
試
行
が
失
敗
し
た
場
合
、
次
の
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
剥
皮
部
分
が
再
生
し
て
い
た
場
合
は
、
剥
皮
幅
を
よ
り
広
く
す
る
。
 

・
と
り
木
部
分
が
枯
れ
た
場
合
は
、
剥
皮
幅
や
時
期
を
変
え
て
実
施
す
る
。
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A
pp

en
di

x 
5-

4-
6
短短

期期
専専

門門
家家

のの
派派

遣遣
（（

育育
種種

））
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１
  

日日
程程
  

日
 
時
 

内
 
容
 

宿
泊
 

1
月
 
3
1
日
（
金
）
 

午
後
 

移
動
（
茨
城
県
日
立
市
→
成
田
）
小
林
 

移
動
（
岡
山
県
津
山
市
→
成
田
）
宮
下
 

成
田
市
 

2
月
 
1
日
（
土
）
 

 
移
動
（
成
田
→
パ
リ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

機
内
 

 
 
 
2
日
（
日
）
 

午
前
 

午
後
 

資
料
準
備
、
 

C
A
D
E
P
専
門
家
と
の
打
合
せ
 

ナ
イ
ロ
ビ
 

3
日
（
月
）
 

午
前
 

午
後
 

関
係
者
協
議
（
K
E
F
R
I
本
部
、
木
材
研
究
所
）
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
キ
ツ
イ
）
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
4
日
（
火
）
 

午
前
 

 

午
後
 

C
P
打
合
せ
（
K
E
F
R
I
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
）
 

ク
ロ
ー
ン
増
殖
試
験
の
結
果
確
認
 

ア
カ
シ
ア
採
種
林
間
伐
、
増
殖
打
合
せ
（
T
I
V
A
）
 

キ
ツ
イ
 

5
日
（
水
）
 

午
前
 

午
後
 

ク
ロ
ー
ン
増
殖
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
6
日
（
木
）
 

午
前
 

午
後
 

ク
ロ
ー
ン
増
殖
 

キ
ツ
イ
 

 
 
 
7
日
（
金
）
 

午
前
 

  

午
後
 

C
P
打
合
せ
（
K
E
F
R
I
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
 

移
動
（
キ
ツ
イ
→
ナ
イ
ロ
ビ
）
 

C
A
D
E
P
専
門
家
と
の
打
合
せ
 

移
動
（
ナ
イ
ロ
ビ
→
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
 

機
内
 

 
 
 
8
日
（
土
）
 

 
移
動
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
→
成
田
）
 

機
内
 

9
日
（
日
）
 

 
移
動
（
成
田
→
茨
城
県
日
立
市
）
小
林
 

移
動
（
成
田
→
岡
山
県
津
山
市
）
宮
下
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２
  

出出
張張

のの
目目
的的

  

ケ
ニ
ア
国
持
続
的
森
林
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
４
 （

林
木
育

種
）
に
お
い
て
計
画
し
て
い
る
、
ア
カ
シ
ア
実
生
採
種
林
の
間
伐
及
び
材
質
調
査
に
つ
い
て
Ｃ
Ｐ
と
協
議
し
、

今
後
の
実
施
計
画
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
メ
リ
ア
お
よ
び
ア
カ
シ
ア
の
ク
ロ
ー
ン
増
殖
に
つ
い
て
、
2
0
1
9
年

8

月
お
よ
び

1
1
月
に
実
施
し
た
試
験
の
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ア
カ
シ
ア
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
木
に
関
す
る

増
殖
技
術
の
指
導
を
Ｃ
Ｐ
に
行
う
。
さ
ら
に
、
今
後
の
試
験
方
法
に
つ
い
て

C
P
と
協
議
を
行
う
。
 

 ３３
  

出出
張張

のの
概概
要要

  

３３
--
１１
  

アア
カカ

シシ
アア
実実

生生
採採

種種
林林
のの

間間
伐伐
  

2
0
2
0
年

1
～
2
月
の
乾
季
に
実
施
す
る
と
し
て
い
た
ア
カ
シ
ア
実
生
採
種
林
（
2
0
1
5
年

1
2
月
植
栽
）
の
間

伐
は
未
実
施
で
あ
っ
た
。
再
度

T
I
V
A
に
お
い
て

K
E
F
R
I
側

C
P
と

5
月
～
6
月
に
列
状
で
実
施
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
間
伐
木
の
材
質
調
査
（
3
-
2
）
に
つ
い
て
協
議
(
写
真

1
)
し
た
。
 

実
生
採

種
林

の
成
長

は
旺

盛
で
、

一
部

で
は
樹

冠
が

う
っ
閉

し
林

床
に
光

が
入

ら
な
く

な
っ

て
い
る

と
こ

ろ
(
写
真

2
)
も
見
受
け
ら
れ
る
。
 

担
当
分
野
 

氏
名
 

派
遣
期
間
 

育
種

 
宮

下
 
久

哉
 

2
02
0.
1.
31
～
2
. 
9 

作
業
監
理
 

小
林
 
大
樹
 

2
0
2
0
.
1
.
3
1
～
2
.
 
9
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
森
林
普
及
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
齋
藤
克
郎
氏
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
本
庄
由
紀
氏
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写写
真真

55  
苗苗

⽊⽊
ポポ

ッッ
トト

にに
移移

植植
しし

たた
試試

験験
個個

体体
  

写写
真真

66  
設設

置置
しし

たた
ビビ

ニニ
ーー

ルル
温温

室室
  

写写
真真

33  
発発

根根
しし

たた
試試

験験
個個

体体
  

写写
真真

44  
肥肥

⼤⼤
しし

たた
カカ

ルル
スス

  

写写
真真

77  
⼩⼩

型型
ビビ

ニニ
ーー

ルル
温温

室室
内内

のの
過過

湿湿
のの

状状
況況

  
写写

真真
88  

ささ
しし

穂穂
のの

葉葉
のの

状状
況況

（（
右右

側側
はは

雑雑
草草

））
  

３３
--
３３
  

クク
ロロ
ーー

ンン
増増

殖殖
  

３３
--
３３
--
１１

  
メメ

リリ
アア

ささ
しし
木木

試試
験験
  

8
月
に
実
施

し
た
ガ

ラ
ス

温
室
(
改

修
工

事
開
始

後
は

ビ
ニ
ー

ル
温

室
に
移

動
)
に

お
け
る

林
業

用
育
苗
コ

ン
テ
ナ
を
使
用
し
た
さ
し
木
試
験
個
体
中
、
1
本
（
コ
コ
ピ
ー
ト
、
発
根
剤
な
し
）
に
発
根
(
写
真

3
)
を
確
認

し
た
。
ま
た
汎
用
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
し
た
試
験
個
体
に
も
カ
ル
ス
の
肥
大
(
写
真

4
)
が
見
ら
れ
た
た
こ
と
か
ら
、

こ
の

2
本
を
苗

木
ポ

ッ
ト

に
移

植
(
写

真
5
)
し

た
。
葉
を
付
け
て
い
る
他
の
個
体
は
当
面
様
子
を
見
る
こ
と
と

し
、
ど
ち
ら
も
ビ
ニ
ー
ル
温
室
(
写
真

6
)
に
静
置
し
て
育
成
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

                         1
1
月
に
実
施
し
た
小
型
ビ
ニ
ー
ル
温
室
(
写
真

7
)
に
お
け
る
さ
し
木
試
験
は
、
半
数
ほ
ど
が
ま
だ
葉
を
付

け
て
い
た
(
写
真

8
)
が
、
上
段
よ
り
も
下
段
に
設
置
し
た
方
が
葉
を
付
け
て
い
る
本
数
は
少
な
か
っ
た
。
 

設
置
し
た
遠
心
式
加
湿
器
(
写
真

9
左
)
は
問
題
な
く
稼
働
し
て
お
り
、
温
室
内
の
温
度
は
最
高

3
6
℃
、
最

低
1
9
℃
(
写
真

9
右
)
と
当
初
想
定
し
て
い
た
温
度
に
保
た
れ
て
い
が
、
温
室
内
は
水
滴
が
し
た
た
り
、
下
部

に
は

水
た

ま
り

が
で

き
る

な
ど

過
湿

状
態

で
あ

っ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
ま

た
、

砂
、

軽
石

（
P
u
mi
c
e
）

の
培

地
は
堅
く
締
ま
っ
て
い
た
。
 

さ
し
穂
を
引
き
抜
い
て
み
る
と
、
上
部
に
葉
を
付
け
て
い
る
が
基
部
は
全
て
が
腐
朽
(
写
真

1
0
)
し
て
い
た
。 

           

写写
真真

22  
アア

カカ
シシ

アア
実実

⽣⽣
採採

種種
園園

  
写写

真真
11  

CCPP
とと

のの
協協

議議
（（

KKII
TTUU

IIセセ
ンン

タタ
ーー

））
  

  

           ３３
--
２２
  

アア
カカ
シシ

アア
材材

質質
調調
査査

  

ナ
イ
ロ
ビ
に
お
い
て
、
D
r
.
 N
d
u
f
a
氏
（
K
E
F
R
I
本
部
）
、
M
s.
 N
e
l
l
i
e
氏
（
K
E
F
R
I
木
材
研
究
所
）
と
ア

カ
シ
ア
の
材
質
調
査
の
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
続
い
て
、K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、M

r.
 K
a
ri

uk
i

氏
ら

K
E
F
R
I
側

C
P
と
協
議
を
行
っ
た
。
 

材
質
形
質
は
、
材
密
度
（

W
o
od
 D
en

si
ty

）
を
測
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
材
密
度
を
測
定
し
、
幹
重
量
（

W
e
ig
ht

 

o
f
 S
t
e
m
）
や
枝
重
量
（
W
e
i
g
h
t
 o
f
 B
r
a
n
c
h
e
s
）
か
ら

1
本
あ
た
り
の
炭
素
貯
蔵
量
（
C
a
r
b
o
n
 S
t
o
c
k
）
を

推
定
し
て
、
炭
素
隔
離
（
C
a
r
b
o
n
 S
e
q
u
e
s
t
r
a
t
i
o
n
）
の
評
価
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、

植
林
活
動
に
お
け
る
炭
素
固
定
能
（
G
r
e
e
n
 C
a
r
b
o
n
）
の
推
定
に
対
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
C
o
m
p
o
n
e
n
t
間

の
協
力
の
一
環
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
 

 C
P
と
の
協
議
の
結
果
、
材
質
調
査
は
以
下
の
手
順
で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
 

➀
 
ア

カ
シ

ア
実
生

採
種

林
の
成

長
デ

ー
タ
か

ら
、

成
長
量

（
大

、
中
、

小
）

に
応
じ

1
0

本
ず
つ

（
計

3
0
本
）
の
調
査
対
象
木
を
選
定
し
、
地
際
か
ら

5
0
c
m
の
位
置
に
印
を
つ
け
る
。
な
お
、
成
長
デ
ー
タ

は
、
2
0
2
0
年

2
月
に
実
施
予
定
の
最
新
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
 

 ➁
 
調

査
対

象
木
に

つ
い

て
、
ピ

ロ
デ

ィ
ン
陥

入
量

の
測
定

、
生

長
錐
を

用
い

た
コ
ア

サ
ン

プ
ル
の

採
取

お
よ
び
円
板
の
採
取
を
行
う
。
採
取
し
た
コ
ア
サ
ン
プ
ル
お
よ
び
円
板
の
材
密
度
を
測
定
し
、
ピ
ロ
デ

ィ
ン
陥
入
量
、
コ
ア
サ
ン
プ
ル
の
材
密
度
実
測
値
お
よ
び
円
板
の
材
密
度
実
測
値
の
相
関
を
検
討
し
て
、

調
査
対
象
樹
種
(
今
回
は
ア
カ
シ
ア
)
に
お
け
る
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
 

 
 
ア
カ
シ
ア
に
お
け
る
ピ
ロ
デ
ィ
ン
を
用
い
た
材
密
度
の
推
定
の
有
効
性
を
検
討
し
、
材
密
度
の
簡
易
推

定
法
の
確
立
に
取
り
組
む
。
 

ピ
ロ
デ

ィ
ン

は
、
一

定
の

バ
ネ
の

力
で

樹
幹
に

ピ
ン

を
打
ち

込
み

そ
の
陥

入
量

を
測
定

す
る

機
器

で

あ
り
、
傾
斜
地
に
お
い
て
も
立
木
の
状
態
で
短
時
間
に
多
く
の
個
体
を
測
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
非
破

壊
的
測
定
機
器
で
あ
る
。
林
木
育
種
分
野
に
お
い
て
は
、
調
査
の
対
象
個
体
数
が
数
百
か
ら
数
千
と
な

る
こ
と
か
ら
、
材
密
度
の
簡
易
的
な
推
定
方
法
と
し
て
、
ピ
ロ
デ
ィ
ン
を
用
い
た
測
定
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
「
気
候
変
動
へ
の
適
応
の
た
め
の
乾
燥
地
耐
性
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
も
、
ピ
ロ
デ

ィ
ン
を
導
入
し
、
メ
リ
ア
に
お
け
る
材
密
度
の
評
価
に
用
い
て
い
る
。
 

➂
 
調

査
対

象
木

に
つ

い
て

、
枝

を
採

取
し

、
K
E
F
R
I

木
材

研
究

所
に

お
い

て
製

炭
す

る
。

製
炭

後
に

収

量
を

測
定

し
、

ア
カ

シ
ア

に
お

け
る

炭
の

収
量

を
評

価
す

る
。

N
e
ll

ie
氏

か
ら

、
枝

の
採

取
は

ア
カ

シ
ア
が

R
e
-
s
p
r
o
u
t
す
る
よ
う
に
剪
定
し
て
い
る
、
現
場
で
の
実
際
の
長
さ
に
合
わ
せ
た
ほ
う
が
良
い
、

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
 

 ④
 

1
本

あ
た

り
の
炭

素
貯

蔵
量
（

Ca
rb

on
 
S
to
c
k
）
を

推
定
す

る
た

め
、
地

下
部

バ
イ
オ

マ
ス

量
の
測

定
と
し
て
、
根
系
の
調
査
を
行
う
。
調
査
に
は
、
メ
リ
ア
に
お
い
て
も
調
査
を
担
当
し
た

N
d
u
f
a
氏
と

A
u
k
a
氏
に
協
力
を
依
頼
し
た
。
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写写
真真

1155
  

花花
をを

付付
けけ

たた
枝枝

  

写写
真真

1133
  

つつ
ぎぎ

⽊⽊
後後

ビビ
ニニ

ーー
ルル

袋袋
でで

被被
覆覆

  

写写
真真

1166
  

剥剥
⽪⽪

部部
よよ

りり
基基

部部
にに

カカ
ルル

スス
をを

形形
成成

  

写写
真真

1144
  

苗苗
床床

設設
置置

後後
寒寒

冷冷
紗紗

でで
被被

覆覆
  

写写
真真

1177
  

剥剥
⽪⽪

部部
がが

回回
復復

しし
てて

いい
るる

  

基基
部部

  
剥剥

⽪⽪
部部

  

                

            ３３
--
３３
--
３３

  
メメ

リリ
アア

とと
りり
木木

試試
験験
  

1
1
月
に
実
施
し
た
メ
リ
ア
の
と
り
木
試
験
は
、
実
施
し
た
全
て
の
枝
に
葉
を
付
け
て
お
り
、
一
部
は
花
を

付
け
て
(
写
真

1
5
)
い
た
（
1
1
月
時
点
で
は
既
に
実
を
付
け
て
い
た
）
。
こ
の
う
ち

2
本
の
ビ
ニ
ー
ル
を
外
し

中
の
状
態
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ル
ス
の
形
成
(
写
真

1
6
)
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
再
度
被
覆
を
戻
し
、
も

う
少
し
観
察
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

全
て

の
枝

が
葉

を
付

け
て

い
る

こ
と

か
ら

剥
皮

部
が

回
復

し
て

い
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

(
写

真
1
7
)
が

、

1
ヶ
月
後
（
3
月
初
旬
）
に
再
度
中
の
様
子
を
観
察
し
、
発
根
が
確
認
出
来
た
ら
切
り
取
っ
て
ポ
ッ
ト
に
移
植

す
る
。
発
根
が
な
け
れ
ば
被
覆
を
戻
し
、
も
う

1
ヶ
月
様
子
を
見
る
こ
と
と
し
た
。
 

ま
た
、
A
u
k
a
氏
（
2
月

1
日
付
け
で
キ
ブ
エ
ジ
に
移
動
）
に
よ
り
、
K
I
B
W
E
Z
I
に
お
い
て
も
剥
皮
幅
を
も

う
少
し
広
く
し
て
再
度
試
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
 

          

                

写写
真真

99  
遠遠

⼼⼼
式式

加加
湿湿

器器
とと

温温
度度

計計
  

写写
真真

1100
  

引引
きき

抜抜
いい

たた
ささ

しし
穂穂

  

写写
真真

1111
  

つつ
ぎぎ

穂穂
採採

取取
とと

流流
⽔⽔

処処
理理

  
写写

真真
1122

  
CCPP

にに
よよ

るる
つつ

ぎぎ
⽊⽊

  

              

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
8
月
実
施
の
試
験
で
は
可
能
性
の
あ
る
個
体
は

2
本
の
み
で
あ
っ
た
が
、
農
業
用
育

苗
コ
ン
テ
ナ
で
コ
コ
ピ
ー
ト
を
使
い
発
根
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
1
1
月
実
施
の
試
験
で
は
、
過
湿
状
態
（
加

湿
器
の
能
力
に
比
べ
ビ
ニ
ー
ル
温
室
が
小
さ
す
ぎ
た
）
に
な
り
基
部
が
腐
朽
し
た
こ
と
、
砂
と
軽
石
（

P
u
mi
ce
）

の
培

地
は

灌
水

に
よ

り
堅

く
締

ま
っ

て
し

ま
う

こ
と

か
ら

、
今

後
の

さ
し

木
試

験
に

は
用

い
な

い
こ

と
と

し

た
。
 

C
P
と
の
協
議
の
結
果
、
さ
し
木
試
験
は
、
今
後
、
以
下
の
条
件
で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
 

➀
林
業
用
育
苗
コ
ン
テ
ナ
で
コ
コ
ピ
ー
ト
を
使
用
。
 

➁
ビ
ニ
ー
ル
温
室
内
に
保
管
し
、
1
回
／
日
の
灌
水
を
行
う
。
（
ガ
ラ
ス
温
室
の
改
修
終
了
後
は
、
ガ

ラ
ス
温
室
を
使
用
）
。
 

さ
ら
に
、
さ
し
穂
の
採
取
時
期
に
よ
る
発
根
率
の
違
い
を
検
証
す
る
た
め
、
毎
月
さ
し
木
試
験
を
行
う
こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
系

統
別

の
発

根
率

に
差

異
が

生
じ

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
も

検
証

す
る

た
め

、
採

穂
系

統

を
固
定
し
供
試
す
る
こ
と
と
し
た
。
供
試
本
数
は
、
毎
回
、
系
統
あ
た
り

9
本
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

対
象
系
統
は
、
2
0
1
9
年

1
2
月
に
松
下
主
任
研
究
員
と

K
a
r
i
u
k
i
氏
が
検
定
林
デ
ー
タ
を
統
計
解
析
し
た
結

果
を
基
に
、
成
長
が
優
れ
て
い
る

1
5
系
統
を
選
定
し
た
。
 

今
後
、
さ
し
木
試
験
は
、
毎
月
第

4
週
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
初
回
は

2
月

2
4
日
の
週
と
し
て

2
0
2
1
年

1
月
ま
で
の
期
間
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
 

 

３３
--
３３
--
２２

  
アア

カカ
シシ

アア
つつ
ぎぎ

木木
試試

験験
  

1
1
月
の
試
験
は
試
行
的
に
袋
つ
ぎ
を
行
っ
た
が
、
全
て
台
木
と
も
枯
れ
て
い
た
。
ま
た
、
新
た
な
台
木
の

生
産
を

C
P
に
依
頼
し
て
い
た
が
、
降
雨
に
よ
る
苗
床
の
冠
水
に
よ
り
播
種
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
 

 再
度
、
K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ア
カ
シ
ア
属
の
苗
木
を
使
い
、
以
下
の
と
お
り
試
験
を
実
施
し
た
。
 

➀
台
木
は
、
Ac
ac
ia
 t
or
ti
li
s(

1
2
本
)
、
Ac
ac
ia
 g
er
ra
rd
ii

(
2
8
本
)
を
使
用
 

➁
つ
ぎ
穂
は
、
採
種
林
の

4
系
統
か
ら

1
0
本
ず
つ
採
取
し
、
一
晩
流
水
処
理
(
写
真

1
1
)
 

➂
袋
つ
ぎ
は
台
木
ご
と
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
割
つ
ぎ
を
実
施
(
写
真

1
2
)
 

④
つ
い
だ
苗
木
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
か
け
、
苗
床
の
寒
冷
紗
下
に
保
管
(
写
真

1
3
、
1
4
)
 
と
し
た
。
 

ま
た
、
再
度
、
今
後
の
つ
ぎ
木
用
台
木
の
生
産
を
依
頼
し
た
。
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写写
真真

1188
  

改改
修修

⼯⼯
事事

中中
のの

ガガ
ララ

スス
温温

室室
  

              

４４
--
２２

--
５５

  
採採

種種
園園

管管
理理

のの
人人

件件
費費

のの
未未

払払
いい

とと
KK
EE
FF
RR
II
のの

人人
事事

異異
動動

  

採
種
園

の
管

理
や
草

刈
り

等
の
労

働
者

の
賃
金

支
払

い
手
続

き
が

遅
れ
て

い
る

こ
と
か

ら
、

適
正
な

事
務

処
理
を
行
う
こ
と
を

K
E
F
R
I
側
に
申
し
入
れ
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
1
1
月
に
も
申
し
入
れ
て
お
り
今
回
が

二
度
目
と
な
る
。
採
種
園
・
検
定
林
管
理
の
現
場
責
任
者
で
あ
り
、
労
賃
等
支
払
の
担
当
者
で
も
あ
る

A
u
k
a

氏
が

K
I
B
W
E
Z
I
に
転
勤
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

4
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ

る
K
a
r
i
u
k
i
氏
に
再
度
念
を
押
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り

K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
各
種
調
査
等
の
経
験
が
豊
富
な

A
u
k
a
氏
の
転
勤

は
、
残
す
と
こ
ろ

1
年
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
る
。
 

幸
い
、
K
I
T
U
I
、
K
I
B
W
E
Z
I
間
の
道
路
は
改
修
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
車
で

1
時
間
半
程
度
で
あ
る
こ
と
、
A
u
k
a

氏
の
家
族
が

K
I
T
U
I
に
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
採
種
園
・
検
定
林
の
管
理
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
お

願
い
し
た
。
 

本
件
に
つ
い
て
は
、
C
A
D
E
P
の
高
畑
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
も
報
告
し
た
。
 

  ５５
  

主主
なな
面面
談談

者者
 

ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
（
K
E
F
R
I
）
 

本
部
（
育
種
担
当
）
 
 
 
 
 
 
 
 
M
r
.
 
J
a
s
o
n
 
K
a
r
i
u
k
i
 

本
部
 

 
 
 
D
r
.
 
J
a
m
e
s
 
N
d
u
f
a
（
元
キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
所
長
）
 

木
材
研
究
所
 
所
長
 

 
 
 
 
M
s
.
 
N
e
l
l
i
e
 
O
d
u
o
r
 

木
材
研
究
所
 
技
師
 
 
 
 
 
Mr
. 
Be
nj
a
mi
n 
Mu
tu
la
 

 
 

 
 
 
 
K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
 
所
長
 
 
 
 
 
M
r
.
 
A
l
b
e
r
t
 
L
u
v
a
n
d
a
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
KI
TU
I
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 M
r.
 
Sa
mu
el
 A

uk
a 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 M
r.
 
Ez
ek
ie
l 
Ky
a
lo
 

K
IT
UI

セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
 
M
s.
 D
am
ar
i
s 
Mu
ny
ao
 

K
IT
UI

セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
 
M
s.
 F
ro
uz
a
 M
. 
Ma
in
gi
 

K
IT
UI

セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
 
M
s.
 M
ar
y 
M
wa
ng
i 

 C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
 
高
畑
 
啓
一
 
氏
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
森
林
普
及
 
 
 
 
 
 
 
齋
藤
 
克
郎
 
氏
 

C
A
D
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
力
/
業
務
調
整
 
 
本
庄
 
由
紀
 
氏
 

 

 

  
今今

後後
のの
課課
題題

等等
  

３３
--
２２
  

アア
カカ

シシ
アア
実実

生生
採採

種種
林林
のの

間間
伐伐

とと
材材
質質

調調
査査
  

2
0
1
5
年

1
2
月

植
栽

の
ア

カ
シ

ア
実

生
採

種
林

の
間

伐
は

、
当

初
2
0
1
9
年

11
月
末

ま
で

に
終

了
す

る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
1
～
2
月
に
延
期
さ
れ
、
今
回
再
度
の
延
期
と
な
っ
た
。
K
E
F
R
I
か
ら
は
、
乾
季
の
実
施
の

方
が
望
ま
し
い
（
今
回
の
雨
季
は

1
0
月
か
ら
始
ま
り

2
月
初
旬
で
も
ま
だ
雨
が
降
っ
て
い
る
）
こ
と
か
ら
未

実
施

と
な

っ
て

い
る

と
の

説
明

で
あ

っ
た

。
樹

高
が

高
く

な
っ

て
き

て
お

り
樹

冠
も

閉
じ

出
し

て
い

る
こ

と

か
ら
、
う
っ
閉
し
て
枝
が
枯
れ
上
が
る
前
に
間
伐
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

材
質
調
査
に
つ
い
て
は
、
D
r
.
 N
d
u
f
a
氏
（
K
E
F
R
I
本
部
）
、
M
s
.
 N
e
l
l
i
e
氏
（
K
E
F
R
I
木
材
研
究
所
）
と

協
議
の
上
手
法
を
検
討
し
、
K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
の

C
P
に
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
間
伐
の
実
施
前
に

短
期
専
門
家
を
派
遣
し
、
再
度
念
押
し
と
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

３３
--
３３
  

クク
ロロ

ーー
ンン
増増

殖殖
  

４４
--
２２
--
１１

  
メメ

リリ
アア

ささ
しし
木木

試試
験験
  

こ
れ
ま

で
何

度
も
試

験
が

繰
り
返

さ
れ

た
が
、

カ
ル

ス
の
形

成
、

少
量
の

発
根

が
見
ら

れ
た

だ
け
で

成
功

例
は
な
い
。
今
回
、
1
本
の
み
で
は
あ
る
が
充
分
な
発
根
が
認
め
ら
れ
、
発
根
に
至
る
ま
で
に
は
長
期
（
今
回

は
５
ヶ
月
）
を
要
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

今
後
の

試
験

で
は
、

今
回

と
同
様

の
温

度
・
湿

度
の

再
現
が

重
要

で
あ
り

、
さ

し
穂
の

採
取

時
期
も

増
殖

に
関

係
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

同
じ

施
設

（
ビ

ニ
ー

ル
温

室
）

で
毎

月
、

さ
し

木
試

験
を

行
う

こ

と
と
し
た
。
 

わ
ず
か
１
本
の
発
根
が
、
半
ば
諦
め
か
け
て
い
た
よ
う
な

K
I
T
U
I
セ
ン
タ
ー
の

C
P
の
や
る
気
を
取
り
戻
し

た
様
に
感
じ
た
。
 

 

４４
--
２２
--
２２

  
アア

カカ
シシ

アア
つつ
ぎぎ

木木
試試

験験
  

1
1
月
実
施
の
袋
つ
ぎ
も
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
次
の
方
法
を
検
討
す
る
。
 

・
乾
季
の
終
わ
り
に
、
台
木
に
潅
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
状
態
よ
り
早
く
台
木
の
成
長
を
開
始
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

・
乾
季
の
終
わ
り
に
落
葉
し
た
状
態
の
穂
木
を
採
り
、
潅
水
に
よ
り
成
長
を
開
始
さ
せ
た
台
木
に
つ
ぎ

木
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

ま
た
、
つ
ぎ
木
試
験
を
継
続
す
る
た
め
台
木
の
生
産
を

K
E
F
R
I
に
要
請
し
て
い
た
が
、
今
年
は
雨
期
が
長

く
続
き
雨
が
多
い
た
め
苗
床
が
冠
水
し
て
播
種
が
出
来
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
 

 ４４
--
２２
--
３３

  
メメ

リリ
アア

とと
りり
木木

試試
験験
  

２
ヶ
月

後
、

実
施
し

た
全

て
の
枝

に
葉

を
付
け

て
お

り
カ
ル

ス
の

形
成
も

見
ら

れ
た
こ

と
か

ら
、
観

察
を

継
続

す
る

こ
と

と
し

た
。

今
回

は
、

実
施

後
ず

っ
と

雨
期

が
続

い
て

お
り

水
分

管
理

に
あ

ま
り

注
意

を
払

う

必
要
が
な
か
っ
た
が
、
乾
季
の
場
合
頻
繁
に
水
分
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た
、
さ
し
木
同
様
カ
ル
ス
の
確
認
に
よ
り
、
A
u
k
a
氏
が
自
発
的
に

K
I
B
W
E
Z
I
で
も
試
験
を
行
う
な
ど
、

C
P
の
や
る
気
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

 

４４
--
２２
--
４４

  
試試

験験
施施

設設
  

キ
ツ
イ
セ
ン
タ
ー
の
ガ
ラ
ス
温
室
の
改
修
工
事
(
写
真

1
8
)
は
、
ま
だ
続
い
て
い
た
。
自
動
灌
水
装
置
、
自

動
開

閉
の

屋
根

・
窓

は
設

置
済

で
あ

っ
た

が
、

電
気

配
線

・
給

水
タ

ン
ク

（
写

真
右

側
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ

ロ
ッ
ク
上
に
設
置
予
定
）
を
今
後
設
置
す
る
と
の
こ
と
。
 

本
ガ
ラ

ス
温

室
を
増

殖
試

験
に
使

う
こ

と
が
で

き
れ

ば
、
温

度
・

湿
度
を

適
切

に
保
つ

こ
と

が
で
き

る
と

期
待
し
て
い
る
。
C
P
に
よ
る
と
、
3
月
中
に
は
完
成
す
る
と
の
こ
と
。
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    6週

間
後

、
全

て
の

穂
⽊

を
取

り
出

し
状

況
（

表
1、

写
真

4）
を

調
べ

た
。

 
さ

し
付

け
た

39
本

中
、発

根（
写

真
5）

し
た

も
の

が
3本

、カ
ル

ス
の

形
成

等（
写

真
6）

が
⾒

ら
れ

た
も

の
が

6本
で

あ
っ

た
。発

根
し

た
も

の
は

、
No

.9
枝

先
か

ら
2

番
⽬

で
灌

⽔
を

中
断

し
た

も
の

、
No

.23
、

30
苗

⽊
の

下
部

か
ら

発
⽣

し
た

萌
芽

枝
の

先
端

部
で

灌
⽔

を
⾏

っ
て

い
た

も
の

で
あ

っ
た

。
発

根
し

た
3本

は
腐

葉
⼟

を
⼊

れ
た

ビ
ニ

ー
ル

ポ
ッ

ト
に

移
植

し
、

カ
ル

ス
を

形
成

し
た

6本
は

カ
ル

ス
に

傷
を

つ
け

再
度

発
根

促
進

剤
を

塗
布

し
さ

し
床

へ
戻

し
た

。
更

に
6週

間
後

（
12

週
間

後
）、

発
根

し
た

3本
の

う
ち

1本
（

No
.9）

は
枯

れ
、

カ
ル

ス
を

形
成

し
た

6本
は

全
て

カ
ル

ス
が

腐
朽

し
て

い
た

。
 

 
穂

⽊
を

採
取

す
る

た
め

の
苗

⽊
が

限
ら

れ
て

い
た

た
め

、
幹

も
含

め
全

て
を

穂
⽊

と
し

て
試

⾏
し

た
。そ

の
結

果
、根

元
径

32
mm

の
幹

部
で

あ
っ

て
も

カ
ル

ス
を

形
成

す
る

こ
と

が
確

認
出

来
た

。
 

     
 

               

写
真

2 
採

穂
苗

⽊
1 

 
灌

⽔
を

2ヶ
⽉

間
中

断
 

根
元

径
：

32
m

m
⻑

：
20

0c
m

 

写
真

3 
採

穂
苗

2 
 

灌
⽔

を
継

続
 

根
元

径
：

22
m

m
 

⻑
：

20
0c

m
 

写
真

1 
採

取
し

た
さ

し
穂

（
穂

⻑
：

約
20

cm
）

 

写
真

4 
6週

間
後

の
状

況
 

表
1 

6週
間

後
の

状
況

 
（

変
化

の
あ

っ
た

も
の

の
み

）
 

写
真

5 
発

根
・

カ
ル

ス
の

状
況

 

さ
し

⽊
試

験
20

20
年

8⽉
20

⽇
実

施 発
根

カ
ル

ス
そ

の
他

2
無

枝
２

6 
m

m
⼩

3
無

枝
３

11
 m

m
○

9
無

枝
２

10
 m

m
○

17
無

幹
４

28
 m

m
○

18
無

幹
５

30
 m

m
○

19
無

幹
６

28
 m

m
○

20
有

枝
先

6 
m

m
⼩

22
有

枝
３

12
 m

m
⼩

○
23

有
枝

先
5 

m
m

萌
芽

枝
○

26
有

枝
先

6 
m

m
⼩

○
30

有
枝

先
6 

m
m

萌
芽

枝
○

36
有

幹
４

22
 m

m
⼩

37
無

幹
元

32
 m

m
⻑

14
5m

m
⼤

13
3

6
6

6週
後

(9
/3

0)
No

.
備

 
考

元
径

部
位

灌
⽔

Ap
pe

nd
ix

 5
-4

-7
  
国国
内内
業業
務務
報報
告告
書書

 

    メ
リ

ア
さ

し
⽊

増
殖

の
試

⾏
に

つ
い

て
 

11  
背背

景景
    

さ
し

⽊
に

よ
る

M
eli

a v
olk

en
sii

の
ク

ロ
ー

ン
増

殖
は

、
採

種
園

に
お

け
る

つ
ぎ

⽊
の

台
負

け
対

策
と

し
て

重
要

な
技

術
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

FT
BC

の
短

期
専

⾨
家

が
ケ

ニ
ア

に
渡

航
し

た
際

に
KR

FR
Iス

タ
ッ

フ
と

と
も

に
試

験
を

実
施

し
て

き
た

が
、

実
⽤

可
能

な
技

術
の

開
発

に
は

⾄
っ

て
い

な
い

。
さ

ら
に

、
世

界
的

な
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
感

染
拡

⼤
に

よ
り

、
短

期
専

⾨
家

が
ケ

ニ
ア

へ
渡

航
で

き
な

い
こ

と
、

ケ
ニ

ア
国

内
に

お
け

る
ナ

イ
ロ

ビ
地

域
と

地
⽅

と
の

移
動

制
限

な
ど

に
よ

り
20

20
年

3⽉
よ

り
ケ

ニ
ア

に
お

け
る

ク
ロ

ー
ン

増
殖

の
研

究
は

中
断

し
て

い
る

。
 

20
20

年
8

⽉
か

ら
ケ

ニ
ア

に
お

け
る

増
殖

試
験

の
代

替
措

置
と

し
て

、
国

内
に

お
い

て
以

下
の

と
お

り
さ

し
⽊

増
殖

の
試

⾏
を

⾏
っ

た
。

 
  22  

ささ
しし

⽊⽊
増増

殖殖
のの

試試
⾏⾏

  
林

⽊
育

種
セ

ン
タ

ー
（

⽇
⽴

市
）

に
お

い
て

20
20

年
8⽉

か
ら

20
21

年
5⽉

ま
で

の
間

に
3回

の
試

⾏
を

⾏
っ

た
。

な
お

、
本

さ
し

⽊
試

⾏
に

使
⽤

し
た

穂
⽊

は
、

20
16

年
に

根
ざ

し
試

験
（

花
岡

⽒
）

に
よ

り
増

殖
し

温
室

内
に

保
管

し
て

あ
っ

た
苗

⽊
か

ら
採

取
し

た
。

 
 

22--
11  

採採
取取

部部
位位

、、
穂穂

⽊⽊
採採

取取
苗苗

⽊⽊
のの

硬硬
化化

処処
理理

（（
灌灌

⽔⽔
のの

停停
⽌⽌

））
にに

よよ
るる

試試
⾏⾏

（（
2200

2200
年年

88⽉⽉
2200

⽇⽇
実実

施施
））

  
さ

し
⽊

増
殖

に
お

け
る

、
➀

穂
⽊

の
採

取
部

位
に

よ
る

発
根

性
、

➁
穂

⽊
採

取
前

の
苗

⽊
の

硬
化

処
理

（
灌

⽔
を

中
断

）
に

よ
る

発
根

性
を

探
る

た
め

、
以

下
の

と
お

り
試

⾏
を

⾏
っ

た
。

本
試

⾏
に

使
⽤

し
た

穂
⽊
（
写
真
1）

は
、

育
種

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

展
⽰

⽤
に

使
⽤

し
て

い
た

⼤
苗
（
写
真
2、

3）
か

ら
採

取
し

た
。

 
 グ

ル
ー

プ
1 

：
19

本
 

灌
⽔

を
2ヶ

⽉
間

中
断

し
た

採
穂

⽊
か

ら
採

取
 

グ
ル

ー
プ

2 
：

20
本

 
毎

⽇
灌

⽔
を

⾏
っ

て
い

た
採

穂
か

ら
採

取
 

穂
⽊

の
⻑

さ
 

：
約

20
cm

 
穂

⽊
の

養
⽣

 
：

穂
⽊

の
活

⼒
を

回
復

さ
せ

る
た

め
、

採
取

後
24

時
間

流
⽔

に
浸

し
た

 
 

さ
し

床
  

：
⿅

沼
⼟

細
粒

 
 

灌
⽔

⽅
法

 
：

平
⽇

（
2回

/⽇
）

 
午

前
中

：
⼿

動
灌

⽔
、

午
後

：
⾃

動
灌

⽔
 

週
末

・
祝

⽇
（

4回
/⽇

）
 

9時
、

11
時

、
13

時
、

15
時

：
⾃

動
灌

⽔
 

 
発

根
促

進
剤

 
：

オ
キ

シ
ベ

ロ
ン

粉
剤

を
塗

布
  

 
         

担
当
分
野
 

氏
名
 

期
間
 

作
業
監
理
 

小
林
 
大
樹
 

20
21
.8
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            穂
⽊

は
、

根
元

径
6〜

8m
m、

苗
⻑

30
〜

92
cm

の
⼩

さ
め

の
苗

⽊
か

ら
採

取
し

た
（

写
真

9）
。

採
取

後
、

グ
ル

ー
プ

1は
直

射
⽇

光
を

避
け

て
乾

燥
さ

せ
、グ

ル
ー

プ
2は

流
⽔

に
浸

し
た

。さ
し

付
け

1週
間

後
か

ら
葉

を
付

け
始

め
、3

週
間

後（
写

真
10

）
ま

で
に

31
本

が
出

葉
し

た
。

そ
の

後
、

徐
々

に
葉

を
落

と
し

た
が

、
10

週
間

後
（

写
真

11
）

で
も

28
本

が
（

か
ろ

う
じ

て
）

葉
を

付
け

て
い

た
。

 
10

週
後（

写
真

11
）

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、３
本

が
発

根（
写

真
12

）
し

て
い

た
。3

本
と

も
陰

⼲
し

を
⾏

っ
た

も
の

で
、

部
位

は
根

元
（

No
.20

）、
根

元
か

ら
2番

⽬
（

No
.16

、
22

）
で

あ
っ

た
。

そ
の

他
の

挿
し

穂
で

は
カ

ル
ス

の
形

成
も

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
 

        
    33  

試試
⾏⾏

のの
結結

果果
  

3
回

の
さ

し
⽊

の
試

⾏
で

穂
⽊

と
し

て
使

⽤
し

た
根

ざ
し

増
殖

に
よ

る
苗

⽊
は

、
⻑

期
間

ポ
ッ

ト
で

養
苗

さ
れ

て
い

た
た

め
成

⻑
が

抑
圧

さ
れ

均
⼀

な
も

の
で

は
な

く
、

ま
た

サ
ン

プ
ル

数
は

少
な

か
っ

た
。

 
さ

し
⽊

を
成

功
さ

せ
る

た
め

の
有

⽤
な

結
果

は
得

ら
れ

て
い

な
い

が
、

以
下

の
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 
①

 
2m

程
度

ま
で

の
苗

⽊
を

採
穂

⽊
と

し
て

使
⽤

し
た

場
合

、
ど

の
部

位
で

も
発

根
の

可
能

性
が

あ
る

。
 

➁
 

穂
⽊

を
乾

燥
（

1⽇
陰

⼲
し

）
さ

せ
て

も
穂

⽊
の

活
性

は
低

下
し

な
い

（
発

根
の

可
能

性
は

不
明

）。
 

な
お

、
さ

し
⽊

試
⾏

に
使

⽤
し

た
苗

⽊
の

根
は

、
展

⽰
や

今
後

の
増

殖
試

験
の

た
め

に
再

度
根

ざ
し

に
よ

る
増

殖
を

⾏
い

育
苗

中
で

あ
る

。
 

 44  
  今今

後後
のの

⽅⽅
向向

  
こ

れ
ま

で
の

試
⾏

で
は

全
て

⿅
沼

⼟（
細

粒
）を

培
⼟

と
し

て
⾏

っ
た

が
、ケ

ニ
ア

で
⼊

⼿
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、ケ
ニ

ア
で

使
⽤

し
て

い
る

コ
コ

ピ
ー

ト
（

20
19

年
8⽉

の
試

験
で

1本
発

根
）

を
培

⼟
と

し
た

さ
し

⽊
試

験
が

必
要

で
あ

る
。

 

写
真

9 
挿

し
穂

の
採

取
箇

所
（

○
=乾

燥
、

○
＝

発
根

）
 

写
真

10
 

さ
し

付
け

3週
間

後
 

写
真

11
 

さ
し

付
け

10
週

間
後

 
写

真
12

 
さ

し
付

け
10

週
間

後
 

⑳⑳
 

⑱⑱
 

⑲⑲
 

⑮⑮
 

⑯⑯
 

⑰⑰
 

⑬⑬
 ⑭⑭
 

②②
 

①①
 

③③
 

④④
 

⑤⑤
 

⑦⑦
 ⑧⑧
 

⑨⑨
 

⑪⑪
 ⑫⑫

 
⑥⑥

⑩⑩
 

㉑㉑
 

㉒㉒
 

㉓㉓
 

㉔㉔
 

㉕㉕
 

㉙㉙
 

㉘㉘
 

㉖㉖
 ㉗㉗
 

㉛㉛
 

㉚㉚
 

㉜㉜
 

苗苗
⻑⻑

::9922
ccmm

 
元元

径径
::88mm

mm 
苗苗

⻑⻑
::9988

ccmm
 

元元
径径

::88mm
mm 

苗苗
⻑⻑

::4433
ccmm

 
元元

径径
::88mm

mm 

苗苗
⻑⻑

::5522
ccmm

 
元元

径径
::77mm

mm 
苗苗

⻑⻑
::5533

ccmm
 

元元
径径

::88mm
mm 

苗苗
⻑⻑

::3344
ccmm

 
元元

径径
::77mm

mm 

苗苗
⻑⻑

::5533
ccmm

 
元元

径径
::99mm

mm 

苗苗
⻑⻑

::3311
ccmm

 
元元

径径
::77mm

mm 
苗苗

⻑⻑
::3300

ccmm
 

元元
径径

::66mm
mm 

苗苗
⻑⻑

::4477
ccmm

 
元元

径径
::88mm

mm 

22--
22  

採採
取取

部部
位位

、、
穂穂

⽊⽊
採採

取取
苗苗

⽊⽊
のの

硬硬
化化

処処
理理

（（
灌灌

⽔⽔
のの

停停
⽌⽌

））
にに

よよ
るる

試試
⾏⾏

（（
2200

2200
年年

1100
⽉⽉

88⽇⽇
実実

施施
））

  
前

回
の

試
⾏

（
8

⽉
実

施
）

で
は

、
様

々
な

部
位

で
カ

ル
ス

の
形

成
が

⾒
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
前

回
と

同
じ

⽅
法

に
よ

り
再

度
試

⾏
を

⾏
っ

た
。

 
 グ

ル
ー

プ
1 

：
24

本
 

灌
⽔

を
4ヶ

⽉
間

中
断

し
た

採
穂

⽊
か

ら
採

取
 

グ
ル

ー
プ

2 
：

23
本

 
毎

⽇
灌

⽔
を

⾏
っ

て
い

た
採

穂
か

ら
採

取
 

穂
⽊

の
⻑

さ
 

：
約

15
cm

 
穂

⽊
の

養
⽣

 
：

穂
⽊

の
活

⼒
を

回
復

さ
せ

る
た

め
、

採
取

後
24

時
間

流
⽔

に
浸

し
た

 
 

さ
し

床
  

：
⿅

沼
⼟

細
粒

 
 

灌
⽔

⽅
法

 
：

平
⽇

（
2回

/⽇
）

 
午

前
中

：
⼿

動
灌

⽔
、

午
後

：
⾃

動
灌

⽔
 

週
末

・
祝

⽇
（

4回
/⽇

）
 

9時
、

11
時

、
13

時
、

15
時

：
⾃

動
灌

⽔
 

発
根

促
進

剤
 

：
オ

キ
シ

ベ
ロ

ン
粉

剤
を

塗
布

  
 

灌
⽔

を
中

断
し

た
穂

⽊
は

、
さ

し
付

け
1週

間
後

か
ら

葉
を

付
け

始
め

、
4週

間
後

（
写

真
6）

に
は

24
本

中
23

本
が

出
葉

（
う

ち
4本

は
4週

間
後

ま
で

に
落

葉
）

し
た

。
そ

の
後

徐
々

に
葉

を
落

と
し

、
21

週
間

後
（

写
真

7）
に

葉
を

付
け

て
い

た
も

の
は

5本
で

あ
っ

た
。灌

⽔
を

継
続

し
て

い
た

穂
⽊

は
、2

週
間

後
か

ら
葉

を
付

け
始

め
、4

週
間

後
ま

で
に

23
本

中
15

本
が

出
葉

し
7週

間
後

に
22

本
が

出
葉

し
た

。
そ

の
後

徐
々

に
葉

を
落

と
し

、
21

週
間

後
に

葉
を

付
け

て
い

た
も

の
は

8本
で

あ
っ

た
。

 
21

週
後

ま
で

葉
を

付
け

て
い

た
13

本
の

内
、

1本
No

.22
（

灌
⽔

中
断

、
根

元
か

ら
3番

⽬
の

幹
部

、
根

元
径

31
mm

）
（

写
真

8）
が

発
根

し
て

い
た

が
、

他
の

も
の

は
カ

ル
ス

の
形

成
も

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

          
22--

33  
穂穂

⽊⽊
採採

取取
後後

のの
乾乾

燥燥
にに

よよ
るる

試試
⾏⾏

（（
2200

2211
年年

33⽉⽉
1166

⽇⽇
実実

施施
））

  
こ

れ
ま

で
採

穂
し

た
穂

⽊
は

、流
⽔

に
24

時
間

浸
し

活
⼒

を
回

復
し

て
か

ら
さ

し
⽊

を
⾏

っ
て

い
た

が
、こ

れ
ま

で
の

2回
の

試
⾏

で
は

灌
⽔

を
中

断
し

て
い

た
も

の
で

も
ほ

と
ん

ど
の

穂
⽊

か
ら

出
葉

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
採

取
後

の
穂

⽊
を

乾
燥

さ
せ

て
穂

⽊
の

活
性

を
探

る
こ

と
と

し
た

。
試

⾏
の

概
要

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 グ
ル

ー
プ

1 
：

15
本

 
24

時
間

陰
⼲

し
  

グ
ル

ー
プ

2 
：

17
本

 
流

⽔
に

よ
り

24
時

間
養

⽣
 

穂
⽊

の
⻑

さ
 

：
約

15
cm

 
 

さ
し

床
  

：
⿅

沼
⼟

細
粒

 
 

灌
⽔

⽅
法

 
：

平
⽇

（
2回

/⽇
）

 
午

前
中

：
⼿

動
灌

⽔
、

午
後

：
⾃

動
灌

⽔
 

週
末

・
祝

⽇
（

4回
/⽇

）
 

9時
、

11
時

、
13

時
、

15
時

：
⾃

動
灌

⽔
 

発
根

促
進

剤
 

：
オ

キ
シ

ベ
ロ

ン
液

剤
（

原
液

）
に

数
秒

浸
漬

 

写
真

6 
4週

間
後

 
写

真
8 

21
週

間
後

 

㉒㉒
  

写
真

8 
発

根
の

状
況

 

㉒㉒
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・
Es

tim
at

io
n 

of
 tr

ee
s w

hi
ch

 h
av

e 
no

 fr
ui

t p
ro

du
ct

io
n 

・
M

et
ho

d 
of

 m
ea

su
re

 o
f f

ru
it 

pr
od

uc
tio

n 
 ○
宮
下
さ
ん
へ
の
質
問

 
(K

ar
iu

ki
) 

20
19

年
に
採

種
園
の
改
良
に
つ
い
て
部
分
的
に
行
う
な
ど
の
レ
コ
メ
ン
ド
が
あ
っ
た
が
、
各

採
種
園
の
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
何
ブ
ロ
ッ
ク
間
伐
し
て
、
何
ブ
ロ
ッ
ク
の
残
す
の
か
。
４
ブ
ロ
ッ
ク
間
伐
し
、
２

ブ
ロ
ッ
ク
残
す
な
ど
、
検
定
林
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た
所
見
は
あ
る
か
。

 
→
（
宮
下
）

 生
産
種
子
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
改
良
さ
れ
る
の
で
、
６
ブ
ロ
ッ
ク
全
て
実
施
を
お
勧
め
す

る
。
系
統
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
系
統
保
存
林
分
を
別
に
造
る
こ
と
も
あ
り
、
心
配

が
小
さ
い
。
検
定
林
に
あ
る

72
ク
ロ
ー
ン
か
ら
は
成
長
性
を
、
採
種
園
の
検
定
林
に
植
栽
さ
れ
て
い
な
い

28
ク
ロ
ー
ン
つ
い
て
は
、
種
子
生
産
能
力
な
ど
を
観
察
し
て
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
(O

ke
yo

) 
採
種
園
で

20
22

年
8
月
に
着
花
、

9
月
～

10
月
に
着
果
の
調
査
を
行
う
。
そ
の
結
果
を
も
っ

て
改
良
伐
採
対
象
木
を
選
定
す
れ
ば
い
い
の
で
は
。
 
←
 
そ
の
よ
う
に
調
査
し
、
そ
の
後
（

20
23

年
）

に
改
良
を
行
う
こ
と
で
い
い
。

 
(N

du
fa

) 
採
種
園
の
間
伐
は
、
種
の
生
産
と
成
長
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
間
伐
に
よ
る
改
良
を
行
う
の
か

(改
良
を
行
う
区
画
の
割
合
は

)。
→
（
宮
下
）
種
子
量
の
少
な
い
系
統
を

除
去
す
れ
ば
生
産
量
は
影
響
小
さ
い
の
で
、

6
ブ
ロ
ッ
ク
全
て
実
施
を
お
勧
め
す
る
。

 
 (

Va
ke

nt
or

) 
着
花
と
樹
高
・
材
積
は
負
の
相
関
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
間
伐
を
行
う
場
合
に
優
先
的
に

ど

ち
ら
を
選
ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
。
 
←
 
（
武
津
）
負
の
相
関
と
い
う
よ
り
相
関
が
弱
い
状
況
（
資
料

P2
2）

な
の
で
、
両
方
を
勘
案
し
て
選
べ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
検
定
林
の
結
果
な
の
で
、
種
子
に
つ
い

て
は
採
種
園
の
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
方
が
良
い
。

 
 4.

 D
is

cu
ss

io
n 

 
・

M
et

ho
d 

of
 ro

gu
ei

ng
 

・
Sc

he
du

le
 o

f r
og

ue
in

g 
(K

ar
iu

ki
) 

 種
子
生
産
の
デ
ー
タ
を
基
に
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
間
伐
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

 
(K

om
on

do
) 
 
次
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

2
つ
の
採
種
園
を
造
成
や
プ
ラ
ス
ツ
リ
ー
候
補
木
の
選
定
な
ど

の
計
画
が
あ
り
、
間
伐
を
行
う
場
合
は
業
務
量
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

  
(N

du
fa

) 
 強

度
の
改
良
を
行
う
と
遺
伝
的
多
様
性
は
低
下
す
る
と
思
う
が
、
お
勧
め
の
改
良
強
度
は
。
採

種
園
の
状
況
を
見
て
決
め
る
必
要
が
あ
る
（
採
種
園
の
写
真
を
提
示
）
。

 
(高

濱
）
来
年
、
種
子
生
産
の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
再
来
年
に
間
伐
を
行
う
方
向
で
進
め
た
い
。
 

  
(稲

本
) 

6
ブ

ロ
ッ
ク
の
間
伐
を
行
う
こ
と
に
賛
同
す
る
。
ま
た
、
着
花
調
査
を
行
い
、
成
長
と
着
果
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
選
定
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
。
更
に
、
追
加
の
プ
ラ
ス
ツ
リ
ー
候
補
木
に
つ
い
て
探
索

す
る
こ
と
に
も
賛
同
す
る
。
 

  
5.

 A
.O

.B
 

(N
du

fa
) 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
原
稿
を
今
週
中
に
提
出
す
る
。
ま
た
、

PM
U

は
9
月

3
日
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は

8
日
か
ら
延
期
さ
れ
て
開
催
さ
れ
る
が
、

PC
R
等
の
説
明
が
あ
る
。

 
(高

濱
) 

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
原
稿
を
お
願
い
し
た
い
。

PM
U

, J
CC

の
資
料
を
作
成
し
共
有
す
る
。
 
 

 
 

A
pp

en
di

x 
5-

4-
8 

国国
内内

業業
務務

報報
告告

書書
 

 特
性

表
に

よ
る

採
種

園
改

良
（

検
定

林
デ

ー
タ

に
よ

る
後

⽅
選

抜
）

に
関

す
る

KE
FR

Iへ
の

レ
ク

チ
ャ

ー
 

20
21

年
8⽉

30
⽇

（
⽉

）
10

:0
0.

a.
m

.-1
2:

00
(J

ap
an

 ti
m

e:
 1

6:
00

-1
8:

00
) 

 当
⽅

：
武

津
（

講
義

）、
宮

下
（

講
義

）、
稲

本
、

⼭
⽥

、
⾼

濱
、

⼩
林

、
稲

永
 

先
⽅

：
D

r. 
Nd

uf
a(

Co
m

p4
 M

an
ag

er
), 

Ka
riu

ki(
C/

P)
, K

am
on

d(
C/

P)
, O

ke
yo

(A
ssi

sta
nt

 R
eg

ion
al 

D
ire

cto
r K

EF
RI

 K
ib

we
zi)

, O
ku

l(T
re

e 
Br

ee
de

r, 
DE

RP
 K

itu
i),

 D
r. 

Lu
va

nd
a(

Re
gio

na
l 

D
ire

cto
r D

ER
P 

Ki
tu

i) 
会
議
様
式

: 
オ
ン
ラ
イ
ン

 
 

1.
 In

tr
od

uc
tio

n 
・
参
加
者
紹
介

 
・

Ba
ck

gr
ou

nd
（
高
濱
）

 
 2.

 P
lu

s t
re

e 
tr

ai
t t

ab
le

 fo
r R

og
ue

in
g 

(D
r. 

Fu
ka

ts
u)

 
・

Se
le

ct
io

n 
of

 p
lu

s 
an

d 
in

fe
ri

or
 t

re
es

 b
as

ed
 o

n 
da

ta
 o

f 
gr

ow
th

 a
nd

 f
ru

it 
pr

od
uc

tio
n 

・
Th

e 
tr

ee
 g

ro
w

th
 d

at
a 

・
D

ra
w

in
g 

lin
e 

at
 b

or
de

r o
f i

nf
er

io
r t

re
es

 
○
武
津
さ
ん
へ
の
質
問

 
(K

ar
iu

ki
) 
検
定
林
は
、
採
種
園
か
ら
の
種
と
母
樹
か
ら
の
た
め
の
２
の
ソ
ー
ス
が
あ
る
が
、
検
定
林
の
結

果
（
ゲ
イ
ン
）
に
違
い
は
あ
る
か
。

 
 
→
（
武
津
）
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。

 
(K

ar
iu

ki
)２

つ
の

ソ
ー

ス
の

検
定

林
の

結
果

を
そ

の
ま

ま
採

種
園

の
間

伐
の

選
定

に
使

用
し

て
い

い
の

か
。 

 
→
（
武
津
）
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。

 
(K

ar
iu

ki
)採

種
園
に
検
定
林
で
テ
ス
ト
し
て
い
な
い
樹
種
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

 
 
→
（
武
津
）
そ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 
(N

du
fa

) 
検
定
林
の
結
果
（
ゲ
イ
ン
）
は
、
検
定
林
毎
で
違
い
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
一
つ
で
扱
っ

て
も
良
い
の
か
。
 
→
（
武

津
）
サ
イ
ト
が
違
っ
て
も
系
統
間
に
高
い
相
関
性
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
サ
イ

ト
間
で
ゲ
イ
ン
の
量
は
異
な
っ
て
い
る
。
 

 
(K

om
on

nd
o)

 デ
ー
タ
の
取
扱
は
ク
ロ
ー
ン
毎
に
違
う
の
か
？

 
  3

. O
bs

er
va

tio
n 

of
 fr

ui
t p

ro
du

ct
io

n 
fo

r p
re

pa
ra

tio
n 

of
 R

og
ue

in
g 

(D
r. 

M
iy

as
ita

) 
・

O
bs

er
va

tio
n 

of
 fr

ui
t p

ro
du

ct
io

n 
 

担
当
分
野
 

氏
名
 

期
間
 

育
種
 

宮
下
 
久
哉
 

2
0
2
1
.
8
.
3
0
 

育
種
 

武
津
 
英
太
郎
 

2
0
2
1
.
8
.
3
0
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Le
ct

ur
e 

of
 R

og
ue

in
g 
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 M

el
ia

 se
ed

 o
rc

ha
rd

 b
y 

K
EF
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 a
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 F

TB
C 

Co
m

po
ne
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 4

: T
re

e 
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ee
di

ng
 

Ca
pa
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 D
ev
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m
en

t P
ro
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 fo
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us
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ab
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 F

or
es

t M
an
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en
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n 
K

en
ya

 
  D

at
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 3
0t

h  A
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t 2

02
1 

Ti
m
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 1

0:
00

.a
.m

. 
Ve

nu
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 O
nl

in
e 

m
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AAgg
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  1.
 In

tr
od

uc
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・
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ck
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 2.
 P
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s t
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e 

tr
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t t
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le
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g 
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r. 
Fu
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・
Se

le
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n 
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 p
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s 
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d 
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ri
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 t
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 o
n 
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 o
f 
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ru
it 
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od
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tio
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・

Th
e 

tr
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 g
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w
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 d
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・

D
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w
in

g 
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e 
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r o

f i
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io

r t
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 3.
 O
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er

va
tio

n 
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 fr
ui

t p
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ct
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n 
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r p

re
pa

ra
tio

n 
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 R
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M
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hi
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) 
・

O
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va
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n 
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n 
 

・
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n 
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ch

 h
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n 

・
M
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d 
of

 m
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f f
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it 

pr
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tio

n 
 4.

 D
is

cu
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n 

 
・

M
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d 
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・
Sc
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du
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 o

f r
og
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in

g 
 5.
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.O

.B
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AA
pp
pp
ee
nn
dd
iixx

  ６６
  

ココ
ンン

ポポ
ーー

ネネ
ンン

トト
４４

／／
広広

報報
関関

連連
情情

報報
  

 

年
⽉
⽇

 
媒
体

 
内
容

 
筆
者
・
掲
載
元

 
2
0
17

年
1
0

月
3
0

日
 

北
海

道
森

林
管

理
局

（
森

林
技

術
・
支

援
セ

ン
タ

ー
）
主

催
平

成

2
9

年
度

技
術

開
発

成
果

発
表

会
 

ケ
ニ

ア
共

和
国

に
お

け
る

 M
el

ia
 v

ol
ke

ns
ii 

育
種

の
紹

介
 

花
岡

創
 

2
0
1
8

年
１

月
 

林
木

育
種

情
報

 
「
ケ

ニ
ア

の
林

木
育

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
新

た
な

ス
テ

ー
ジ

へ
 

育
セ

ン
H

P
 

2
0
19

年
２

月
1
3

日
 

ポ
ス

タ
ー

 

(ポ
ス

タ
ー

を
P

D
F

フ
ァ

イ
ル

で
い

た
だ

い
て

い
ま

す
) 

北
海

道
地

域
研

究
成

果
報

告
会

と
い

う
森

林
総

研
の

成
果

報
告

会
 

花
岡

創
 

2
0
19

年
9

月
 

IU
F
R

O
研

究
会

「
2
1
st

 I
n
te

rn
at

io
n
al

 N
o
n
de

st
ru

c
ti
ve

 

T
e
st

in
g 

an
d 

E
va

lu
at

io
n
 o

f 
W

o
o
d 

S
ym

p
o
si

u
m

」
 

Im
pr

o
ve

m
e
n
t 

o
f 

S
e
e
d 

O
rc

h
ar

d 
ac

c
o
rd

in
g 

to
 t

h
e
 

P
ro

ge
n
y 

T
e
st

 t
h
ro

u
gh

 N
o
n
de

st
ru

c
ti
ve

 W
o
o
d 

P
ro

pe
rt

y 
T
e
st

in
g 

o
n
 T

re
e
 B

re
e
di

n
g 

P
ro

je
c
t 

in
 

K
e
n
ya

 

宮
下

久
哉

 

 

2
0
19

年
1
0

月
 

IU
F
R

O
研

究
会

 「
T
h
e
 4

th
 I
U

F
R

O
 S

e
e
d 

O
rc

h
ar

d 

C
o
n
fe

re
n
ce

 2
0
1
9」

 

B
re

e
di

n
g 

fo
r 

D
ro

u
gh

t 
T
o
le

ra
n
c
e
 a

n
d 

E
st

ab
lis

h
m

e
n
t 

o
f 

C
lo

n
al

 S
ee

d 
O

rc
h
ar

ds
 o

f 
M

el
ia

 v
ol

ke
ns

ii 
 i
n
 

D
ry

la
n
ds

 o
f 

K
e
n
ya

 

宮
下

久
哉

 

 

2
0
1
9

年
1
1

月
 

林
木

育
種

情
報

 
ケ

ニ
ア

の
林

木
育

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

現
状

 
育

セ
ン

H
P

 

2
0
2
0

年
４

月
 

森
林

遺
伝

育
種

 
国

際
会

議
「
2
1st

 I
n
te

rn
at

io
na

l 
N

o
n
de

st
ru

c
ti
ve

 

T
e
st

in
g 

an
d 

E
va

lu
at

io
n
 o

f 
W

o
o
d 

S
ym

p
o
si

u
m

」
に

参

加
し

て
 

宮
下

久
哉

 

 

2
0
2
0

年
４

月
 

森
林

遺
伝

育
種

 
国

際
学

会
「
IU

F
R

O
 S

e
e
d 

o
rc

h
ar

d 
C

o
n
fe

re
n
c
e
」
へ

の

参
加

報
告

 

宮
下

久
哉

 

 

2
0
2
0

年
４

月
 

林
野

庁
情

報
誌

「
林

野
」
 

ケ
ニ

ア
に

お
け

る
林

木
育

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

林
野

庁
H

P
 

2
0
2
0

年
７

月
 

林
木

育
種

の
現

場
か

ら
 

ケ
ニ

ア
郷

土
樹

種
メ

リ
ア

(M
el

ia
 v

ol
ke

ns
ii)

の
根

ざ
し

増
殖

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
 

育
セ

ン
H

P
 

 

2
0
20

年
8

月
（
日

）
 

2
0
18

年
8

月
（
英

）
 

冊
子

 
林

木
育

種
セ

ン
タ

ー
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
日

・
英

）
 

育
セ

ン
H

P
 

 

2
0
21

年
9

月
 

IF
U

R
O

 
W

o
rl
d 

D
ay

 
ポ

ス
タ

ー
掲

示
（
ウ

ェ
ブ

）
 

S
u
gg

e
st

io
n
 f

o
r 

ge
n
e
ti
c
 r

es
o
u
rc

e
s 

 m
an

ag
e
m

e
n
t 

o
f 

M
el

ia
 v

ol
ke

ns
ii 

in
 K

e
n
ya

 

花
岡

創
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ケ
ニ
ア
に
お
け
る
林
木
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

TOPICS

02■ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、気
候
変
動
適

応
策
に
資
す
る
た
め
、国
際
的
な
技
術
協
力

や
共
同
研
究
を
通
し
て
林
木
育
種
技
術
の

開
発
や
技
術
移
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
国
の
一
つ
で
あ

る
ケ
ニ
ア
で
は
、国
土
の
約
八
割
が
乾
燥

地
・
半
乾
燥
地
で
あ
り
、平
成
二
十
二
年
時

点
で
七
％
で
あ
っ
た
森
林
率
を
令
和
四
年

ま
で
に
十
％
へ
引
き
上
げ
る
政
府
目
標
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
二
十
四

年
か
ら
平
成
二
十
八
年
ま
で
国
際
協
力
機

構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
技
術
協
力「
気
候
変
動

へ
の
適
応
の
た
め
の
乾
燥
地
耐
性
育
種
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
通
じ
て
、耐
乾
燥
性
を
有

す
る
郷
土
樹
種
で
あ
るM

elia volkensii

（
以
下「
メ
リ
ア
」）とAcacia tortilis

（
以

下「
ア
カ
シ
ア
」）を
対
象
と
し
て
、カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所

と
協
力
し
て
、乾
燥
地
耐
性
育
種
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、メ
リ
ア
に
つ
い
て

つ
ぎ
木
を
用
い
た
二
箇
所
の
ク
ロ
ー
ン
採

種
園
や
八
箇
所
の
次
代
検
定
林
を
、ま
た
、

ア
カ
シ
ア
に
つ
い
て
も
二
箇
所
の
実
生
採

種
林
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
な
ど
を
通
じ

て
、林
木
育
種
を
進
め
る
上
で
必
要
な
基
盤

を
整
備
し
ま
し
た（
図
１
）。

　
平
成
二
十
八
年
か
ら
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技
術
協
力「
ケ
ニ
ア
国
持

続
的
森
林
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
育
種
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
引

き
継
が
れ
、林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、引

き
続
き
、ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
と
と
も
に
林

木
育
種
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■ 

メ
リ
ア
採
種
園
等
の
改
良

　
メ
リ
ア
は
、銘
木
マ
ホ
ガ
ニ
ー
や
日
本
の

セ
ン
ダ
ン
の
仲
間
の
郷
土
樹
種
で
、ケ
ニ
ア

で
は
主
に
建
材
や
家
具
材
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ケ

ニ
ア
全
土
か
ら
メ
リ
ア
精
英
樹
候
補
木
を

選
び
、つ
ぎ
木
増
殖
し
た
母
樹
を
植
栽
し

て
、優
良
な
種
子
を
生
産
す
る
た
め
の
採
種

園
を
造
成
し
ま
し
た（
写
真
１
）。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、次
代
検
定
調
査
結
果
を
基

に
、※
断
幹
及
び
整
枝
剪
定
や
、間
伐
に
よ
る

劣
勢
個
体
の
除
去
を
行
い
、採
種
園
の
改
良

を
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

メ
リ
ア
第
二
世
代
の
選
抜

　
採
種
園
産
の
苗
木
を
用
い
て
造
成
さ
れ

た
メ
リ
ア
次
代
検
定
林
で
植
栽
後
４
年
間
の

樹
高
等
を
測
定
し
て
統
計
解
析
を
行
っ
た
結

果
、成
長
の
優
劣
等
の
系
統
に
よ
る
違
い
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
２
）。こ
の
結
果

を
基
に
、当
初
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
達
成

は
見
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
材
積
成
長
、幹

の
通
直
性
、樹
病
へ
の
耐
性
等
、複
数
の
望
ま

し
い
特
性
を
兼
ね
る
優
良
な
メ
リ
ア
第
二
世

代
個
体
を
、育
種
開
始
か
ら
わ
ず
か
７
年
で

選
抜
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
写
真
２
）。

ま
た
、統
計
解
析
の
結
果
、育
種
を
進
め
る

と
、世
代
あ
た
り
十
％
以
上
の
成
長
の
改
良

が
見
込
ま
れ
る
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

図１　採種園、検定林、採種林の位置図

※断幹　樹高成長を抑制し、下枝を充実させ、その枝から果実（球果、種子）や穂木を採取し
やすい樹形をつくるために、樹幹を任意の（作業しやすい）高さで切断すること。

写真１　たわわに実るメリアの果実

14林野   2020.4 No.157
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■ 

増
殖
技
術
の
研
究
開
発

　
メ
リ
ア
の
つ
ぎ
木
増
殖
技
術
は
、前
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
ま
し
た
が
、ク

ロ
ー
ン
増
殖
に
よ
り
苗
木
を
効
率
的
に
増

や
す
こ
と
が
出
来
る
さ
し
木
技
術
に
つ
い

て
は
、ま
だ
実
用
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。こ
の
た
め
、様
々
な
育
苗
条
件
を
変

え
た
試
験
を
進
め
、発
根
ま
で
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た（
写
真
３
）。ま
た
、ア

カ
シ
ア
に
つ
い
て
も
、つ
ぎ
木
に
よ
る
ク

ロ
ー
ン
増
殖
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■ 

ア
カ
シ
ア
採
種
林
の
改
良

　
ア
カ
シ
ア
は
、乾
燥
し
た
地
域
で
も
成
長

に
優
れ
、主
に
家
畜
飼
料
や
薪
炭
材
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
造

成
し
た
ア
カ
シ
ア
の
採
種
林
は
、検
定
林
の

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。優
良
な
種
子
を
得

る
た
め
実
生
苗
の
検
定
を
行
い
、劣
勢
個
体

を
間
伐
す
る
こ
と
で
、採
種
林
の
改
良
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す（
写
真
４
）。

■ 

今
後
の
取
組

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
改
良
さ
れ

る
優
良
メ
リ
ア
の
種
子
及
び
苗
木
は
、在
来

の
も
の
に
比
べ
て
成
長
が
早
く
材
質
も
優

れ
て
い
る
た
め
、年
々
増
加
す
る
需
要
に
、

種
苗
の
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
程
の
人
気

と
な
り
、民
間
企
業
も
強
い
関
心
を
示
す
な

ど
、ケ
ニ
ア
国
内
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す（
写
真
５
）。

　
こ
の
た
め
、よ
り
成
長
や
材
質
に
優
れ
る

次
世
代
メ
リ
ア
を
生
み
出
す
た
め
の
育
種

を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
ケ
ニ
ア
政
府
や
郡
政
府
、民

間
企
業
等
に
よ
る
優
良
種
苗
の
生
産
を
支

援
し
、東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
持
続
可
能
な

森
林
経
営
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

写真３　発根したメリアのさし木

写真４
アカシア採種林
左の樹高が高い
方が平成 27 年 12
月、右が平成 28
年４月に植栽。間
伐により採種林を
改良する予定です

写真２　選抜した優良な第２世代のメリアにペンキでマーキン
グをしました。評価の高い個体では植栽後４年で幹の直径が
20cmに達しています

図２
材積成長の良さと幹
の通直性の良さを兼
ね備える優良なメリ
ア第 2世代（●）を選
抜しました

●第 1世代（親世代）
●選抜した第 2世代

写真５　農地に植えられた改良メリア
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